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　　　　一




　田た沼ぬまの屋や敷しきは、分厚いコンクリートの塀へいに囲われていた。

　塀の高さは、約二メートル五〇センチ。その上には、更に五〇センチの高さで、鉄条網が張り巡めぐらされている。鉄条網には高圧電流が流されており、触れればもちろん感電するし、同時に警けい報ほうが鳴り響ひびく仕組みにもなっていた。

　三メートル、か……。

　電信柱の陰に身を潜ひそめ、高たか杉すぎ一かず也やは、そっと周囲の様よう子すを窺うかがった。

　真夜中の住宅街は、ひっそりと静まり返っている。車を降りる時に確認した時計は一時四〇分を示していたから、今の時刻はそろそろ二時に近い筈はずだ。

　ぴったりと体にフィットした、ハイネックのシャツとスラックス。それが、この時の一かず也やの服装だった。色はともに黒である。それだけではない。足に履はいたスニーカーも、両手に嵌はめた手袋も、そして頭から被かぶった覆ふく面めんも、すべてが黒色だった。ただ一つの例外は、革製のショルダーホルスターで、これだけは焦こげ茶ちや色をしている。

　九月も、もう終わりに近い。しかも、この時間帯である。冷たい外気は、薄うすい布地を通して、一也の肌にまで染しみ込んできていた。だが、凍えてしまうほどではない。むしろ、適度なその冷たさが、一也の身を引き締しめてくれる。

　三メートル。

　その高さだけなら、跳とび越える事は、一也には、そう難しい事ではなかった。問題は、高圧電流の流れる鉄条網に触れる事なく、それができるかどうかだ。

　……できる筈はずだ。

　周囲に人ひと影かげがない事を、もう一度、改めて確認する。

　そして一也は、電信柱の陰から、音も無く滑すべり出た。

　田沼の屋敷には、無数の監かん視しカメラが設置されている。だが、それらは屋や敷しきのすべてをカバーしているわけではなかった。カメラの数が有限である以上、どうしても何ケ所かには死角ができてしまう。跳び越えるポイントは、その死角の一つだった。

　跳ちよう躍やくするポイントと、助走に必要な距きよ離りとを計算しながら、一也は、コンクリートの塀へいへと近付いていった。最初はゆっくりと大股に、そして徐々に加速していく。

　やり直しは効きかない。一発勝負だ。

　最後の数メートルで一気に体をスピードに乗せ、一也は跳躍した。

　伸ばした両手が塀の上じよう端たんを摑つかむ。同時に下か肢しを振り上げる。助走の勢いと両腕による引き上げを利用して、揃そろえた両足を夜空に向かって跳はね上げる。

　ちょうど棒高跳とびの要領だった。一也の体は、一瞬、塀の上に逆立ちした形になり、そして、ふわりと、鉄条網の上を越えた。

　体に加わった余分なベクトルを身を捻ひねる事で相そう殺さいしつつ、一也は、芝しば生ふの上へと舞まい降りた。着地の瞬しゆん間かん、やわらかく膝ひざを使って、衝しよう撃げきを吸収する。

　そして数秒。

　一也は、芝生の上にしゃがみ込んだ体勢のまま、動かなかった。

　警けい報ほうが鳴った様よう子すはないか。屋や敷しき内がざわめき出すような事はないか。

　全身を感覚器官にして、周囲の状況を窺うかがう。

　だが、それらしい反応はなにもなかった。

　どうやら、一也の侵入に気付いた者はいないようだ。

　第一関門は、無事にクリア。

　だが、気を緩ゆるめている暇ひまなどない。

　一かず也やは、姿勢を低く保ちながら、屋や敷しきに向かって移動を始めた。




　　　　二




　監かん視しカメラは、塀へいの周辺ばかりでなく、庭の各部にも設置されている。

　だが、その位置と写しや角かくは、既すでに一也の頭の中に入っていた。

　保安システムの設計と設置工事をした業者から、速はや水みが情報を買い取ってくれていたからである。企業倫理にもとる事なのは間違いないが、どんな会社にも、金で転ぶ人間の一人や二人はいるものだ。

　その情報によれば、各部に設置された監視カメラの映像は、屋敷の一室に送られ、そこで一元的にモニターされる事になっているらしい。

　そして、その部屋の窓が、今、一也の頭上にある。

　すっかり寝静まった屋敷の中で、その窓だけが明るい光を放っていた。複ふく数すうの人間が詰めているらしく、耳を澄すませると、かすかに話し声が聞こえる。時折混じる笑い声からすると、中の人間は、かなりリラックスしている様よう子すだった。

　……まずは、あそこを制圧するのが先決だな……。

　窓枠や雨あま樋どいを足掛かりにしながら、一也は、するすると屋敷の外がい壁へきをよじ登った。

　明かりの点ついた窓のそばまで行き、中の様子を窺うかがう。

　窓には厚手のカーテンが引かれていたが、中でなにが行われているのかは、すぐに分かった。

「おぅし、来たぁ！　立直リーチ、一イツ発パツ、自模ツモ、平ピン和フ、ドラ一！　四三〇〇オールじゃあ！」

「たぁっ、またかよ。堪たまんねえな」

　カーテン越しに、そんな白熱したやりとりが、聞こえてきている。

　まったくもって、大した見張り連中だった。この分では、わざわざ監視カメラを避よけてくる必要もなかったかもしれない。

　だが、真ま面じ目めに監視していようが、遊び呆ほうけていようが、そこに人員が詰めている事には変わりはない。制圧する必要性は、依然として残っている。

　……さて、どうする。

　麻マー雀ジヤンをやっているとなると、部屋の中には、少なくとも四人の人間がいる筈はずだ。一人二人ならともかく、それだけの人数を、物音を立てずに片付けるのは、一也の技量を以ってしても不可能に近い。

　トイレに行くなりなんなり、中の人間が分散するのを待つという方法もあるにはあるが、本来の目的は別にある。こんなところで時間を費ついやすわけにもいかなかった。

　……一気にいくか。

　多少、物音を立てる事になっても、短時間で片付ける事ができさえすれば、騒さわぎは広がらずに済む筈はずだ。

　いったん方針を決めると、一かず也やはもう迷わなかった。

　突入に備えて、位置を移動する。

　下の階の窓の庇ひさしを足場に使いながら、モニター室の窓の真下へと陣取った。身を屈かがめ、背中を外がい壁へきに押し当てるようにして、体勢を整える。

　そして一也は、左手を真上へと伸ばした。

　こん。

　ノックするように、軽く窓ガラスを叩たたく。

「……ん？　なんだ、今の？」

　モニター室の中で、そんな声が聞こえた。

「へ？　なにって、なにがっすか？」

　別の声が、それに応こたえている。

　一いつ拍ぱく置いて、もう一度。

　こんこん。

「ほれ、あの音だよ」

「ほんとだ……なんだろ……？　ガラスに、なんかぶつかってんすかね？」

「お前、ちと見てこいよ。一応、役目だからな」

「うっす。分かりました」

　仕方なさそうに応こたえる声。椅い子すを引いて立ち上がる物音。

　そして、一也が潜ひそむ窓まど辺べへと、足音が近付いてきた。

　……今なら引き返せる。今ならまだ、止やめられる。

　一いつ瞬しゆんかすめたその想おもいを、一也は、すぐさま頭の隅へと追いやった。

　誰だれだって、こんな仕事はやりたくはない。だが、それでは通らないのだ。速はや水みの窮きゆう地ちを救うためには、誰かがこの任務を果たさねばならない。そして、速水の配下の中で、それをこなせる者は、一也しかいない。

　一也の頭上で、カーテンが開かれる音がした。

　……考えるな。ただ、体を動かせば、それでいい。

　窓が開かれ、若い男が、外へと顔を出す。

「ふぅ……やっぱ、外の空気はうまいわ」

　ほっと息を付いたその男が、

「さて、と……」

　首を巡めぐらそうとしたその時、一也の左手が疾はしった。真下から突き上げるようにして、男の喉のどを、がっしりと摑つかんだのである。

「!?」

　男の両目が驚きよう愕がくに見開かれ、その口がぱかっと開かれた。だが、そこから迸ほとばしる悲鳴はない。一かず也やの左手が、男の頸けい動脈と気管とを、まとめて摑つかみ込んでいたからである。息のできない苦しさの中、男は空むなしく、ただ、ぱくぱくと口を動かすだけだった。

「どうだ？　なんかあったか？」

　のんびりとした声が、モニター室の中から聞こえてきた。

　……行け！

　自みずからのその声に衝つき動かれるように、一也は突入を開始した。

　身を捻ひねりつつ立ち上がり、左脇わき下のホルスターから拳けん銃じゆうを抜き放つ。銃口を男の胸に押し当て、そして二連射。

　ぼしゅっ、ぼしゅっ。

　男の背中から赤い霧きりが噴ふき上がったその時には、一也の体は窓枠を蹴けって、室内に飛び込んでいた。左手は既すでに、二挺ちよう目の拳銃を抜き放っている。

「あ？」

「お？」

「へ？」

　麻マー雀ジヤン卓たくを囲んでいた三人が、ぽかんとした顔を、一也に向けた。

　……考えるな。

　一也の両手の拳けん銃じゆうが、右と左に座っていた二人を捉とらえ、そして同時に火を噴いた。

　男たちの体に、容赦なく銃じゆう弾だんが撃うち込まれる。頭と両手が、激はげしく踊る。

「わ……わっ、わっ！」

　正面に座っていた男が、仰のけ反ぞった拍子に、椅い子すごと引っ繰くり返った。麻雀卓の向こう側、一也からは死角となる位置だ。

　一也は即座に床を蹴り、麻雀卓の上に飛び乗った。二挺の拳銃を揃そろえて構え、仰向けになって藻も搔がくその男に、真上から狙ねらいを定める。

　だが、その時。

「野郎……！」

　思いも掛けぬ方角から、その声は聞こえた。

　はっと、左手を振り返った一也は、そこに別の男の存在を見て取った。

　モニター室の出入り口のすぐそば。髪を金色に染そめた若い男。そしてその手には、リボルバーの拳銃。

「ふざけやがって……。ふざけやがって……！」

　金髪のその男は、引きつった顔を一也へと向けている。極度の緊きん張ちよう状態にあるのか、その手の中の拳銃は、ぶるぶると震ふるえていた。

　油断だった。麻雀をしているからといって、中にいるのが四人だと無む意い識しきのうちに思い込んでしまっていた事も、部屋に飛び込んでから今までの間、その存在に気付かなかった事も、ともに痛恨のミスである。

　しかし、男の姿を視認した瞬しゆん間かん、なにを考えるよりも先に、一かず也やの体は反応していた。麻マー雀ジヤン卓たくの上から高々と、一気に金髪の男へ向かって、横っ飛びに跳とんだのである。

　ぴしっ！

　まず、左足の一いつ閃せんが、金髪の手から拳けん銃じゆうを弾はじき飛ばし、

　どごっ！

　即座に続いた右の後ろまわし蹴げりが、金髪の側頭部に炸さく裂れつした。

　一度の跳ちよう躍やくでの二連続蹴り。それも前蹴りではなくまわし蹴りによる二連れん撃げき。

「がっ！」

　真横へと吹ふき飛ばされた金髪が、頭から壁かべに激げき突とつする。

　すとんと床に降り立った一也は、ずるずると壁にすがりつくようにして崩くずれ落ちていく金髪の姿を横目に見つつ、椅い子すごと転がった先の男へと向き直った。

「うわ……うわわ……」

　四つん這ばいになったまま逃げようとするその背中に、一也は、二挺拳銃による斉射を浴あびせ掛けた。無む慈じ悲ひな弾丸が男の体に穴を穿うがち、その体から命を奪い去る。

　突入してからここまで、僅わずかに一五秒足らず。

　モニター室に詰めていた五人の男たちは、いずれも物言わぬ存在となって、床に倒れ伏している。

　一也は戸口へと向かうと、ドアを細く開け、廊下の様よう子すを窺うかがった。

　屋や敷しきの中は静まり返ったままだ。どうやら、今の騒さわぎを聞きつけた者はいないらしい。

　それを確認して始めて、一也は、小さく息を吐いた。不ふ手て際ぎわもあったが、なんとかうまくいったようだ。

　改めて室内を見まわすと、奥の壁際に大きな机が据すえ置かれていた。その上には小型のモニターが、全部で四つ、積み重かさねられている。脇わきには無数のスイッチが付いた操そう作さ盤ばんも置かれていた。状況に応じて画面を切り替えられるようにしてあるのだろう。

　一也は、監かん視しシステムの電源を落とすと、開け放しになっていた窓を閉めた。カーテンも、元通りに引いておく。

　二挺の拳銃にはまだ弾たまが残っていたが、念のために、予備の弾だん倉そうに交換した。

　壁際の床を見下ろすと、先程の金髪の男が、体を横向きにしたまま倒れている。ぴくりとも動きはしないが、首筋に手を当ててみると、確かな脈が感じられた。

　まだ生きている。気を失っているだけだ。

　息の根を止めるべく、一也は、弾倉の交換をしたばかりの拳銃の銃口を、その男のこめかみに押し当てたが、ゆっくりと引き金を絞りかけたところで、

　……まあ、いいか。

　そう思い直した。

　一かず也やは、殺さつ戮りくのためにきたわけではない。狙ねらう首はただ一つ。それ以外は単なる障害物に過ぎない。一也の任務遂すい行こうの妨げにさえならなければ、それでいいのだ。奪う命の数が少なくて済むなら、それに越した事はない。

　一也は、拳けん銃じゆうをホルスターに戻すと、静かにドアを開け、モニター室をあとにした。




　　　　三




　事前に得ておいた情報によれば、田た沼ぬま孝たか夫おの寝室は、二階の奥まった場所にある筈はずだった。

　暗い廊下を足音を忍ばせて進んでいくと、田沼の寝室と思おぼしき部屋の前に、若い男が一人、立っていた。おそらくは、立ち番を命ぜられているのだろう。とすれば、やはりあのドアの向こうにこそ、田沼孝夫がいる筈だ。

　一也は、いったん廊下の曲がり角に身を潜ひそめ、男の様よう子すを窺うかがった。まずは、あの見張りを片付けねばならない。

　一也のいる場所から男までの距きよ離りは、七、八メートルというところ。手っ取り早いのは、この場所から拳銃で倒すという方法だが、それには幾つか問題があった。

　一つは、銃で倒せば、物音を立ててしまうという事だ。銃声自体は消音器を付けているから問題はないとしても、仕し留とめた時に男が転倒する物音までは消す事ができない。先程のモニター室のような密閉空間でならともかく、こんな開ひらけた場所で、しかもドア一枚隔てた向こうに目指す標的がいるという状況では、迂う闊かつな事はできなかった。

　そして、もう一つ、より根本的な問題は、この距離から一発で男を仕留める自信が、一也にはないという事である。

　もともと射しや撃げきが得意ではない上に、今回、一也が使用している拳銃は、中国製の粗悪品である。モニター室の制圧時のように、至近距離での乱戦ならばまだしも、これだけの距離があっては、一撃必殺など、望むべくもなかった。

　高性能な銃器を手に入れる事も、速はや水みならば難しい事ではなかったが、そのクラスの銃器は日本では滅めつ多たに使われないし、従って使えば足が付きやすい。だから敢あえて、一也は、ありふれた安物を使っていたのである。もっとも、精度の高い銃器を使用していたところで、一也の射撃の腕の拙せつ劣れつさがカバーできるわけでもなかったが。

　やっぱり、一気にいくしかないか……。

　そう思いかけていた一也だったが、そこで妙な事に気が付いた。

　見張りである以上、寝室に近付く者がいないかどうかにこそ注意すべき筈なのに、その男は先程から、寝室の中ばかりを気にしていたのだ。時にはドアに耳を押し付けるような真似まねさえしている。なにをしているのかは分からなかったが、男がほかの事に気を取られているのは好こう都つ合ごうだった。うまくすれば、気付かれずに接近できるかもしれない。

　一かず也やは、息を殺し、足音を潜ひそめて、男の方へと近付いていった。

　男の注意は、依然としてドアの向こう側にのみ向けられている。

　五メートル、四メートル……そして、三メートル。

　そこまで近付いた時、一也にもようやく、男がなにに熱中しているのかが理解できた。ドアの向こうから、女の喘あえぎ声が漏もれ聞こえていたからである。どうやら田た沼ぬまは、寝室に愛人を連れ込んで、お楽しみの真っ最中であるようだった。

　聞き耳を立てたくなる気持ちも分からないではないが、見張りとしては明らかに失格だし、組長の秘め事を盗み聞くなど、やくざ者としても褒ほめられた事ではない。モニター室で麻マー雀ジヤンに興きようじていた連中といい、田沼の組には、ろくな組員がいないようだ。

　残った距きよ離りをひと息に詰めると、一也は右手で男の口を塞ふさぎつつ、同時に左腕をその首に巻き付けた。

　一也の腕の中で、男の体が驚きよう愕がくに張り詰める。そして瞬しゆん時じに、

　ごきり。

　一也は、男の頸けい骨こつをへし折った。嫌いやな感触が、一也の腕に残る。

　くたりと力の抜けたその体を抱き留とめ、一也はそのまま数歩、後ろへと下がった。ドアを開けるのに邪じや魔まにならない位置まで男の体を引きずっていき、静かに廊下に横たえる。

　そして一也は、改めて寝室のドアの前に立った。

　ドアノブに手を掛け、そっとまわしてみる。

　中で行われている事を考えれば当然だが、ドアには鍵かぎが掛かっていた。

　一也はホルスターから拳けん銃じゆうを引き抜くと、ドア板の施せ錠じよう機構がある辺あたりに狙ねらいを定めた。

　このドアのすぐ向こうには田沼がいる。ここまで来れば、隠おん密みつ行動にこだわる必要もない。

　一也が拳銃を連射すると、ドア板が木こっ端ぱを散らしながら弾はじけた。

　間かん髪ぱつ容いれずにドアを蹴けり開け、寝室の中へと飛び込んでいく。

　寝室の奥まった場所に、キングサイズのベッドがある。その上に裸の男女がいる。仰向けに寝そべった五〇過ぎの太った男と、その腰の上に跨がった二〇代半ばと見える女。

　間違いない。田沼孝たか夫おだ。

　突然の侵入者に、田沼が仰向けになったまま目を剝むいた。女を上に載のせたまま、ベッド脇わきの小卓に上体だけで飛び付こうとする。そこに置かれていたのは、護ご身しん用の拳銃だ。

　行為に夢中になっていた女は、その田沼の様よう子すで、ようやく異変に気付いたらしい。体をねじるようにして、一也の方を振り返ろうとした。

　一也は容赦しなかった。と言うより、手加減してやるだけの余裕がなかった。一也をじっくり観かん察さつするだけの時間を与えてしまっては、この女の命まで奪わなければならなくなる。

　一也の右のまわし蹴りが、女の鳩尾みぞおちにめり込んだ。女は声も立てられず、そのままベッドの上から蹴けり落とされる。瞬時に反転したその右足が、今度は田沼の左手首を蹴り付ける。

「ぐっ……」

　田た沼ぬまの顔が苦痛に歪ゆがみ、一度は摑つかんだ拳けん銃じゆうが、その手から落ちた。骨に、ひびくらいは入ったかもしれない。

　一かず也やの右足は、蹴けり付けた体勢のまま、田沼の左手首を壁かべに押し付けている。右手の拳銃は、ぴたりと田沼の眉み間けんに、銃口を据すえている。

「手前ぇ……斜しや道どうの者もんか」

　苦痛を嚙かみ締しめる田沼の唇くちびるから、その言葉が押し出された。

　だが、その問い掛けに、一也は答えなかった。答える必要もない事だったし、答えるまでもない事だったからだ。

　絨じゆう毯たんの上に倒れ込んだ女は、身を伏せたまま、ぴくりとも動かない。完全に気絶している様よう子すだった。お陰で、この女までは殺さずに済む。

　あと一人だけ。それで任務は完了する。

　一也は、右脇わき下のホルスターから、もう一いつ挺ちようの拳銃を抜いた。こちらは、胸の中央へと狙ねらいを定める。いくら精度の低い安物でも、この距きよ離りからなら外す気き遣づかいはない。

「ま、待て待て、待ってくれ！」

　無言のままの、その動作を見て、田沼が顔面蒼そう白はくになった。

「わ、悪かった。確かに俺おれたちがやり過ぎた。だけど、俺だって、やりたくてやったわけじゃねぇんだ。上からの命令で仕方なかったんだよ。お前も極ごく道どうなら分かるだろう。だから頼む。殺さねえでくれ！」

　二挺の拳銃を突き付けられ、意地も見み栄えも吹ふき飛んだらしい。田沼は、口から唾つばを飛ばしながら、命いのち乞ごいを始めた。

　……無ぶ様ざまだな。

　その田沼を、一也は無表情に見下ろしていた。

　仮にも一家を構えた極道の取るべき姿ではない。子が子なら親も親という事か。

　この世には、一つの明確な掟おきてがある。

　人を殺す者は、人から殺されても文句は言えない。

　それが、掟だ。

　殺されるのが嫌いやなら殺さなければいい。指の一本も詰めて、極道の世界から抜ければいい。

　だが田沼はそれをしなかった。命令されるまま人を殺す道を選えらんだ。それは即ち、人から殺される道を自分で選せん択たくしたという事だ。今いま更さらの命乞いなど、通用しない。

「金でも縄張りシマでもなんでもくれてやる。だから頼む。命だけは……」

　聞けば聞くほど、耳が穢けがれる。

　一也は、引き金を引き絞り、田沼を黙だまらせた。




　　　　四




　──斜しや道どう組の若わか頭がしら、平ひら山やま徹てつ二じが射殺されたのは、かれこれ二ケ月ほど前の事だ。愛人宅を出たところを、辰たつ巳み組系列の暴力団員に襲しゆう撃げきされ、胸と腹を一発ずつ撃うたれたのである。平山は、すぐさま病院に運ばれたが、手当ての甲か斐いなく死亡した。

　実行犯はその足で警けい察さつに自首したが、斜道組からすれば、それで済ませられるわけがない。組の面子メンツに掛けても、必ず、報復攻こう撃げきを行う筈はずだ。警察はそう考え、斜道組とその下部組そ織しきへの監かん視しの目を強めた。また辰巳組も、斜道組の反撃に備え、防御を固めていたのである。

　しかし、彼らの予測に反して、斜道組は動かなかった。

　正確に言えば、動きたくても動けなかった。

　斜道組三代目組長渡わた辺なべ庸よう介すけは、病床にあって長い。組を実質的にまとめ上げ運営していたのは、若頭の平山徹二だった。要かなめとなるべきその平山を失い、斜道組は、次期若頭の選せん定ていに、大わらわとなっていたのである。




　斜道組は、もともと武ぶ闘とう派やくざとして勢力を拡大してきた組織だが、時代の流れとともに、新しい血も流れ込んできていた。即ち、武力ではなく知力で勝負するタイプ。いわゆる経済やくざと言われる、新時代のやくざたちである。

　一〇年ほど前、一人の若者が、斜道組に加入した。名を速はや水み敬けい介すけという。一流と呼ばれる国立大学を卒業し、しかも四年という在学期間のうちに、法律と経済、二つの学部の卒業資格を取得した俊しゆん才さいである。

　彼のやり方は、それまでの斜道組とは、まったく異なっていた。

　まず、暴力は使わない。血も流さず、殺しもしない。法を破るのではなく、法の抜け道を巧たくみにくぐって、凌しのぎを上げる。狙ねらう相手も個人ではない。企業や銀行が主である。従って、一度の仕事で得る収益も桁けた違いに大きい。

　速水が加入してものの数年で、斜道組全体の収入は三倍に膨ふくれあがった。

　斜道組内での発言力も増し、速水敬介はやがて、本家幹部の列に連なる事を許される。

　しかし、体を張って縄なわ張ばりを広げ、刑務所暮らしを繰くり返しながら名を売ってきた武闘派やくざから見れば、速水敬介という男の存在は、忌いま々いましいものでしかなかった。

　そもそも、『斜道』の名に力があるのは、他ほかの組織との抗争を繰り返し、その強さを認めさせてきたからだ。抗争とは即ち、暴力の行使である。斜道組という看板を維い持じするためには、血を流し、手を汚す事が必要なのだ。

　だが速水は、それをしない。斜道組という名の力を利用しながら、その名の力を維持する義務を果たしていない。自分の身を汚す事なく、おいしいところだけかっさらっていかれているように、彼らには思えるのだった。

　中でも、速はや水み敬けい介すけに特に強い敵てき愾がい心を抱いていたのが、阿あ部べ誠せい次じである。

　阿部はこの年、四八歳さい。今でこそ、斜しや道どう本家の若わか頭がしら補佐の地位にあり、自分でも一家を構えている阿部だが、若い頃ころは、斜道組の特攻隊長として、名を馳はせた男だ。平ひら山やま徹てつ二じとは盃さかずきを交かわした兄弟分で、『智の二じと武の次じ』と並び称されたほどの、名コンビであった。平山が作戦を立て、阿部が斬きり込む。それが二人の役割分担だった。

　阿部は、自ら体を張り、血を流して、斜道組に尽くしてきた。刑務所の中で過ごした年月も、合計すれば、彼の年ねん齢れいの三分の一に達する。組のために流した血の量こそが、極ごく道どうの価値を決める。それが阿部の哲学だった。

　そんな阿部からしてみれば、速水のような男の存在を認められないのは当然だった。自分の血を流した事もなく、その身を汚した事もない。なんの功こう績せきもない癖くせに、自分と同格の存在として、本家幹部の列に名を連ねている。阿部にとってそれは、どうにも許せない事であったのである。

　しかし、斜道組の中にも、速水を高く評価している者はいた。ほかならぬ、平山徹二である。

　平山自身は武ぶ闘とう派やくざに分類されるべき人間だったが、一方で参さん謀ぼうとしての側面も併せ持っていた。速水敬介のやり方は、今までの斜道組からすれば確かに異い端たんだが、成果を上げている事は事実だ。異端だからと言って排はい斥せきするよりも、その力を存分に発はつ揮きさせてやった方が、斜道組全体の利益となる。平山は、そう考えていた。

　速水が異例の早さで本家幹部の座に連なる事を許されたのも、平山の推すい挙きよがあっての事だ。斜道組内での立場を強めてやる事で、速水を動きやすくしてやろうと考えたのである。

　こういった平山の方針は、反速水派の人間たちからは、もちろん反感を買ったが、斜道組本家を事実上統とう括かつしている平山の決定には、誰だれも表立って逆らう事はできなかった。阿部誠次でさえ、それは同じである。平山には、それだけの人望と力量とが、確実にあったのだ。




　だが、その平山が、この世を去った。

　自分を護まもってくれていた防ぼう壁へきがなくなった事で、速水敬介は強い危機感を抱いた。

　速水の持つ資金力は、斜道組の中でも抜きん出ている。だが、これまで暴力を使わずに収益を得ていた速水には、直接的な戦闘力がほとんどない。阿部一派との武力衝しよう突とつとなれば、速水には、到底勝ち目がなかった。

　もちろん、武力による内部抗争となれば、阿部もただでは済まないだろう。多くの逮捕者を出す事になるのは確実だ。だが、それを忌き避ひする気持ちは、阿部を始めとする武闘派やくざにはない。人を殺して刑務所へ行く事は、彼らにとっては、むしろ勲くん章しようなのだ。

　阿部は必ず仕掛けてくる。

　それを半ば覚かく悟ごしていた速水だったが、その予測に反して、阿部は、直接的な武力行使に出る事はしなかった。代わりに阿部が取った行動は、平山の死によって空位となった本家若頭の座への立候補と、決けつ議ぎ権を持つ人間たちへの根まわしである。

　阿あ部べは斜しや道どう本家の実権を握るつもりだ。

　そうと知った速はや水みは、即座に対抗措置を採った。比較的、速水に好意的だった別の候補を、全力を挙あげて支持したのだ。

　会議での決議権を持つのは、本家幹部と相談役の長老たち、それに長年にわたって斜道組と友好関係にあった組の組長たちなどである。速水は、それら一人一人と直じか談だん判ぱんし、自分が支持する候補に一票を投じてくれるよう説得してまわった。金で転ぶ人間と思えば、目の前に札束の山を築いて見せる事さえ厭いとわなかった。

　一方の阿部も、自らのこれまでの功こう績せきを強調し、また必要とあらば、暴力による恫どう喝かつを行ってさえも、自分への支持を勝ち取ろうとしたのである。

　選せん挙きよ戦は泥沼の様相を呈ていし始め、議論は斜道組を二分するほどに紛ふん糾きゆうした。

　この選挙戦が、事実上、速水と阿部の争いである事は、誰だれもが承知している事だった。豊富な資金力を持つ速水と、実質的な戦せん闘とう力を有する阿部。その二人の戦いである。

　だが、長い選挙戦が終わった時、最高幹部会が次期若わか頭がしらに選んだのは、阿部誠せい次じの名前だった。様さま々ざまな欠点があるにしろ、やくざらしいやくざである阿部を、斜道組は選えらんだのだ。

　速水の必死の裏工作は、ついに実を結ぶ事なく終わったのである。




　若頭となり、斜道本家の実権を手にした阿部誠次は、早さつ速そく、速水敬介を呼び出した。

「残念だったなぁ、速水。お前もいろいろ悪足あ搔がきしてたようだが、これでよく分かったろ。金の力だけじゃ、極ごく道どうは張れねぇんだよ。手前ぇみてぇに汚れる事を嫌いやがってたら、下の連中は付いちゃこねえんだ。いざって時に泥を被かぶれる男じゃねえとな」

「……どうやら、そのようですね」

　嘲あざ笑わらう阿部に、速水は無表情に応こたえた。

　斜道組は、阿部を選んだ。それがすべてである。今いま更さらなにを言おうと、負け犬の遠とお吠ぼえにしかならない。問題は、命令を下す立場に立った阿部が、速水をどうするつもりなのか、だ。

「まあ、お前も一応、斜道の人間だし、俺おれも別に鬼じゃねえ。だから、お前に一度、チャンスをくれてやるよ」

「……私になにをしろと仰おつしやるんです？」

「平ひら山やまの兄貴の弔とむらい合戦さ。辰たつ巳みの田た沼ぬま、きっちり殺とってこい」

　平山徹二を射殺するよう指示を出したのは辰巳組だが、実際に手を下したのは、その下部組織である田沼組の組員である。その田沼組の組長を殺せと、阿部は言っているのだった。

「我々に殺しをやれと、そう仰るんですか？」

「ああ、そうだ」

「しかし、うちの組は……」

「お前の組の都つ合ごうなんざ、どうだっていいんだよ。やるのかやらねえのか、どっちだ」

　やらないと言えば、本家の意志に背そむいたとして、処断される事は確実だった。

　速はや水みには、それを受けるしかなかったのである。




　速水組はこれまで、警けい察さつの手入れを受けた事がない。警察に介入させるような口実を与えないように努めてきたからだ。だからこそ速水組は、安定した収益を得る事ができていたのである。

　その速水組が殺しに手を染そめれば、今まで手を出したくてもできないでいた警察に、絶好の理由を与えてしまう事になる。そしてそうなれば、速水組はこれまで通りの業務を続ける事ができなくなってしまうだろう。阿あ部べが直接手を下すまでもなく、警察によって、速水組は解体されかねない。

　それを避さける方法はただ一つ。一切の証しよう拠こを残さずに、田た沼ぬまを殺す事だけだ。

「すまないな、一かず也や」

　速水は一也に、そう言い、

「大丈夫。やってみせますよ」

　一也は速水に、そう応えたのであった。




　　　　五




　路地の奥に一台の車が停とまっていた。濃のう紺こんの国産車だ。

　一也は、助手席のドアを開けると、車内へと乗り込んだ。

「終わりましたか？」

　運転席で待機していた甘あま利り健けん吾ごが、その角張った顔を、一也に向けた。

「ああ」

「なにか問題は？」

「ない」

　短く答えながら、一也は、頭から覆ふく面めんをむしり取った。

「では、出します」

　余計な事はなにも言わず、甘利は車を発進させた。

　走る車の中で、一也は服を着替え始めた。今まで身に着けていたものは、使用した拳けん銃じゆうも含め、全部まとめて、ボストンバックに詰め込んだ。

「あとの処理は頼んだぞ」

「はい。心得てます」

　甘利は、前方を見詰めたまま、小さく頷うなずいた。

　一かず也やの送迎と証拠品の処分とが、この日の甘あま利りの役割だった。ボストンバッグの中身だけでない。今乗っているこの車さえも、処分の対象となっていた。

「どちらまでお送りしましょうか？」

「どこでもいい。タクシーが拾えるところならな」

　一也は答えながら、助手席の窓を全開にした。

「分かりました」

　冷たい風が車内に吹ふき込んでくる。その冷たさが心地いい。

　一也は窓枠に左肘ひじを乗せるようにして、吹き付けてくる風に、しばし身を委ゆだねた。

　モニター室で四人。廊下で一人。そして田た沼ぬま。都つ合ごう六人の命を、一也は奪った。

　速水のためにやらなければならなかった事だ。後こう悔かいはしていない。

　だが、体が汚よごれ、心も穢けがれた。

　その想おもいが、一也にはある。

　車が交差点を右に曲がった。そちらは繁はん華か街がいへと向かう道筋である。

「……処理場の方は、時間が決まってるのか？」

　窓の外に目を向けたまま、一也は、甘利に訊たずねた。

「五時までには来てくれと言われてます」

「なら、まだ少し時間はあるな」

「ええ、二時間ぐらいでしたら。……どこか寄るところでも？」

　甘利が、僅わずかに車速を落とした。

「二時間で海まで行けるか？」

「海、ですか？」

「ああ。できれば砂浜のあるところがいい。潮しお風かぜが吹いてくるような、そんなところが」

　甘利の返答は、すぐには返ってこなかった。

　一也が首を巡めぐらすと、甘利が驚おどろいたような表情で一也を凝ぎよう視ししている。運転中によそ見をするなど、甘利には珍めずらしい事だ。

「らしくない事でも言ったか？」

　一也が、かすかな苦く笑しようを浮かべると、

「あ、いえ……とんでもないです」

　甘利は慌あわてたように、正面に向き直った。

　そして、ややあってから、再び口を開いた。

「砂浜のある海となりますと、ここからだと少し距きよ離りがあります。かなり飛ばさなければなりませんが、それでも構いませんか？」

「ああ。任せる」

「……では、行きます」

　甘あま利りはアクセルを踏み込んだ。

　車が加速を始める。車内に吹ふき込む風が、その勢いを増してくる。

　吹き込む風の冷たさを感じながら、一かず也やは、そっと目を閉じた。
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　田た沼ぬま孝たか夫おの殺害がニュースで報じられてから、二日後の事。

　速はや水み敬けい介すけと高たか杉すぎ一也は、斜しや道どう組の本家屋や敷しきへと呼び出された。

　なんのための呼び出しかは明言されていなかったが、このタイミングからして、田沼の一件以外には考えられない。

　指定された時刻は午前一〇時。速水と一也は、その一〇分前に本家屋敷に到着した。

　二人が通されたのは、優ゆうに六〇畳じようはあろうかという、広い日本間である。盃さかずき事ごとや手打ちといった儀ぎ礼れい的な行事がある時に使われる部屋で、贅ぜいを尽くした造りになっていた。襖ふすまに描かれた絵も、鴨かも居いに施ほどこされた彫刻も、名のある人間に特に請こうて作らせたものだ。いったい幾らの金がこの部屋に注そそぎ込まれているのか、一かず也やには見当も付かない。

　だが、この部屋の調度品の中で、ただ一つだけ、素人しろうとの手になる物がある。床の間に飾られた一いつ幅ぷくの掛け軸が、それだ。

『斜はすに構えて道をゆく』

　そう、したためられている。

　斜しや道どうの初代組長が、組を立ち上げる時に、自らの生き様を記したものだと伝えられている。そしてこの語句が、斜道組の名の由来ともなっていた。

　斜道の初代は、裸一貫で組を立ち上げ、現在の斜道組の基き盤ばんを作った。幾度となく血の雨を降らせた武ぶ闘とう派のやくざだったそうだが、一方でかなりの洒落しやれ者であり、また稚ち気きもある男だったという。

　掛け軸に記されたその文字は、決してうまくはない。だが、そこには、力があり、勢いがあり、そして潔いさぎよさがあった。そして、まさにそれこそが、斜道初代の為人ひととなりだったと言われている。

　その掛け軸を正面に見るような位置で、速はや水みは正座している。一也はその後ろ、やや左にずれた位置に、やはり正座していた。速水は三つ揃ぞろえのスーツ姿。一也は、クリーム色をしたシルクのスタンドカラーシャツの上に、やや色合いの濃こい、茶色の上着を着込んでいた。

　だが、指定された時刻になっても、阿あ部べは姿を現さない。

　一時間経たっても二時間経っても、なんの音沙さ汰たもなかった。

　……つまらない嫌いやがらせをしてくれる。

　一也は腹立たしくてならなかったが、当の速水が、顔色一つ変えずに正座を続けているので、その怒りを表に出すわけにもいかなかった。

「よう、待たせたな」

　のんびりとした声とともに阿部誠せい次じが姿を現したのは、もうじき午後の二時になろうとする時刻だった。後ろには岡おか崎ざき大だい介すけを引き連れている。

「代だい議ぎ士し先生との顔繫つなぎの昼食会があってな。まさか先に帰るわけにゃいかねえから、往おう生じようしたぜ」

　ぬけぬけと、そうほざきながら、阿部は床の間の正面に、どすんと腰を下ろした。

　阿部の身長は一七〇センチそこそこ。だが体重は、優ゆうに一〇〇キロを越えている。ずんぐりとしたその体格は、だが、脂肪によるものではなかった。すべて筋肉である。

　四八歳さいという年ねん齢れいながら、阿部は未いまだに筋力トレーニングを続けているという。髪を五分刈りにしているのも、組み合いになった時に髪を摑つかまれないようにするためだ。

　骨の髄ずいからの武闘派やくざ。それが阿部誠次という男だった。

「それはお疲れさまでした」

　速水は阿部に、正座したまま頭を下げた。礼れい儀ぎは尽くし、だが、へりくだりはしない程度の角度である。

　一かず也やもまた、速はや水みに倣ならって、無表情に頭を下げる。

　そこへ、

「失礼します」

　一人の組員が、身を低くしながら、部屋の中へと入ってきた。その組員の後ろでは、若い組員が二人掛かりで、大きな火ひ鉢ばちを抱え上げている。彼らは、その火鉢を阿あ部べの脇わきへと据すえ置くと、一歩下がって、次の指示を仰いだ。

「ほかに御用はございますか」

「出来たら、また呼ぶ」

　阿部は、組員たちの方を見もせずに、ひょいと片手を振った。

「では、失礼します」

　組員たちは、後ずさるようにして廊下へと退出すると、静かに障しよう子じを閉めた。

　そして──長い沈ちん黙もくがあった。

　部屋の中に残されたのは、速水と一也、それに阿部と岡おか崎ざきの四人である。

　一也と岡崎は、それぞれ速水と阿部の随ずい伴はんだから、員数外の扱いである。特に意見を求められた時以外は、黙だまってそこに控ひかえているのが作法だ。

　だが、呼び付けた側の阿部も、呼び付けられた方の速水も、ともに自分から口を開こうとはしなかった。

　おそらく阿部は、速水が自分の口から、田た沼ぬま孝たか夫お殺害の首尾について報告するのを待っているのだろう。

　だが速水は、それを承知していながら、敢あえて沈黙している。呼び付けたのはそちらなのだから、勿もつ体たいぶらずに早く用件を言えばいい。そう考えている事が、速水の静かな表情に見て取れた。

　長い沈黙ののち、阿部が不意に、上着の内側へと右手を差さし込んだ。

　正座したまま、一也は僅わずかに腰を浮かせた。いくら阿部でも、この場で速水を射殺するような事はしないだろうが、可能性はゼロではない。速水の身を護まもる者として、万が一に備えておく必要があった。

　だが、阿部が懐ふところから取り出したのは、透明なプラスチック製の筒つつだった。ちょうどソーセージほどの太さと長さがある。その中には、一本の葉巻が収められていた。

　阿部は、封ふうを切って葉巻を取り出すと、吸い口を嚙かみ切ってから、口に咥くわえた。

　障子のそばに控えていた岡崎大だい介すけが、無言のまま立ち上がり、阿部のもとへと進み出る。スラックスのポケットから大振りのライターを取り出し、腰を屈かがめるようにして、阿部の咥えた葉巻の先に、炎の先せん端たんを当てた。

　岡崎大介は、一也より一つ年下の、二三歳さいである。浅黒い肌に、鋭えい角かく的な顔立ち。その目は常に、ぎらつくような光を放っている。中学時代からぐれ始め、高校時代に派は手でな乱らん闘とう騒さわぎを起こして退学、その後、斜しや道どう組の下部組そ織しきにスカウトされて、チンピラやくざとなった男だ。

　限度を知らない狂犬だが、そんなところが、阿あ部べには気に入られたらしい。やがて、岡おか崎ざきは阿部に引き上げられ、正式にその盃さかずきを受けた。下部組織のチンピラから、本家幹部の直系子分となったのだから、やくざとしては大出世といえるだろう。

　紙巻き煙草たばことは違い、葉巻にはなかなか火が点つかない。阿部が葉巻を吸いたてている間、岡崎は、そのままの体勢でじっとしていた。岡崎のような狂犬をこうまで躾しつけているあたり、阿部の力量もなかなかのものだ。

　ようやく葉巻に火が点いたらしく、岡崎が元の位置へと下がった。

　阿部はゆっくりと葉巻を吸いつけ、天てん井じように向けて、盛大に煙けむりを吐き出す。

　そして、あたかも、そのついでといった調子で、

「そう言えば、新聞で読んだが、田沼の馬ば鹿かが死んだそうじゃねえか」

　ようやく阿部は、口を開いた。

「ええ。そのようですね」

　これまでの長い沈ちん黙もくが噓うそのように、速はや水みは即応した。

「悪党にゃ、必ず罰ばちが当たる。この世はうまく出来てるよな」

「そうかもしれませんね」

　田沼の殺害を命じた者と命ぜられた者が、まるで世間話のように話している。

　そして、それを実行した一かず也やは、一切の表情を浮かべず、速水の後ろに控ひかえていた。

「残念だったな、速水」

　不意に阿部が、にたりと笑った。

「……なにがですか？」

「お前がぐずぐずしてるから、どこの誰だれとも分からねえ奴やつに、先を越されちまったじゃねえか。折角、男を上げるチャンスだったのによ」

　……なにを言ってるんだ、こいつ。

　一也は、眉まゆをひそめた。

　やりたくもない仕事を、阿部の命令でやらされたのだ。後味の悪い仕事を嫌けん悪おしながら、それでも完かん璧ぺきにやってのけたのだ。それを今いま更さら、知らぬ振りをすると言うのか。速水が命令を果たさなかったと強弁するつもりなのか。

　……人を虚こ仮けにするのもいい加減にしろよ。

　速水の肩越しに阿部を睨にらみ付けた一也だったが、その時、横合いからの別の視し線せんを感じた。

　岡崎だ。岡崎が、薄うす笑わらいを浮かべながら、一也を見ている。

「どこの誰とも分からないとは、どういう意味で仰おつしやってるんですか？」

　速水が、阿部に問い質ただした。

「どういうもなにも、そのままの意味さ。ニュースを見ても言ってるだろうが。犯人は未いまだ不明だとよ」

　阿あ部べはもう一度煙けむりを吐き出すと、岡おか崎ざきの方へと目を向けた。

「これだけ言ってもまだ分からねえそうだ。仕方がねえから、大だい介すけ。お前から、この学士さんに教えてやんな」

「一流大学出の速はや水み先生に中卒の俺おれがものを教えるなんて、そんな大それた真似まねはしたくないんですがねえ……。まあ、分からねえっつうんじゃ、仕様がねえっすね。教えてあげますよ、速水さん」

　岡崎……貴様、誰だれに向かって口を聞いてるんだ。

　一かず也やは、怒りのこもった視し線せんを、岡崎に向けた。

　そんな一也をちらりと見て、岡崎が口元を緩ゆるめた。その余裕ぶった笑い方が、また一也の癇かんに障さわる。

　だが、速水の方は、岡崎の無礼な口の聞き方など、一向に気に留とめていない様よう子すだった。

「ご教授願えるというのなら、ありがたく拝はい聴ちようさせて戴いただくよ。岡崎くん」

「なら言いますがね、速水さん。極ごく道どうってのは、やられたらやり返すんですよ」

「どうやら、そうらしいね」

「ですがね、ただやり返しただけじゃ意味がねえんです。誰が、なんのために、それをやったのか、そいつをはっきり示してこそ意味がある。たとえば一昨日おとといの一件を、仮に、そこのカンフー小僧がやったとしましょうか」

　岡崎は、そこで、ちらりと一也を見た。

「だったらなんで、その足で警けい察さつに行かせなかったんです？　平ひら山やまの叔父おじ貴きの仇かたきを討うつために、斜しや道どう組の一員である高たか杉すぎ一也が田た沼ぬまを殺したんだと、なぜ言わせなかったんですか？　斜道に手を出せば只ただじゃ済まない。それをはっきり示す事が一番重要なんですよ。そんな事も分からねえから、速水さん、あんたは極道じゃねえなんて、陰口叩たたく奴やつも出てくるんです」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあと、速水は口を開いた。

「……一也を警察の手に渡せと、そう言うのか？」

「殺しをやったんなら当然でしょう。日本は法ほう治ち国家なんです。人を殺して知らんぷりってわけにゃいきません。ちゃんと罪は償つぐなわなくちゃね。違いますか、速水さん？」

　そしてそこで、岡崎は真正面から、一也を見み据すえた。

「おう、高杉。要するに、そういうこった。お前が一昨日の事件の犯人だってんなら、とっとと警察行ってお務めしてきな。そうすりゃ、お前にも、ちったぁ箔はくが付くだろうよ。それとも、懲ちよう役えきにいくのがおっかねえか？」

「おいおい、大介。あんまり失礼な事を言うもんじゃねえ。速水大先生の一の子分ともあろうお方が、懲役くらいで、びびるわけがねえだろう。第一、あれくらい綺き麗れいな顔してりゃ、可愛かわいがって下さるお兄さん方は山ほどいるってもんだ。もてもてのパラダイスって奴やつよ」

　阿あ部べが、下げ卑びた笑いを、一かず也やに向ける。

「それもそうっすね。……まったく、顔の造りが良いと、どこへ行っても役に立つよなぁ。お前が羨うらやましいよ、高たか杉すぎ」

　岡おか崎ざきと阿部が、声を揃そろえて高笑いする。

　速はや水みと一也は、それを、ただ黙だまって聞いているしかなかった。




　　　　二




　車内には、重い沈ちん黙もくが満ちていた。

　後部座席の速水は、本家屋や敷しきを辞じしてから、一度も口を開いていない。助手席の一也も、それは同じだった。甘あま利りは、速水と一也の様よう子すに、なにかまずい事が起きたらしいと感じ取ってはいるようだが、自分からその説明を求めるような真似まねはしない。やはり無言のまま、車を走らせていた。

　そのままの状態が、小一時間も続いただろうか。やがて、道路の右手に、『速水経営コンサルタント』のビルが見えてきた。

　五階建てと、さほど大きくはないものの、速水の所有する、れっきとした自社ビルである。完成してから、まだ二年ほどしか経たってはいない。速水が安やす普ぶ請しんを嫌った事と、保安システムに湯ゆ水みずのように金を注そそぎ込んだため、この規模のビルディングとしては、建築業者が目を剝むくほどの費用が注ぎ込まれていた。

　一階部は半地下状態になっており、そこに広い駐ちゆう車しやスペースが設もうけられている。その奥には、エレベーターが一基、設置されていた。

　甘利は、その正面に車を横付けすると、手早くシートベルトを外して、外へと降りた。速水のために、後部座席のドアを開けにいったのだ。

　ほぼ同時に一也も車から降り、エレベーターを呼ぶために、ボタンを押しにいった。

「お疲れさまでした」

　後部座席のドアを開けた甘利が、速水に向かって頭を下げる。

　その甘利に軽く頷うなずき掛けながら、速水が車から降りてくる。

　待つほどもなく、エレベーターは到着した。

「こっちはもういい。車の整備を済ませたら、お前はひと休みしてろ」

　一也が甘利を振り返って、そう指示すると、

「はい。分かりました」

　甘利は、所定の位置へと車を移動させるため、再び運転席に乗り込んだ。

　エレベーターに乗り込み、最上階のボタンを押す。ドアが閉まり、エレベーターが動き出す。

　一也は、速水と二人きりになった。

「……一〇年ぐらいで、出てこられますかね？」

　数字の上がっていく階数表示の文字盤ばんを眺めながら、一かず也やは、ぽつんと口を開いた。

　本家屋や敷しきを辞じしてから、ずっと考えていた事である。

「なんの事だ？」

　速はや水みが、僅わずかに首を巡めぐらして、一也を見た。

「いきますよ、俺おれ、懲ちよう役えきに。そうするのが一番いいみたいですから」

　それが、一也の出した結論だった。

　阿あ部べが速水に突き付けた条件は、要約すれば、田た沼ぬま孝たか夫おを殺したのが斜しや道どう組の人間である事を、はっきりと世間に示せという事だった。

　そのためには、一也を自首させるか、あるいは速水組の中から別の人間を身代わりに立てるか。速水は、どちらかを選えらばなければならない。どちらも拒否すれば、若わか頭がしらの命に背そむいた事になり、処しよ罰ばつの対象とされる。

　阿部に、速水を叩たたく口実を与えるわけにはいかない。となれば、一也が自首するか、身代わりを立てるかしかないが、自分のやった事を他人に押し付けるような真似まねは、一也にはできなかった。誰だれかが罪を背せ負おわなければならないのなら、それを犯した者が背負うべきだ。

　懲役にいくのは怖くはない。前科が付く事を忌き避ひする気持ちもない。

　やくざが相手とはいえ、六人も手に掛けたのだ。そう簡かん単たんに出てこられるとは思わないが、じっくり勉強する時間が持てると思えば、刑務所暮らしもそう悪いものでもあるまい。民法だの商法だの、今は意味不明なだけの語句の羅ら列れつを理解できるようになれば、表の稼か業ぎようでも、速水の手助けができると言うものだ。

　一也は、そう考える事にしたのだった。

　だが、一也の出したその結論を、

「下らない事を言うな」

　速水は、ひと言のもとに、切り捨てた。

「ですが、それ以外に方法はないでしょう？」

「お前一人が罪を被かぶれば、それで済むと本当に思っているのか？」

「俺が自分の意志でやったという事にすれば、速水さんにまでは影えい響きようはない筈はずです」

「そんな事を言ってるんじゃない。阿部の目的は、私からお前を引き離す事にあるんだぞ」

「俺を……ですか？」

「そうだ。お前は、私の持つ唯ゆい一いつの武力だからな」

　速水は凌しのぎに暴力を使わない。従って、他ほかのやくざ組そ織しきが持つような、戦せん闘とう部隊と言える人員を、速水は持ってはいないのだ。

　しかし、ただ一人、例外がいる。それが高たか杉すぎ一也だった。

　常に速水のそばに侍じし、速水の身辺を警けい護ごする。それが一也の役割である。

　少年時代の一時期、一かず也やは、中国拳けん法ぽうの道場に住み込んで暮らしていた。もっとも自ら望んだわけではない。半ば強制的に放り込まれたのだったが、家庭環かん境きようの問題で荒れ狂っていた当時の一也を、そこで暮らした日々が癒いやしてくれた事は事実である。

　やり場のない怒りをぶつけるかのように修しゆ行ぎように打ち込んだ五年の歳さい月げつだった。優すぐれた指し導どう者しやにも恵まれ、持って生まれた天分もあって、一也はそこで一流の拳士となったのである。

　その一也の目から見れば、やくざ同士の喧けん嘩かなど児じ戯ぎにも等しい。相手が銃器さえ持っていなければ、一也は誰だれにも負けはしない。その自信が一也にはあるし、そして事実、これまで幾度か、それを身をもって証明してきた。

「阿あ部べが私を潰つぶすつもりでいる以上、いずれ必ず、奴やつとやり合う時が来る。その時に、お前の力が必要だ。こんな事で、お前を手放すわけにはいかない」

「それじゃあ、どうするんです？　言っときますが、身代わりを立てるのは御免ですよ。そんな卑ひ怯きような真似まね、俺おれにはできません」

「当たり前だ。私だって、そんな事はできん」

「じゃあ、本当にどうするんです？　打つ手がないじゃないですか」

「……そうだな。確かにその通りだ」

　どう転んでも、無傷では済まない。

　阿部の仕掛けた狡こう猾かつな罠わなに、速はや水みは完全に嵌はめられてしまったのである。




　　　　三




『速水経営コンサルタント』の五階は、他ほかのフロアとは多少違う造りになっている。エレベーターのある場所を中心として、半円状のホールが広がっているのだ。社長室や応接室といった各部屋へと続くドアは、その円周上に並んでいる。

「お帰りなさい。社長」

　速水と一也がエレベーターを下りると、そこに中なか屋や敷しき孝たか則のりの穏おだやかな笑え顔がおがあった。

　中屋敷は四四歳さい。『速水経営コンサルタント』の専務取とり締しまり役やくである。

　細面おもての顔立ちに黒縁の眼鏡めがねを掛け、白いものの混じり始めた髪を、綺き麗れいに七三分けにしている。いつも手入れの行き届いたスーツに身を包み、言葉遣づかいも穏やかで丁てい寧ねいだ。

　知らない者が中屋敷を見れば、真ま面じ目めで実直なサラリーマンとしか思わないだろう。だが、ある意味では、それが当然だった。中屋敷は、ほんの四年前まで、とある大手銀行に勤つとめていたのである。

　中屋敷は銀行員としては有能だったが、生き真面目で融ゆう通ずうの効きかない性格だった事が、彼に災いした。帳ちよう簿ぼの不正操そう作さを上層部から命ぜられた時、それを拒否してしまったのである。

　上層部は、下したっ端ぱ銀行員の思わぬ反抗に驚おどろき、同時に、横領行為を告発されるとの危機感に駆かられた。そして自らの保身のために、横領の罪を中屋敷になすり付け、懲ちよう戒かい免めん職しよくを通告したのである。上層部のそのやり口を知った時、中なか屋や敷しきは、怒るよりもむしろ呆あきれ果てたと言う。

　ところが、銀行上層部のその悪あく辣らつなやり口に気付いた者が、もう一人いた。速はや水み敬けい介すけである。

　速水は独自の情報網から、その銀行の不正を知り、確かな証しよう拠こを摑つかむために、極ごく秘ひ裏りに調査を進めていたのだった。もっともそれは銀行上層部の不正を告発するためではない。告発しないでやる代わりに、『ささやかな便べん宜ぎ』を求めるためだった。

　濡ぬれ衣ぎぬを着せられた真ま面じ目めな銀行員と、その銀行から金を脅おどし取ろうとする経済やくざ。立場も目的も違ったが、敵とする相手は同じだった。二人は、互いの目的を達するため、協力する事を約したのである。

　銀行の実務に精せい通つうした中屋敷と、法律の裏も表も知り尽くした速水。このコンビを敵にまわした銀行上層部は気の毒だったとしか言いようがない。結果として、その銀行は今でも、速水の指示には逆らう事ができないでいる。

　一方の中屋敷も冤えん罪ざいを晴らし、周囲の人間に対して身の潔けつ白ぱくを証明する事ができた。望めば、それまで以上の待遇で銀行に残る事も可能だったのだが、この時の一連の出来事で、中屋敷は、銀行上層部の腐ふ敗はいに、つくづく嫌いや気けがさしたらしい。また速水との付き合いの中で思うところもあったのだろう。中屋敷は銀行を退たい職しよくし、速水とともに生きる道を選えらんだのであった。

　中屋敷には妻も子もいるが、『速水経営コンサルタント』がやくざの組そ織しきである事は知らない。ただ単に、これまでよりも待遇の良い会社にヘッドハンティングされたのだと、そう思っていると言う。

　もっとも、速水組での中屋敷の仕事は、帳簿を調べたり数字を計算したりといった、専もつぱら金に関わる事項の処理だった。やくざ組織としての業務にはタッチしない。それをするのは、一かず也やの役目である。

　速水敬介が有する二つの顔のうち、『速水経営コンサルタント』としての活動をサポートするのが中屋敷孝たか則のりであり、『斜しや道どう組系速水組』としての活動をサポートするのが高たか杉すぎ一也。そういう役割分担ができているのだった。

「それで……本部の用件というのは、いったいなんだったんですか？」

　斜道組としての活動には携たずさわらないとは言っても、速水や一也がどういう状況に置かれ、なにをしようとしているのかは、中屋敷にも伝えてある。今朝けさほどの本家からの呼び出しには、中屋敷も気を掛けていた様よう子すだった。

「一也を自首させろと、そう言われましたよ」

　速水は率そつ直ちよくに答えた。組長と子分という関係になったにもかかわらず、速水はいまだに、中屋敷に対して敬語を使っている。

「しかし、証しよう拠こは残さなかった筈はずでは？」

　中屋敷が、一也に目を向けながら言った。

「ですから、それがまずかったんです。犯人が分からなければ、斜道組の報復だという事が分からない。それでは意味がないんだそうです」

「では、まさか本当に高たか杉すぎくんを……？」

「まさか」

「そうですか……それならいいんですが」

　ほっとしたような表情を、中なか屋や敷しきは浮かべた。

　中屋敷も、一かず也やが人を殺した事は知っている。だが、一也がそれを、やりたくてやったわけではない事も、また知っていたのだ。

「しかし、おかげで完全に八はつ方ぽう塞ふさがりです。あとはもう、阿あ部べと正面からぶつかり合うしかないかもしれません」

　それは即ち、組を割っての武力衝しよう突とつという事だ。阿部が相手では勝ち目は薄うすいし、それをすれば、当然の事ながら、警けい察さつの介入も招く。それは、速はや水みがこれまで避さけてきた事態だったが、いずれにしても無傷ではいられないのなら、一か八かに賭かけるのも、一つの方法ではあった。

「そこまで切迫してたんですか……」

　中屋敷が、ふと視し線せんを落した。なにやら考え込んでいるようだ。

　これまで速水組は、極力、暴力と関かかわらずにやってきた。そういう速水組だからこそ、堅かた気ぎだった中屋敷も、速水に手を貸す気になったのだ。だが、阿部が牙きばを剝むき始めた以上、これからはその方針を守り続ける事はできそうもない。

　中屋敷には妻子もある事だ。今のうちに速水との関わりを断っておいた方が、中屋敷のためにもいいのではないか。一也は、そう思った。

　しかし、中屋敷は、呟つぶやくように、こう言ったのである。

「とすると……これは天の助けかもしれませんね」

　一也と速水は、思わず顔を見合わせ、そして再び、中屋敷に視し線せんを戻した。

「いったい、なんの事です？」

　速水が質問すると、

「実は、先程から、宮みや内うちさんがいらしてるんですよ」

　中屋敷は顔を上げて答えた。

「宮内が……ですか？」

　速水が、僅わずかに、その目を瞠みはった。

「ええ。帰国したその足でいらっしゃったそうです。社長が戻るのを待つと仰おつしやって、今、応接室の方に」

　宮内志し郎ろうは、斜しや道どう組の中でも特殊な位置にいる男だ。速水に対して隔かく意いを持ってはおらず、それでいて反速水派の人間にも慕したわれている。宮内は、しばらく前から、アメリカへと渡っていた。辰たつ巳み組との抗争に備えて、銃器を購こう入にゆうするためだ。

　その宮みや内うちが日本に戻ってきていると言う。無事、銃器の購こう入にゆうを済ませたからだろうとは思うが、それにしても、本家に顔を出すより先に速はや水みのもとへとやってきた理由が分からない。

「なんの用事だと言ってました？」

「なにか頼み事があるそうなんですが……詳しい事は社長に直接話す、と」

「頼み事……。いったい、なんだろう……」

　速水の言葉の後半は、半ば独ひとり言のような呟つぶやきになっていた。

「お客さんを三人連れてましたから、その方々に関する事ではないかとは思いますが」

「私の知ってる人間ですか？」

「いえ、おそらく初対面になると思います。組関係の方々ではないようでした」

「ふむ……」

　速水は思案顔になった。

「宮内さんの頼み事とやらがどんなものなのかは分かりませんが、それを引き受けて差し上げれば、見返りに口利ききを頼む事も可能かと思います。ほかならぬ宮内さんの口利きなら、阿あ部べさんも無む下げにはできないでしょう」

　中なか屋や敷しきのその認にん識しきは、一かず也やから見れば甘過ぎるものだった。あの阿部が、いったん思い定めた事を、そう簡かん単たんに諦あきらめる筈はずがない。

　だが、宮内という男が斜しや道どう組に対して持っている影えい響きよう力りよくは、相当なものだ。宮内の協力を取り付ける事ができれば、阿部との戦いも有利に運ぶに違いない。

「まあ、それほど簡かん単たんにはいかないと思いますが……とにかく、奴やつの話を聞いてみる事にしましょう。どちらの応接室ですか？」

「第二です」

「分かりました」

　速水は中屋敷に頷うなずき掛けると、一也に付いて来るよう目顔で合図してから、第二応接室へと向かった。
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　速水と一也が二人でいる時、ドアを通る必要があれば、それを開けるのは一也と決まっている。不測の事態が起きた時、身をもって速水を護まもる必要があるからだ。

　もっとも、このビルは速水の本拠地である。危険な事などある筈もないが、身に付いてしまった習しゆう慣かんというものは、そう簡単には変えられない。

　第二応接室の前に立った一也が、ドアをノックしようとした時、ちょうど中から、宮内の声が聞こえてきた。

「ま、遠えん慮りよしないで、ぐっとやって下さいよ」

　その声の調子からして、どうやら連れの人間に、酒でも勧すすめているようだ。

　宮みや内うちがもてなす側に立っている。という事はつまり、その連れというのは、宮内にとっても、客人あるいは目上の人間に当たる、という事になりそうだった。

　一かず也やは、いったん止めた手を改めて動かし、ドアをノックした。

「失礼します」

　ドアを開け、さっと室内を見渡してから、速はや水みが通るスペースを作るために、脇わきへと立ち位置をずらす。

「お待たせ致しました」

　続いて室内に入った速水が、中の人間に挨あい拶さつした。

　一也は、ドアを静かに閉めてから、いつもの定位置である、速水の左後方に立った。

　第二応接室の中央部には、大きめのソファセットが配置されている。長方形のテーブルを囲むように、四人掛けのソファが二つと、二人掛けのソファが二つ。そこにいた四人の男たちは、四人掛けのソファに二人ずつ、向かい合わせになって腰を下ろしていた。

「よう、速水。勝手にやらせて貰もらってるぜ」

　向かって右側のソファの手前側。そこに座っていた宮内が、速水に向かって軽く右手を挙あげた。左手の方は、テーブルの上に乗せたブランデーのボトルを摑つかんでいる。

「ああ。好きにやってくれ」

　速水は苦く笑しようしながら応こたえた。

　宮内志し郎ろうは、この年、ちょうど三〇歳さい。丸顔で、やや目め尻じりの垂たれた、人ひと懐なつっこい顔立ちをしている。着ているものは、真まっ赤かな開かい襟きんシャツの上に、金のラインが入った白いジャケット。派は手でもいいところだが、この男が着ると、不ふ思し議ぎに良く似合っていた。

「カンフーボーイも、元気そうでなによりだな」

「おかげさまで」

　宮内に声を掛けられ、一也は丁てい寧ねいに頭を下げた。

　その時、

「ほう……これはうまいな」

　のんびりした声が、宮内の右隣どなりから聞こえてきた。

　そこにいたのは、枯れ木のような老人だった。年ねん齢れいは少なくとも六〇以上。ひょっとしたら七〇にも達しているかもしれない。髪も眉まゆも、見事なまでに真っ白だった。肉が削そげ落ちたような、ほっそりとしたその顔には、深い皺しわが刻まれている。まるで中国の昔話に出てくる仙せん人にんのような老人だった。

　老人は、両手に包み込むように持ったブランデーグラスを、もう一度、口へと運び、

「うむ。うまい。いい酒だな、これは」

　なにやら満足そうに、一人で何度も頷うなずいていた。

「そいつは良かった。じゃあ、どんどんいっちゃって下さいよ、博士」

　宮みや内うちが顔を綻ほころばせ、老人の手にしたグラスの中に、ブランデーを注つぎ足していく。

　……博士？

　宮内のその言葉を、一かず也やは聞き咎とがめた。

　無論、一也も、この世に博士という称号で呼ばれる人間がいるという事くらいは知っている。だが、一也のこれまでの人生で、その実物を目まの当たりにした事はない。

　生きている世界が違うのだから当然といえば当然だが、その違う世界で生きている筈はずの人間がなぜここにいるのか、なぜ宮内がそんな人間と知り合いなのか、それが不ふ思し議ぎだった。

　そしてそれは、速はや水みも同じだったようで、

「早速で悪いが、宮内。お客人を紹介して貰もらえないか」

　そう宮内を促うながしていた。

「ああ、そうだな。じゃあ、まずはこちら」

　宮内は、隣となりに座っている老人を、右手で示した。

「この方が天あま本もとの爺じいさん。医学博士で、遺い伝でん子し工学の権けん威いでもあらせられる。で、そっちに座ってるのが、藤ふじ岡おかの兄貴と佐さ々さ木きの旦那。爺さんの愛まな弟で子しで、やっぱり博士号をお持ちだ」

　藤岡というのは、一也から見て手前側に座っている男だった。年ねん齢れいは三〇代半ば。肩幅が広く、全体的にがっしりとした体格をしている。眉まゆが太く、唇くちびるもやや厚めだった。

　佐々木という男の方は、藤岡と比べると、やや小柄に見える。だがそれは、身長の違いというよりも、体の厚みの違いによるものだ。年齢は、やはり三〇代半ば程度。切れ長の目が印象的な男だった。

　宮内の紹介は大おお雑ざつ把ぱ極まるものだったが、詳しい事はおいおい訊きけばいいと思ったのだろう。速水は名刺を取り出しながら、

「ここの社長を務めております、速水敬けい介すけです。お見知りおき下さい」

　そう、三人に挨あい拶さつした。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　藤岡と佐々木が、静かに頭を下げた。
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「それで……この方々とは、いったい、どういう知り合いなんだ？」

　ソファに腰を下ろした速水は、改めて宮内に訊たずねた。

「向こうで世話になったのさ」

「というと、アメリカでの事か？」

「ああ。マフィアどもと、ちょいと行き違いがあってな。危うく殺されそうになったところを助けて貰った。まあ、命の恩人ってわけだ」

　そんな物ぶつ騒そうな話をあっさりする宮内も凄すごいが、やくざとマフィアのどんぱちを、医学博士がどう収めたというのか、それが一かず也やには分からなかった。

　瀕ひん死しの重症を負わされた宮みや内うちを手術でもして助けたとでもいう事なら、なるほどと思えるが、宮内は五体満足でぴんぴんしている。とてもそんな体たい験けんをしたようには見えなかった。

「ほう……？」

　一也と同じ疑問を抱いたらしく、速はや水みは物問いたげな視し線せんを宮内に向けたが、宮内は、にやにや笑うだけで、それ以上の説明をしようとはしなかった。

　藤ふじ岡おかと佐さ々さ木きは、そんな二人のやりとりを、黙だまって見守っている。

　そして、天あま本もとはと言えば、残り少なくなった中身を寂さびしそうに見下ろしながら、ちびちびとグラスを口に運んでいた。どうやら、この老人にとっては、傍かたわらでされている会話より、酒の残りの方が重大事のようだ。

「おっと、失礼しました。もう一杯いきますか」

　宮内が、天本の様よう子すに気付いて、再びボトルを持ち上げた。

「うむ、それもいいが……できれば、あそこにある赤い奴やつを、ちょっと試してみたいな」

　天本が、壁かべ際ぎわのキャビネットを、指し示した。

「お出しして差し上げろ」

「はい」

　速水に命ぜられ、一也はキャビネットに歩み寄った。

　ガラス戸を開き、天本の言う『赤い奴』に該がい当とうしそうなボトルを手に取る。

「こちらですか？」

　一也が確認のために訊たずねると、

「うん。それそれ」

　天本は、にこにこと笑いながら、何度も頷うなずいた。そして、僅わずかに残っていたグラスの中身を、急いで飲み干ほす。

　一也は、ボトルを手にして、天本のそばへと近寄った。

　封ふうを切り、やや堅めのボトルキャップを、ねじるようにして開けていく。

　その手元を、わくわくしたような表情で見詰めていた天本だったが、ふと一也の顔を見上げると、しみじみとした感じで口を開いた。

「君はまた随ずい分ぶんと綺き麗れいな顔をしてますね」

　一也の手の動きが、一いつ瞬しゆん、止まった。

　一也の顔立ちは母親譲ゆずりだ。そしてその母は、息子の一也から見ても、時に見とれてしまうほどに美しい女性だった。細く優ゆう雅がなラインを描いた眉まゆ。長い睫まつげと黒目がちな瞳ひとみ。すっと通った鼻筋と形の良い唇くちびる。透き通るような白い肌と、艶つややかな黒髪。華はなやかな薔薇ばらではなく、ひっそりと咲く百合ゆりの花。それが一也の母親だった。そしてその風ふう貌ぼうを、一也は、ほぼそのまま受け継ついでいる。

　だが、一かず也やは自分の顔が嫌いだった。顔立ちを褒ほめられるのも、それに惹ひかれて近付いてくる人間も、一也は嫌いだった。母親は美しかったが、そのせいで、結局は不幸な死に方をしたのだ。整った顔立ちなどには、なんの意味もない。それだけが理由で近付いてくるような人間には、ろくな奴やつはいない。一也は、そう思っている。

　しかし、天あま本もとのその無邪気な表情を見る限り、別に他意は無さそうだった。うまいものをうまいと言い、綺き麗れいなものを綺麗と言う。思ったままを口にした、ただそれだけの事のようだ。

「……恐きよう縮しゆくです」

　一也は静かに頭を下げると、天本の両手の中のグラスに、ボトルの中身を注そそぎ込んだ。
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　天本が、にこにこしながら、新しくグラスに注がれた酒を味わっている。

　しばらくその様よう子すを眺めていた宮みや内うちが、速はや水みの方へと視し線せんを戻した。

「ところで、さっき中なか屋や敷しきのおっさんから、ちょいと聞いたんだが……阿あ部べの野郎に呼び出されたんだって？」

「……ああ」

　速水が、表情を曇くもらせる。

「で、どうなった？」

「一也を自首させろと言われたよ」

　そのやりとりは、先程、中屋敷と交かわしたものと同じだったが、宮内の反応は中屋敷とは違っていた。

「やっぱりな。ニュースであの一件を見た時から、これじゃあ、阿部も納なつ得とくしねえだろうと思ってたよ」

「では、お前も、一也を自首させるべきだと言うのか？」

「組として平ひら山やまの叔父おじ貴きの仇かたきを討うつって事なら、そこまでやるのがワンセットだ」

　宮内までが、阿部や岡おか崎ざきと同じ事を言うのだった。

「それが極ごく道どうの理屈か……」

　速水は、そっと溜ため息いきをついた。

「ああ、そうさ。だが、お前は、そうしたくねえんだろ？」

「当たり前だ」

「じゃあ、どうする？　突っぱねるか？」

「突っぱねたらどうなる」

「そうだなぁ……。幹部の座を追われるぐらいで済みゃいいが、相手が阿部のこったからな。若わか頭がしらの面子メンツを汚けがしたって事で、この際、徹てつ底てい的に潰つぶしにくるかもしれねえな」

「やはりそうか……」

「まあ、それが嫌いやだったら、小指の一本でもくれてやって、平ひら謝あやまりに謝ってみたらどうだ。お前がそこまでやりゃ、阿あ部べだって見逃してくれるかもしれねえぜ」

「……他人ひと事ごとだと思って、勝手な事を言ってくれる」

「そりゃあ、そうさ。だって他人事だもん」

　茶ちや化かすようにそう言って、宮みや内うちは、にやにや笑っている。

　さすがの速はや水みも、憮ぶ然ぜんとした様よう子すだった。

「……言いたくはないがな、宮内」

「なら言うなよ」

　宮内が、すかさず切り返した。

「いや、言わせて貰もらう。こんな状況になったのはな、そもそもお前が責任を放棄したからだぞ」

「はて、なんの事やら」

「とぼけるんじゃない。お前が素直に四代目を継ついでさえいれば、阿部が幅を利きかせるような事にはならなかったんだ。違うか」

　宮内志し郎ろうの父親は、宮内容よう堂どう。即ち、斜しや道どうの初代組長、その人であった。

　そして、伝説の極ごく道どうと言われた父親の血を、宮内志郎は色濃こく受け継いでいる。姿形もその性格も、父親に生き写しだと、生前の宮内容堂を知る者は皆、口を揃そろえてそう言うのだった。

　宮内容堂が没した時、宮内志郎はまだ赤ん坊だった。

　二代目組長の広ひろ瀬せ龍りゆう司じが没した時も、まだ子供だった。

　そして、三代目組長渡わた辺なべ庸よう介すけの引退が時間の問題とされる今、宮内志郎は三〇歳さいという年ねん齢れいになっている。

　斜道の初代と共に生き、現在は相談役として残っている長老たちは、四代目にこそ宮内志郎をと望んでいた。組の実務を執とる事のできない状態の渡辺庸介が、長らく三代目の座に止まっているのも、一つには宮内志郎がその気になるのを待っているからとさえ言われている。

　根が陽性で面めん倒どう見みもいい宮内志郎は、組の若い人間にも人気があった。長老たちからの支持もあり、血統も申し分ない。本人が望みさえすれば、斜道の四代目は、すぐにでも宮内志郎のものとなる筈はずなのである。

　だが、当の宮内志郎が、それを望まない。気ままな立場でいたいと、そう言い張るのだ。実は、平ひら山やまの後任を選えらぶ事になった時も、この際、宮内志郎に四代目として立って貰もらおうという動きもあったのだが、宮内志郎はそれを嫌って、アメリカへと行ってしまった。

　そういう経緯いきさつを考えてみれば、速水が宮内を責めたくなるのも、むしろ当然である。

「勘かん弁べんしてくれよ、速水。お前だけは、そんな事は言わねえと思ってたのによ」

「誰だれだってそう思うに決まっているだろう。お前が四代目を継げば、すべて丸く収まるんだ」

「そうか？　じゃあ、訊きくがな。嫌だって人間に殺しをやれと強要するのと、嫌だって人間に組長になれと強要するのと、どこがどう違うんだ？　ん？」

　からかうような口調で宮みや内うちに問われ、速はや水みは沈ちん黙もくした。殺しをやる事と組長になる事、この二つは、無論、同列には語れないが、人の生き方を曲げさせるという意味では、同じだったからである。

「人には向き不向きってもんがある。俺おれには風ふう来らい坊ぼうが似合ってんのさ。それに、こんなおちゃらけた野郎が組長になってみろ。お前らだって困るだろうが」

　そう言いながら、宮内は新しいグラスにブランデーを注そそいだ。

「ほら、とにかく、お前も一杯やれよ。そんなしけた面つらばっかしてねえでよ」

「……」

　目の前に突き出されたグラスを、速水はしばし無言のまま見詰めていたが、

「阿あ部べに比べれば、お前の方がまだましだよ」

　ふっと、肩の力が抜けたような笑えみを漏もらして、そのグラスを受け取った。
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「ところで速水。俺はなにも、お前と漫まん才ざいしにきたわけじゃねえんだ。ここに来たのには、それなりのわけがある」

　速水がブランデーに口を付けるのを待ってから、宮内が、そう切り出してきた。

「ああ。なんでも、私に頼み事があるそうだな」

　グラスの中でブランデーを揺ゆらめかしながら、速水が宮内を見返した。

「引き受けてくれるか？」

「内容を聞いてからだ」

「ちぇ、用心深い野郎だ」

「この世界にいると、どうしてもそうなってな」

「やだねぇ、やくざ者は。世せ知ち辛がらくてよ」

「……どの口で言ってるんだ、それは」

　宮内という男には、確かに不ふ思し議ぎな魅力がある。速水までが珍めずらしく軽口を叩たたいていた。

「まあ冗じよう談だんはさておき。頼みってのは、ここにいるお三方の事だ。しばらく身柄を預かって貰もらいたい」

　宮内は、医学博士だという三人を、目顔で示しながら言った。

「それだけでいいのか？」

「ああ。ただ問題が幾つかあってな。書類上では、このお三方は、まだアメリカにいる事になってるんだ」

「……密入国させたのか？」

　速水が、僅わずかに眉まゆを寄せる。

「ああ。仕方なくな」

「しかし……なぜ？」

「まあ、いろいろと理由があってな」

「……いつまで匿かくまえばいいんだ？」

「さてな、それも、ちょっと見当が付かん」

　宮みや内うちは、密入国をさせた理由を、はっきりとは口にしなかったが、速はや水みが使った『匿う』という言葉を、そのまま受け入れた。それは即ち、この三人の医学博士が誰だれかに追われている事を意味している。

「まあ、人間三人ぐらいなら、どうとでもなるが……」

「それともう一つ。さっきも言ったように、このお三方は医学博士で研究者だ。だから、できれば、研究を続けられる環かん境きようが欲しい。用意できるか？」

「どんな物が必要かによる」

「ふん……それもそうか。どうです、佐さ々さ木きさん。その辺のところは」

　宮内のその言葉を受けて、佐々木が、上着の内ポケットから、二つ折りにした紙片を取り出した。

「当座に必要なものは、ここにリストアップしておきました」

「そうですか……では、拝見させて戴いただきます」

　テーブルの上を滑すべらせるようにして差さし出されたその紙片を、速水は、身を乗り出すようにして受け取った。そして、そこに記されたリストに、ざっと目を通す。

「ふむ……こうして拝見させて戴いても、門もん外がい漢かんの私にはよく分かりませんが……とにかく当たってみる事にしましょう。一かず也や」

「はい」

「中なか屋や敷しきさんに、これを渡して、手に入るかどうかと、必要な金額を調べて貰もらってくれ」

「承知しました」

　一也は紙片を受け取ると、中屋敷にそれを見せるべく、早足で第二応接室の外に出た。
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　中屋敷にしても、遺い伝でん子し工学などという代物に縁えんがない事は同様である。だが、事務的な手続きに関してはさすがだった。リストを受け取ってものの一五分としないうちに、中屋敷は第二応接室に、その結果を持ってきたのである。

「なんとか、揃そろえる事はできそうです」

「そうですか。それはよかった」

　中屋敷の報告に、速水が頷うなずく。

「ですが……かなりの費用が掛かりそうです」

「かなりと言いますと？」

「一応、値引き交渉はしてみますが……このリストにあるものだけで、ざっと三億は見て戴いただかないと」

「三億？」

　速はや水みが軽く目を瞠みはった。

「ええ。特殊な機材ばかりですので」

　それは速水にしてみれば出せない金きん額がくではない。だが同時に、気軽に出せる金額でない事も確かだった。

　そんな速水を、宮みや内うちは、にやにやしながら眺めている。『さあ、どうする？』とでも言わんばかりの目付きだった。

　その宮内を、速水はじろりと見返し、ついで三人の医学博士の方へとその視し線せんを向けた。そして、やや眉まゆを寄せて考え込む。

　三億円。ふらっとやってきてねだるには、あまりにも途と方ほうもない金額である。それも、返ってくるあてもない、ただくれてやるだけの金だ。当然、突っぱねるべき要求だが、問題はそれを言い出したのが、宮内だという事だ。今この時期に、宮内相手に貸しをひとつ作る事。それに三億の価値があるのかどうか。その『貸し』の代わりに、どれだけの助力を宮内から引き出せるのか。速水は、そのあたりを勘かん案あんしている様よう子すだった。

　しばしの沈ちん黙もくのあと、速水は再び、中なか屋や敷しきを振り仰いだ。

「……分かりました。手配して下さい」

　宮内が、ぱちぱちと拍手したが、速水は振り向こうともしなかった。

「承知しました。それともう一つ、場所の件ですが、これだけの機材を設置するとなると、かなりのスペースが必要になります。そこで坂さか巻まき病院あたりなら、ちょうどいいのではないかと思うのですが、いかがでしょう」

「坂巻病院ですか……」

「ええ。医学的な研究だそうですし、カムフラージュの面からも、都つ合ごうがいいかと」

　坂巻病院というのは、この『速水経営コンサルタント』のビルから、一〇キロほど離はなれた場所にある病院だ。経営者が博打ばくち好きで、やくざ相手に多大な借金を作った事があり、その時、話を付けてやったのが速水だった。無論、親切心や義ぎ俠きよう心しんからではない。病院という施設を支配下に置いておけば、なにかと役に立つ事が多いからだ。

「あそこに、いい場所がありましたか？」

「地下に霊れい安あん室が二つあった筈はずです。最近は患者も少ないようですし、その一方を使わせて貰もらっても、病院経営の支障にはならないでしょう」

「なるほど……それで構いませんか？」

　速水が、藤ふじ岡おかと佐さ々さ木きの方に、視線を向ける。

「ええ、我々は構いませんが……先生はいかがです？」

　それを受けた藤ふじ岡おかが、今度は、天あま本もとに伺いを立てた。

「君たち二人が良いと思うようにしなさい」

　ほろ酔い加減の天本は、上じよう機き嫌げんに、そう答えた。まったく太平楽な老人である。

　藤岡が苦く笑しようを浮かべながら佐さ々さ木きを見、佐々木が小さく肩を竦すくめた。

　どうやらこの二人、いつもこの調子で、天本のお守りをさせられているらしい。

「では、その線せんでお願いできますか？」

　藤岡が姿勢を正しながら、改めて速はや水みに向き直った。

「承知しました。では、後ほど現地にご案内致しますので、もしなにか不ふ都つ合ごうがございましたら、その折にお教え下さい。その時は、また別の場所を手配させて戴いただきますので」

「ありがとうございます。なにからなにまでお世話になってしまって、申し訳ありません」

　藤岡が頭を下げた。

「いえ、とんでもない。どうか、お気になさらず」

「いよう、さすがは速水の旦那。太っ腹だねぃ」

　宮内が大おお仰ぎような手振りで、速水を誉ほめそやした。

「ああ。お前が、この話を私のところに持ってきた理由が、よく分かったよ」

　速水が、皮肉たっぷりに、そう言い返した。

　三億などという金きん額がくを即座に用意できるような人間は、斜しや道どう組全体を見渡しても速水ぐらいしかいないが、そんな金額を気軽にねだってくる男も、宮みや内うちぐらいしかいはしない。

「まあ、そんな皮肉を言いなさんなって。なにも只ただでたかろうってわけじゃねえんだからよ」

「ほおう？　三億の代わりに、なにをしてくれると言うんだ？」

「お前が今、一番して欲しい事さ。阿あ部べの一件を片付けてやる」

　速水にしたところで、宮内に対するこの『貸し』は、阿部への対応のために利用するつもりだった筈はずだ。それを宮内の方から言い出してくれた。しかも、『口くち利きき』などという、あやふやな言い方ではなく、『片付ける』と、きっぱり言い切っている。どうやら、この八はつ方ぽう塞ふさがりの状況を打開する方策が、宮内にはあるらしい。

「……そんな事ができるのか？」

　速水が真顔になった。

「ああ、できるさ。阿部の野郎が、ぐうの音ねも出ないようにしてやるよ」

　宮内は、自信たっぷりの笑えみを浮かべて見せる。

　だが、四代目を継ついだのならばともかく、そうでない以上、阿部の決定を覆くつがえす事は、宮内にもできない筈である。

「……いったい、なにをするつもりなんだ？」

　速水が、それを訊たずねると、

「ふふん……駄だ目め駄目。そいつはまだ秘密だ」

　宮みや内うちは、伸ばした人差し指を顔の前に立て、ちっちっちっ、と舌を鳴らしながら、立てた指を左右に振った。

「……なぜ、今、教えられないんだ？」

「プレゼントの箱はこはクリスマスの夜まで開けないもんだ。でないと、楽しみが減っちまうだろ？」

　そう答える宮内の口元には、まるで悪戯いたずらっ子のような笑えみが浮かんでいた。
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　黄色く染そまった公孫樹いちようの葉が、風に吹ふかれて、はらはらと舞まっている。地面に落ちたその葉を、なにが楽しいのか、雀すずめたちが嘴くちばしの先でつついている。

「もう、すっかり秋だねぇ……」

　窓の外を眺めながら、村むら上かみ玲れい奈なは、半ば独ひとり言のように呟つぶやいた。

　くすくすと、控ひかえめな笑い声が聞こえる。

「なあに、その笑いは」

　玲奈は病室の中を振り返った。

「だって……玲奈先生、柄がらにもなくメランコリックになってるんですもん」

ベッドの中の恵めぐ美みが、布ふ団とんの縁へりで口元を隠すようにしながら笑っている。

「失礼な子ねぇ……。それじゃまるで、あたしがメランコリックになっちゃいけないみたいじゃない」

　わざと憮ぶ然ぜんとした表情を作って見せながら、玲れい奈なは言ってやった。

「そういう意味じゃないけど……。でも、ほら、玲奈先生って、いつもばりばりやってるし、男の人を叱しかり付けてるのが似合ってるから」

「……なお失礼ね」

　無邪気な笑え顔がおでそう付け加えられ、今度は本当に、玲奈は憮然とした。




　的まと場ば恵美は一四歳さい。小柄で華きや奢しやな体付きの女の子である。腰よう椎ついに深刻な損傷があり、かれこれ一年以上もの長期にわたって、寝たきりの入院生活を続けていた。

　玲奈が恵美を担当するようになってからはまだ半年も経たっていないが、年とし頃ごろの女の子としては、診察とはいえ、男性医師に体をいじられるのには抵抗があったのだろう。担当が玲奈に替わった事を恵美は喜んでくれ、また玲奈に懐なついてもくれていた。玲奈にしても、年の離はなれた妹が出来たような気がして、暇ひまさえあれば、こうして恵美のところに顔を出すようにしていたのである。




「ねぇ……玲奈先生」

「ん？　なあに？」

「玲奈先生って……恋人、いるの？」

　そんな事を、声を潜ひそめるようにして訊たずねてくる恵美が、玲奈には、なんとも微笑ほほえましい。

「いないよ。今はね」

「別れちゃったの？　どうして？」

　興きよう味み津しん々しんといった様よう子すで、恵美は質問を重かさねてきた。

「別に、これっていう理由があったわけじゃないけど……まぁ、なんとなくね。自然消滅って感じかな」

「ふぅ～ん……？」

　説明が大おお雑ざつ把ぱすぎたせいだろうか。恵美は、どことなく不満そうである。

　玲奈は、もう少しだけ、説明してやる事にした。

「外科医なんてやくざな仕事してるとね、生活パターンが普通の人と合わなくなっちゃうのよ。夜や勤きんもあるし、患者さんの容よう態だいが急変すれば駆かけ付けなきゃならないし」

「泣いた？」

「え？」

　やや唐とう突とつな質問だったため、玲奈は一いつ瞬しゆん、戸と惑まどった。

「だから、別れる事になった時。……泣いた？」

「ああ……ううん、全然。結局、この人とは縁えんが無かったんだなって、そう思っただけ。さばさばしたもんよ」

「ふぅ～ん……」

　恵めぐ美みは、少しばかり期待が外れたような表情を浮かべていた。失恋した女は涙に暮れて過ごすものだとでも思い込んでいるのかもしれない。

「でも……玲れい奈な先生って、もてるでしょ。凄すごく綺き麗れいだし、スタイルだっていいし」

「まーねー。言い寄ってくる男は、掃いて捨てるほどいるわよん」

　と、ここは一応、自じ慢まんしておく。

「なら、どうして、新しい恋人を見付けないの？　ひょっとして、懲こりちゃったとか？」

「そんなわけじゃないけどね。あたしほどの女に釣り合う男が、なかなかいなくって」

　そう豪ごう語ごしてやると、恵美は一瞬、目を丸くしてから、また、くすくすと笑った。

「いいなぁ。私も、そんな台詞せりふ、言ってみたい」

「言える言える。いくらでも言えるってば。恵美ちゃんぐらい可愛かわいかったら、男なんて、ひょいひょい釣れるよ」

「あは」

　照れ隠かくしのように笑った恵美だったが、その笑え顔がおは長くは続かなかった。

「でも……無理ですよ。こんな体だもん」

　恵美は、天てん井じようを見上げると、寂さびしそうに、そう呟つぶやいた。




　的まと場ば恵美は小学生の頃ころから水泳をやっていたという。中学一年の時には、県の大会記き録ろくも更新し、このまま順調にいけばオリンピック出場も夢ではないと言われるほどの逸いつ材ざいだったそうだ。

　だが、なまじ才能があったがために、周囲の大人おとなたちは恵美に期待し、苛か酷こくなトレーニングを彼女に課かした。恵美もまた、その期待に応こたえようと懸けん命めいにトレーニングを重かさね、その結果、腰を痛めてしまったのである。

　ちゃんとしたスポーツ理論を学んだ人間であれば、完治するまで恵美を休ませたに違いない。いや、そもそも、そんな状態になるようなトレーニングはさせなかった筈はずだ。

　だが、彼女のコーチは、時代錯さく誤ごの根性論者だった。痛みを訴える恵美を、そんな事でオリンピックが狙ねらえるかと叱り付け、そんな痛みは気合で吹ふき飛ばせとトレーニングを続けさせたのである。

　そして、ある日突然、その時は訪れた。

　いつものように定められたメニューを消化した恵美が、プールから上がろうとした時である。不意に、ぴしっというような音が、恵美の全身に響ひびいたという。恵美の体は、まるで糸の切れた操あやつり人形のように膝ひざから崩くずれ落ち、二度と再び、立ち上がる事ができなくなった。

　恵めぐ美みのコーチは、慌あわてて救急車を呼んだが、すべては手遅れだった。酷使され続けた恵美の腰よう椎ついは、回復不能なまでに、完全に破は壊かいされていたのである。

『可か哀わい相そうだが、完治の見込みはない』

　玲れい奈なが恵美を担当する事になった時、前任の担当医師は、そう玲奈に告つげた。そして、独自に診察と検査を重ねた結果、玲奈もまた同じ判断を下さざるを得なかったのである。

　なんとか恵美に、再び水泳をさせてあげたい。せめて自分の足で地に立たせてあげたい。

　玲奈は、心の底から、そう思う。

　だが、その方法が見付からないのだ。大学病院にいた当時の先せん輩ぱい医師たちにも意見を聞いてみたが、返ってくる答えは、みな同じだった。即ち『治ち療りよう不可能』である。

　だが、その現実を恵美に伝える事は、玲奈にはできなかった。一生、寝たきりで過ごさなければならない運命だなどと、そんな惨むごい事を、まだ一四歳さいの少女に伝えられるわけがない。




「……恵美ちゃん。あんまり、あたしを見くびらないでくれる？」

　玲奈は、腕組みをしながら、軽く恵美を睨にらんで見せる事さえした。

「必ず治してあげるって言ったでしょ。そりゃあ、明日明後日あさつてってわけにはいかないけどさ。でも、必ず治してあげるから。お姉さんを信じなさいって」

「そうでしたね。……ごめんなさい。諦あきらめないって約束したのに」

　恵美は、玲奈に顔を向けると、ふうっと霞かすむような笑えみを浮かべた。

　時々、思う事がある。

　この子は、自分の噓うそを見抜いているのではないか。見抜いていながら、気を使ってくれているのではないか、と。

　恵美の顔を正視できなくなり、玲奈は、窓の外へと、再び目を向けた。

　既すでに一〇月。傾きかけた陽は、落ちるのも早い。西の空は、既に赤く染そまっていた。

「ね……玲奈先生。一つ、わがまま言ってもいいですか？」

「なあに？」

　玲奈は、恵美を振り返った。

「私も、外の景色、見てみたい」

　そのあまりにも素朴な願いに、玲奈は胸の詰まる想いがした。

「……馬ば鹿か。そんなの、わがままでもなんでもないでしょ」

　玲奈は、病室の隅に置いてあった車椅い子すを、ベッド脇わきへと移動させた。腰に負担の掛からないよう、座席と背もたれの角度を緩ゆるやかに調整された、特殊な車椅子である。

　掛け布団をまくり上げ、体の下に両手を差さし込むようにして、そっと恵美を抱き上げる。ただでさえ小柄な恵美の体は、長い寝たきり生活のために肉が落ちていて、哀かなしくなるほどに軽かった。

　玲れい奈なは、恵めぐ美みを車椅い子すへと移すと、窓まど際ぎわへと連れていった。

「ほら。さっきから、あの雀すずめ、葉っぱばっか突ついてんのよ」

　指を差して教えてやる。

「ほんとだ……。可愛かわいい」

　恵美は、額ひたいを窓ガラスに押し付けるようにして、外を見詰めていた。

　若くて健けん康こうなこの少女が、ほんの一カ所の損傷のために、こうして病室に閉じ込められている。それが玲奈には、理不尽な事のように思え、同時に、自分の力不足を情なさけなく思うのだった。

「ねえ、恵美ちゃん。もうちょっとしたら、庭で銀ぎん杏なんが取れるようになるからさ、そしたら一いつ緒しよに拾いに行こうよ。地面に埋めて皮を腐くさらせて、それでもって炒いって食べるの。楽しいと思わない？」

　玲奈が恵美にしてやれるのは、そんな事ぐらいしかない。

「うん。行きたいです」

　恵美がにっこりと笑ってくれたのが、せめてもの救いだった。
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　──その夜の事。

「う……あ……」

　ベッドの上で、男が悶もだえていた。

　年ねん齢れいは二二、三というところ。派は手でな柄がらシャツを着た若い男である。男はズボンを脱がされ、臑すね毛げの生えた足を剝むき出しにされていた。

「先生……頼むよ……もうちょっと、優しく……」

　両手でシーツをきつく摑つかみ締しめながら、男は喘あえいでいる。

「あんた、男だろ？　これしきの事で、ぎゃあぎゃあ騒さわぐんじゃないよ、みっともない」

　じろりと男を睨にらみ付けながら、玲奈は、男の内うち腿ももに、針を突き立てた。

「いっ！」

　男が、顎あごを跳はね上げるようにして、体を反そらす。

「暴れんなっての。手元が狂うだろ」

「せ、先生……頼んます。頼んますから、麻酔をもう一本……」

「やかましい。素人しろうとがプロの仕事に口出しすんじゃないよ」

　玲奈は冷たく言い放ち、診察室の戸口の方を振り返った。

「あんたら、ちょっとこっち来て、この根性なしを押さえ付けといて。こんなにじたばたされたんじゃ、まともな縫ほう合ごうなんかできやしない」

　戸口の脇わきに控ひかえていた二人の男が、玲奈のその言葉に、顔を見合わせた。

　一人は、セーターを着た丸眼鏡めがねの男で、年ねん齢れいは二〇歳さいそこそこ。もう一人は、黒スーツを着た角刈りで、こちらは三〇前後である。

「承知しました」

　苦にが笑わらいを浮かべながら、黒スーツが診しん療りようベッドの方へと歩み寄ってくる。

　他ほかの二人は今回が初顔だが、この黒スーツの男とは、玲れい奈なも何度か顔を合わせていた。時折こうして、夜中に怪け我が人を運んでくるのだ。光こう世せい会かいとかいう組そ織しきで、チンピラを束ねている男だそうだ。名前は確か、真ま木きとか言った筈はずだ。

「おら、哲てつ。あんまり先生にご面めん倒どうをお掛けすんじゃねえよ」

　真木は、柄がらシャツの両肩を摑つかむと、有う無むを言わせず、ベッドに押さえ付けた。

「そうっすよ、哲さん。もうちょっとの辛抱っすから」

　若い丸眼鏡も、そう言いながら、両足の方を担当する。

「真木さん……。本当に、この先生、大丈夫なんですか？　絶対、サドっ気ありますよ」

　診療ベッドの上に仰向けに押さえ付けられた柄シャツは、情なさけない顔付きで、真木を見上げたが、

「ピーチクパーチクうるさいね。お望みなら、痛くしてやる方法は、いくらでもあるんだよ」

　玲奈が縫ほう合ごう針ばりをちらつかせてやると、顔を引きつらせるようにして、押し黙だまった。

　そんな柄がらシャツの様よう子すに、真木は笑いを嚙かみ殺している。

「あんまり失礼な事言うんじゃねえ。この先生には、いつもお世話になってんだ。腕は確かだから安心しろ」

「こっちは世話なんかしたくないんだけどね、本当は」

　皮肉を込めた視し線せんを真木に浴あびせてから、玲奈は改めて、柄シャツの患部を覗のぞき込んだ。

　左大だい腿たい部の内側、足の付け根に近い部分に、長さ五センチほどの裂れつ傷しようがある。綺き麗れいに開いたその傷口は、明らかに刃物によるものだ。だが、深さはさほどでもないし、大動脈も傷付いてはいない。言ってみれば、かすり傷に毛が生えたようなものである。

「ったく……この程度の怪我で大おお騒さわぎするぐらいだったら、最初から怪我するような事しなきゃいいんだよ。毎度毎度手当てさせられる、こっちの身にもなってみなっての」

「仰おつしやる通りです。教育が行き届きませんで、申し訳ありません」

　苦く笑しようを浮かべたまま、真木は軽く頭を下げた。

　面おも白しろいもので、やくざだの暴力団だのという連中は、地位が上の人間になるほど、礼れい儀ぎ正しくなる傾向がある。誰だれ彼かれ構わず突っかかっていくようでは、この世界でもやってはいけないという事なのだろう。嚙み付くべき相手と、嚙み付くべきではない相手を、ちゃんと峻しゆん別べつするようになるのだ。

「ま、連れてきちゃったものは仕方ない。ちゃんと手当はしてやるけど、あんまり余計な手間を掛けさせるんじゃないよ。こっちだって暇ひまじゃないんだから」

　もう一度、柄シャツを睨ねめ付けておいてから、玲れい奈なは傷口の縫ほう合ごうを開始した。




　この坂さか巻まき病院では、こういう事がよくある。表沙ざ汰たにできない負傷をしたやくざが、内密裏の治ち療りようを求めてやってくるのだ。今日のような刃物による怪け我がならまだいい方で、銃で撃うたれた人間が運び込まれる事も少なくない。

　銃で撃たれたという事は、その患者が犯罪に関与していたという事だ。それを警けい察さつに通報もせず、秘密裏に治療してやれば、それも当然、違法行為に当たる。まともな医師なら、そんな治療は引き受けはすまい。だが、この坂巻病院では、院長および事務長の指示のもと、病院ぐるみでそれを行っている。

　院長に言わせれば、

『たとえ相手がやくざであろうと、人の命に変わりはない。怪我をしているのであれば、救ってやるのが医者の務つとめだ』

　と、いう事らしいが、それは言葉を飾っているに過ぎない。この坂巻病院は放ほう漫まん経営がたたって破は綻たん寸前の状況にある。院長の目当てが、やくざたちから支払われる高こう額がくの治療費にある事は、明らかだった。

　冗じよう談だんではないと思いはしたものの、血だらけになって苦しむ人間を目の前に連れてこられてしまっては、さすがに見殺しにする事は、玲奈にはできなかった。そして一度治療してしまえば、次からの患者を断る事もできなくなる。

　こうして玲奈は、半ばなし崩し的に、非合法の闇やみ治療に荷担する羽目になってしまったのだった。




「ほら、終わったよ」

　玲奈は柄がらシャツの大だい腿たい部に包帯を巻き終えると、カルテを取り上げて、治療内容を書き込んだ。もっとも、このカルテも正規のものではない。事務長に提出するための覚え書きのようなものだ。

「ありがとうございました、先生。お陰で助かりましたよ」

　真ま木きが礼を言った。

　柄シャツの方は、丸眼鏡めがねに手伝って貰もらいながら、血に汚れたズボンを穿はき直していたが、

「おら、哲てつ。お前からも礼を言わねえか」

　そう真木に促うながされると、

「……ども」

　玲奈に向かって、ぺこりと頭を下げた。

　すると真木は、柄シャツの頭を、ごつんと殴なぐり付けた。

「馬ば鹿か野郎。ダチ同士で話してんじゃねえんだぞ。ちゃんと立って礼を言うんだよ」

　柄がらシャツは慌あわてて立ち上がり、

「ありがとうございましたっ！」

　と、半ば自棄やけ気味に、改めて玲れい奈なに頭を下げた。

「ったく……近ちか頃ごろの若い奴やつは、挨あい拶さつもまともにできないんで、参っちまいますよ」

　苦く笑しよう混じりにそう言いながら、真ま木きが上着の内ポケットに右手を差さし入れた。取り出したのは、割と厚みのある、無地の封ふう筒とうである。

「では、これを。些さ少しようですが」

「……はいよ」

　玲奈は封筒を受け取ると、中を改める事もせず、そのまま大型のクリップでカルテと一いつ緒しよに挟はさみ込んだ。金勘かん定じようなどする気もない。そんな事は事務長が自分でやればいい事だ。

「それじゃ、痛み止めと化か膿のう止めの薬を出してやるから、薬局まで一緒に来な」

　玲奈は、カルテを小こ脇わきに抱えると、椅い子すから立ち上がった。
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　……いったい、あたしは、こんなところでなにやってんだろ……。

　玲奈は、時々、そう思う事がある。

　ほんの半年前まで、玲奈は日本でも有数の大学病院に勤つとめていた。病床数三〇〇〇を越す、極きわめて大規模な病院であり、一流の技術を持った医師たちと最新の医い療りよう機器とが、そこには揃そろっていた。新たな医療技術が幾つも開発され、はるばる海外から治療を受けにくる患者も少なくはなかった。

　そこでは、新しん米まい医師の玲奈など、ほとんど員数外の扱いで、先せん輩ぱい医師たちの手伝いぐらいしかさせては貰もらえなかったが、世界最高水準の手術オペを間近に見る事ができたし、また、それをこなす医師たちから貴重な体たい験けん談だんなどを聞く事もできた。彼らと同じ職しよく場ばにおり、同じ空気を吸っているというだけで、身の引き締しまるような思いがしたものである。

　だが、その玲奈が、今は、こんな場ば末すえの病院にいる。

　ひと言で言えば左さ遷せんされたわけだが、その理由は、口にするのも馬ば鹿か馬鹿しい事柄だった。

　五〇過ぎの外科部長に、愛人にならないかと誘さそわれたのである。言う事を聞けば、悪いようにはしない。病院内での出世も約束しようと、そう言われたのだ。

　当然の事ながら、玲奈はその申し出を断った。のし上がるなら自分の腕でと思っていたし、そもそも地位を利用して女をものにしようなどと考える男など、相手にしたくもなかったからだ。

　すると外科部長は、今度は方針を変えた。言う通りにした方がいい。でないと、この病院にいられなくなるぞと、そう脅おどしに掛かってきたのである。

　それに対し、できるものならどうぞと言い返したのがいけなかった。玲奈は本当に、大学病院を馘首くびになってしまったのである。

　その通達を受けた時、玲れい奈なはまさかと思った。今時、そんな恣し意い的な人事が通用するなどとは思ってもいなかったのである。院長や理事長への直じき訴そも試みたが、一度下された決定は覆くつがえらなかった。先せん輩ぱい医師たちの中には、事情を察し、玲奈に同情してくれる者もいるにはいたが、最も好意的な意見でさえ、

「折りを見て戻れるようにするから、しばらくは我が慢まんするしかないな」

　という程度のものだったのである。

　仕方なく玲奈は、他ほかの病院に再さい就しゆう職しよく先を求める事にした。自分で言うのもなんだが、玲奈はトップクラスの成せい績せきで医大を卒業したし、医師免許を取得したあとも一流の医師たちの中で揉もまれてきた。経けい験けんこそ不足してはいるが、少なくとも同年代の医師の中では、知ち識しきの上でも技術の上でも有能な部類に入ると、そう自じ負ふしてもいる。今までの大学病院にはいられなくなっても、同程度の規模を持つ病院に就職する事は、そう難しい事ではないと思っていた。

　だが、それら一流どころの病院には、ほぼ確実に、なんらかの形で外科部長と繫つながりがあったのである。玲奈は、どこへ行っても、体ていよく追い払われた。

　男社会とコネ社会。

　その底力を、この時ほど思い知らされた事はない。

　さすがに玲奈も、やり切れない想いに駆かられたが、生活のためには働かなければならない。玲奈は、自分を雇ってくれる病院を見付けるため、就しゆう職しよく活動をする病院のランクを次々に落としていった。

　そして、流れ流れた玲奈が、ようやく見付けたのが、この坂さか巻まき病院だったというわけだ。さしもの外科部長の人脈も、こんな場ば末すえの病院にまでは及ばなかったようで、玲奈もようやく、外科医として再出発できる事になったのである。

　だが、この勤つとめ先は、それまでの大学病院とはあまりに違い過ぎた。

　坂巻病院の病床数は一五〇。以前いた大学病院と比べると二〇分の一の規模だが、この数字は、病院の規模としては、取り立てていうほど小さいものではない。以前の大学病院が大き過ぎただけで、むしろ坂巻病院は中堅どころと言える。

　問題は、病院内に活気がない事だった。以前の職場では、研究者も外来に携たずさわる者も、向上心ないしは野心があった。だが、坂巻病院にはそれがない。あるのは惰だ性せい。それだけだった。

　病床の占有率も低く、しかもその大半は、快かい癒ゆが見込めずベッドを塞ふさぐだけだからという理由で、他ほかの病院から押し付けられた長期入院患者である。

　病気だの怪け我がだのに貴き賤せんがあるわけでは勿もち論ろんないが、身に付けた高度な手術オペ技術を発はつ揮きできる場がないというのは、正直、玲奈にとっても張り合いのない事だった。

　おまけに、夜は夜で、やくざ相手の闇やみ治ち療りようまでさせられている。

　溜ため息いきの一つも出ようというものだった。




「はいよ。これだけありゃ、足りるだろ」

　薬局から出てきた玲れい奈なは、薬の入った紙袋を、真ま木きに手渡した。勝手に薬品を取り出すのは規則違反だが、これも治ち療りようの一いつ環かんだから仕方がない。帳ちよう簿ぼ上の数字の狂いは、あとで事務長が調整する事になっている。

「ありがとうございます」

　真木は受け取った紙袋を、上着のポケットに押し込んだ。

「それじゃ、先生。夜分遅くにすいませんでしたね。お詫わびに、今度、食事でも奢おごらせて下さいよ」

「結構よ」

「遠えん慮りよなんか要いりませんよ。先生にはいつもお世話になってますし、ほんの心尽くしという事で」

「遠慮なんかしてないよ。ヤー公に食事を奢って貰もらうほど、あたしは落ちぶれちゃいないって言ってんの」

　いくら礼れい儀ぎ正しくして見せたところで、所しよ詮せん、やくざはやくざだ。真ま面じ目めに生活している人々から金を巻き上げて暮らしている連中である。玲奈が、違法行為と知りつつ彼らを治療をしてやっているのは、目の前の怪け我が人を見過ごす事が医者としてできないという、それだけが理由である。玲奈は、彼らに対して、好意も共感も、抱いてはいなかった。

　真木も、さすがに憮ぶ然ぜんとした様よう子すだったが、すぐにそれを苦にが笑わらいの中に紛まぎれ込ませた。

「きっついなぁ、先生は。まあ、その、ぽんぽん言いたい事を言ってくれるところも、先生の魅力って言やぁ魅力なんですがね」

「下らない事言ってないで、用が済んだんなら、とっとと帰んなよ。弟分が待ってんだろ」

　それだけ言い置いて、玲奈は真木に背を向けた。
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　薄うす暗ぐらい廊下を歩きながら、玲奈は、手首を返して腕時計を見た。

　時刻は一一時二三分。夜はまだ長い。

　ナースステーションに行って、濃こいめのコーヒーでも飲ませて貰もらおうかな……。

　玲奈が、そう思った時である。

「あ、玲奈先生だ」

　階段の方からそんな声が聞こえたかと思うと、看かん護ご婦ふが二人、小走りに玲奈の方へと駆かけ寄ってきた。夜の巡じゆん回かいでもしていたのだろうか。二人とも懐かい中ちゆう電灯を手にしていた。

　軽く脱色した髪をボブカットにしているのが、君きみ塚づか茜あかね。艶つやのある長い黒髪を頭の後ろできっちり結ゆわえ、眼鏡めがねを掛けているのが柳やなぎ美み沙さ緒おである。二人とも、今年看かん護ご学校を卒業したばかりの新しん米まい看かん護ご婦ふだった。

「よかったぁ……今、先生を探しにいこうと思ってたんです」

　玲れい奈なの前まで来ると、美み沙さ緒おは、左手で胸元を押さえるようにして、ほっと息を吐いた。

「患者さんになにかあったの？」

　玲奈が訊たずねると、

「え……ああ、いえ、そっちじゃないんです」

　美沙緒は、左手と顔を、同時に、ぷるぷると振った。

「じゃあ、なに？」

「それが、その……」

　美沙緒は、傍かたわらの茜あかねと、ちらちら目を見み交かわしながら、なにやら言いにくそうにしている。

「なんなのよ、いったい」

　玲奈が重かさねて質問すると、茜が、思い切ったように口を開いた。

「その……変な音がするんです」

「変な音って？」

「なんか、重い物を動かしてるみたいな、ごとごと言う音とか……それに、話し声みたいなのとか……いろいろ……」

「どこから？」

　玲奈がそれを訊たずねると、茜と美沙緒は、いきなり泣きそうな顔になった。

「それが、地下からなんですよぉ」

「だから確かめにいけなくってぇ」

「なんで地下だと確かめにいけないんです？」

　不意に割って入ってきた男の声に、茜と美沙緒が、びくっと体を震ふるわせた。

　玲奈が振り返ると、真ま木きが、ひょっこり首を覗のぞかせている。

「なんだ……あんた、まだいたの」

「いやぁ、帰ろうとは思ってたんですがね。なんか、妙な話が聞こえてきたから、気になっちゃいまして。……それで、どうして地下だと確かめにいけないんです？」

　真木は、玲奈たち三人を等分に見ながら、質問を繰くり返した。

「地下には霊れい安あん室しつがあるんだよ」

　隠かくすほどの事でもないので、玲奈はその質問に答えてやった。

「はあん、なるほどねぇ……。それじゃ確かに、女の子にはちょっと無理かもしれないですね。時間も時間だし」

　真木は、納なつ得とくいったというように、一人で頷うなずいている。

「だけどね、この子たちは看護婦なんだよ」

　玲奈は、茜と美沙緒に向き直った。

「あんたたち、霊れい安あん室しつに行くのを怖がってて、病院勤づとめができるとでも思ってんの？」

「そんな事言ったって、先生ぇ……」

「もしなんかいたら、嫌やじゃないですかぁ」

　茜あかねと美み沙さ緒おは、ほとんど縋すがり付くようにして、玲れい奈なに訴えてくる。これでは、夜中にトイレに行くのを怖がる子供と変わらない。

　呆あきれて二人を眺めていた玲奈だったが、その時、ふと気が付いた。

「ちょっと待ってよ？　それであたしを呼びにいこうとしてたって事は……ひょっとして、あんたたち、あたしに調べにいけって言うわけ？」

「お願いします！」

「先生だけが頼りなんです！」

　茜と美沙緒は、二人揃そろって、手を合わせた。
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　耳を澄すませると、確かに、妙な物音が聞こえている。

　歩きまわる複ふく数すうの足音。重い物をひきずるような音。それに、はっきりとは聴きき取れないが、話し声のようなものも聞こえる。

「なるほどね。確かに、誰だれかいるみたいだけど……？」

　地下へと続く階段を覗のぞき込んでいた玲奈が振り返ると、茜と美沙緒は、ほとんど抱き合うようにして、身を寄せ合っていた。

「ね？　変でしょう？　こんな夜中に」

　美沙緒が、眼鏡めがねのレンズ越しに、不安げな視し線せんを寄せてくる。

「まあね」

　工事にしろ機材の搬はん入にゆうにしろ、するのであれば事前に通達がある筈はずだし、それにそもそも、場所が霊れい安あん室というのが妙である。

「それじゃ、先生、お願いします」

　茜が懐かい中ちゆう電灯を、玲奈に手渡し、

「私たち、ここで先生の無事を祈ってますから」

　美沙緒が、胸の前で両手を組み合わせて、祈りのポーズを取った。

「……あんたたち、本気で、あたしだけ行かせるつもりだね」

　玲奈が、些いささか憮ぶ然ぜんとした時、

「なんなら俺おれも一いつ緒しよに行きましょうか？」

　真ま木きが、そう申し出た。こんなところまで付いてくるとは、この男も物好きである。

「まあ、そうしてくれるなら、助かるけど？」

　死体も幽ゆう霊れいも怖くはないが、外部から妙な人間が入り込んでいるとすれば、男手があるに越した事はない。

「その代わりって言っちゃなんですけど、さっきの食事の件」

「じゃあ、要いらない」

　ぷいっと真ま木きに背を向けて、玲れい奈なは地下フロアへの階段を降り始めた。

「ちょ、ちょっと先生。待って下さいよ」

　慌あわてたように、真木が追い掛けてくる。

「なんだよ。付いてくんじゃないよ」

「そう邪険にしなくたっていいじゃないですか。俺おれも男ですんでね。女性一人を危険な目に遭あわせるわけにゃいきません。少しはいいとこ見せとかないと」

「は。そりゃ、ご立派な事で。だけど、あたしはヤー公なんかとデートする気はないからね」

「分かった、分かりました。そっちは諦あきらめますよ。だから、こいつはボランティアです。日本語で言うと無む償しよう奉仕」

「訳やくさなくても分かるよ、それくらい」

　愚ぐにも付かない事を言い合いながら、玲奈と真木は階段を下りていく。

　踊り場を抜け、更に下へ。

　地下フロアまで降りた玲奈は、コンクリートの柱の陰に身を隠かくすようにして、そっと廊下の方を窺うかがってみた。

　まっすぐに延びた廊下には、左手に二つのドアが設もうけられている。階段に近い側が第一霊れい安あん室しつ、その向こうが第二霊安室だ。ドアはもう一つ、廊下の突き当たりにもあって、その先は小規模の地下駐ちゆう車しや場じようへと続いていた。病院から遺い体たいを運び出す際に、一般の外来客の目に触れないよう、専用のルートが作られているわけだ。

　その地下駐車場へのドアが、今は開け放しになっていた。ドアの向こうには、一台のトラックが、荷台の後部ドアをこちらに向けて停車している。その中には、大小様さま々ざまな段ボール箱ばこが積み上げられていた。作業服を着た男たちが、それを次々に持ち上げては、第二霊安室の中へと、運び込んでいる。

「なんだ……やっぱ人間じゃねえか」

　玲奈の背後で、真木が、ほっと息を吐くのが聞こえた。

　玲奈が振り返って真木の顔を見詰めると、

「あ、いや……びびってたわけじゃないすけどね。もちろん」

　真木は慌あわてて、そう取り繕つくろった。

「……そりゃ、結構」

　玲奈は懐かい中ちゆう電灯を握り直すと、そのまま廊下へと歩み出ていった。

　作業服たちの様よう子すを見る限り、どうやら機材の搬はん入にゆうをしているらしいが、それならそれで、事前にちゃんと話を通しておいて貰もらわなければ困る。どこのメーカーの人間か知らないが、ひと言、文句を言ってやるつもりだった。

　つかつかと廊下を進んでいくと、それに気付いた作業服たちが、玲れい奈なに視し線せんを向けた。だが、荷物を運ぶ手を止めようとはしない。

「ちょっと訊ききたい事があるんだけど、責任者は誰だれ？」

　玲奈が手近にいた一人に訊たずねると、

「ええっと……ちょっと待って下さいね」

　その作業服は、段ボール箱ばこを両手に抱えたまま、第二霊れい安あん室しつの中へと声を掛けた。

「すいません。ちょっといいですか？」

「どうした？」

　作業服の呼び掛けを受けて、若い男が一人、第二霊安室から姿を現した。白いスタンドカラーシャツの上に、黒い上着を重かさねている。

「それが……なんか、こちらの人が、訊きたい事があるそうで」

　作業服のその言葉に、男が玲奈の方へと顔を向けた。

　……あらま。

　玲奈は、軽く目を瞠みはった。その男が、ちょっと例を見ないほど、整った顔立ちをしていたからである。

　形の良い眉まゆ。すっと通った鼻筋。そして深みのある黒い瞳ひとみ。年ねん齢れいは二〇代の前半というところか。モノトーンで揃そろえた服のセンスもなかなかだし、背筋を伸ばしたその立ち姿も、まるでモデルのように決まっている。

「失礼ですが、どちら様でしょうか？」

　体ごと玲奈に向き直った男が、静かな声せい音おんで、そう問い掛けてきた。

「この格かつ好こう見て分からない？　ここで働いてる医者よ」

　玲奈は、白衣の襟えり元もとを、右手で軽く引っ張ってみせた。

「さようですか。私は高たか杉すぎと申します。お見知り置き下さい」

　男は、両手を後ろに組んだまま、玲奈に軽く頭を下げた。

「初めて見る顔だけど、どこのメーカーの人なの？」

　玲奈のその質問に、高杉は一いつ瞬しゆん、不ふ思し議ぎそうな表情を浮かべたが、

「ああ……。いえ、私は、そういう人間ではありません。この場には、ただ立ち会っているだけですので」

　と、そう答えた。

「メーカーの人間でもないのに、なにを立ち会うってのよ。第一、この大荷物はなんなの？　誰だれが注文したのよ？」

「誰がと言われましても、ひと口では説明しにくいのですが……」

　高杉が言い淀よどんでいると、

「どうした、一かず也や？」

　第二霊れい安あん室しつの中から、また別の男が姿を現した。見るからに高級そうなスーツを着込んだ、落ち着いた雰囲気の男である。

　その瞬しゆん間かん、

「は、速はや水み!?」

　玲れい奈なの背後で、驚おどろきの声が跳はね上がった。

　振り返ってみると、真ま木きが、愕がく然ぜんとした様よう子すで、新たに現れた男を見詰めている。

「知り合いなの？」

　玲奈は訊たずねてみたが、

「え……あ、知り合いって言うか、なんと言うか……その……」

　真木は、へどもどするばかりで、一向に要領を得ない。

　すると、速水と呼ばれた男が、真木に顔を向けた。

「申し訳ないが、顔を思い出せない。誰だれだったかな？」

「あ……俺おれは真木と言います。光こう世せい会かいで、若い者のまとめ役をしてる者です」

　慌あわてて姿勢を正した真木が、鯱しやちほこ張ばって答えた。

「光世会と言うと……工く藤どうくんの？」

「はい。会長ともども、速水さんにはいつもお世話になっております。うちの会長も常々、速水さんには足を向けて寝れぬと申してまして、その……」

　早口で言い募つのる真木を、速はや水みは片手を上げるようにして遮さえぎった。

「そんな挨あい拶さつは抜きでいい。それより、なぜ君がこんなところにいるのか、それを教えて貰もらえるかな？」

「あ、はい。実はその……うちの若い者が、ちょっとやんちゃをしまして、それで、こちらの先生に、治ち療りようをお願いに」

「ああ、なるほどね」

　ちらりと玲奈に視し線せんを向けながら、速水は頷うなずいた。

「それで治療の方は、もう済んだのかな？」

「はい。お陰様で、もう、すっかり」

「と言う事はだ」

　速水が、静かな視線を、真木に当てる。

「君がここにいる理由も、もうなくなった、という事になるのかな？」

　質問の形を取ってはいたが、その意味するところは明らかだった。要するに、とっとと消えろと言っているのである。

「あ……。はい、そうですね。じゃあ俺は、これで失礼する事にします」

　一も二もなくそう答え、真木は、ぺこりと頭を下げた。

「それと……ここで速はや水みさんとお会いした事は、誰だれにも言わない方がいいんです……よね？」

　上うわ目め遣づかいになりながら真ま木きが訊たずねると、

「そんな事は君が自分で判断すればいい。私は君を信用してるよ」

　顔も覚えていなかった癖くせに、速水はそんな事を言った。

「分かりました。では、そういう事で。それじゃ、先生、今日はどうもありがとうございました。失礼します」

　慌あわただしく玲れい奈なにも挨あい拶さつを済ませると、真木はそのまま逃げるように去っていった。

　その後ろ姿を見送ってから、玲奈は改めて、速水と高たか杉すぎへと視線を戻した。

「なるほどね……」

　いいとこ見せるなどと言っていた割には、ただ小物ぶりを発はつ揮きしただけのような真木だったが、今のやりとりを聞いていて、玲奈にも、一つだけ、はっきりと分かった事がある。

「要するに、あんたら二人も、ヤー公ってわけだ」
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「申し遅れました。私は、こういう者です」

　速水は、名刺入れを取り出すと、その中の一枚を、玲奈へと差さし出してきた。

　見れば、

『速水経営コンサルタント　代表取とり締しまり役やく社長　速水敬けい介すけ』

　と、ある。

　社長ね……。ヤー公がなにを気取ってんだか……。

　玲奈は、冷笑を浮かべながら、受け取った名刺を白衣の胸ポケットに収めた。

「で、そのヤー公が、こんなところでなにやってんのよ？」

　侮ぶ蔑べつを隠かくさない玲奈の物言いに、高たか杉すぎがかすかに眉まゆを顰しかめた。

　だが、速水の方は、穏おだやかな笑えみを絶やさない。

「実は、こちらに、ちょっとした研究施設を作らせて戴いただく事になりまして、そのための機材を搬はん入にゆうしていたところです」

「研究施設？」

　玲奈は、まじまじと、速水の顔を見詰めた。

　やくざが研究──ジョークにしても馬ば鹿か馬鹿しい。

　だが、速水は真ま面じ目めな表情のままである。

「研究って、なにを研究するつもりなのよ。新種のドラッグでも開発するつもりなわけ？」

「いえ、とんでもない。我々はそのようなものは扱いませんし、それにこの件は、我々の業務とは無関係です。便べん宜ぎを計るよう頼まれただけですので」

「頼まれたって……誰だれに？」

　玲れい奈ながそれを訊たずねると、速はや水みはやや思案顔になってから、

「そうですね……では、こちらへどうぞ。先生方をご紹介します」

　と、第二霊れい安あん室しつの方へと、玲奈を誘いざなった。

　第二霊安室は、ちょうど学校の教室ぐらいの広さがある。地下フロアのため、無論、窓は無い。いつもなら少し抑えめの照明がされているその室内が、今は煌こう々こうとした光の中にあった。どうやら照明自体を取り替えたらしい。

　その明るい光の中で、多くの人間が動きまわっている。梱こん包ぽうを解とき、機材を設置している者。壁かべ際ぎわで配はい線せん工事をしている者。コンピューターのモニターを覗のぞき込んでは、なにやらチェックしている者もいる。床には、梱包に使われていた段ボール箱ばこやビニールシートが散乱し、足の踏み場もない程だった。

　設置の済んだ機械に目を向けてみると、心電計や脳波計、遠心分ぶん離り器きといった、玲奈にも馴な染じみのある機器もあるにはあったが、使用目的も分からないような機械もかなりある。どうやら、研究施設を作ると言った速水の言葉は、冗じよう談だんでもなんでもなかったらしい。それもこれは、かなり本格的かつ専門的なものだ。

「藤ふじ岡おかさん、佐さ々さ木きさん、ちょっと、お時間を拝借できますか？」

　速水が戸口から呼び掛けると、奥の方で計器のチェックをしていた男が二人、顔を上げた。

「なんでしょう？」

「実は、こちらの方に、あなた方をご紹介しておきたいと思いまして」

　速水が玲奈を示しながら言うと、二人の男は連れ立って、戸口の方へとやってきた。一人は眉まゆの太い大柄な男。もう一人は瘦やせ型で眼鏡めがねを掛けた男だった。

「こちらが藤岡武たけ士し博士、そしてこちらが佐々木隼はや人と博士です」

　最初に大柄な男、次に眼鏡の男を示しながら、速水が紹介した。

「博士？」

「ええ。ご専門は遺い伝でん子し工学だそうです」

「へえ……」

　玲奈は、軽く腕組みをしたまま、じろじろと、その二人を眺めまわした。

　大学病院にいた頃ころは博士号所持者など、それこそ星の数ほどいたものだが、こんなところで、しかも、やくざなどから紹介されるとなると、さすがに多少の物もの珍めずらしさを覚える。

　もっとも、博士だなんだと言ったところで、やくざの後援を受けているようでは知れたものだ。所しよ詮せん、まともな人間ではあるまい。

「そして、こちらはこの坂さか巻まき病院のお医者様で……」

　続いて、玲奈を藤岡たちに紹介しようとした速水だったが、途中でその言葉を切ると、

「失礼ですが、お名前は？」

　玲奈に、そう訊たずねた。

「村むら上かみよ。専門は外科」

　玲れい奈なは必要最小限の事だけを伝えた。

「……と、仰おつしやるそうです」

「そうですか……。藤ふじ岡おかです。しばらくこの病院に間ま借がりさせて戴いただく事になりました。どうか、よろしく」

　藤岡と呼ばれた男が玲奈に挨あい拶さつし、隣となりにいた佐さ々さ木きも軽く目礼して寄よ越こした。

「それともう一方、天あま本もと博士と言う方がいらっしゃるんですが……どちらへ行かれました？」

　速はや水みの言葉の後半は、藤岡と佐々木への質問だった。

「先生なら、その辺をひと巡めぐりしてくるとか言って、さっき出掛けましたよ」

　藤岡が、そう答えている。

「お一人でですか？」

「いや、宮みや内うちくんが一いつ緒しよです。ですから、まあ心配はないでしょう」

「そうですか……。それにしても、あの二人、いつも一緒にいるみたいですね」

「ええ。似た者同士、気が合うんでしょう。向こうでも、よく二人で遊んでましたよ。宮内くんが、いろいろと悪い遊びを教えてくれるんで、困りました」

「それは大変だ。お察ししますよ」

　苦く笑しよう混じりの藤岡の言葉に、速水もまた微笑を浮かべる。

　そして速水は、改めて玲奈に向き直った。

「そういう事ですので、天本博士に関しましては、お戻りになり次第、改めてご紹介させて戴いただきますが……。なにか、ご質問がありましたら、どうぞ」

　後ろめたい事などなにもないとでも言いたげなその態度が、やけに玲奈の癇かんに障さわる。

「ご質問ね……。じゃあ、訊きかせて貰もらうけど、あんたたち、誰だれの許可を得て、こんな事をしてるのよ？」

「もちろん院長先生のご許可を得た上での事です」

「ほんとに？　そんな話、聞いた事もないけどね」

「無論、本当ですとも。なんでしたら、今、ここで、確かめてご覧らんになりますか？」

　速水が、上着の内ポケットから、携帯電話を取り出した。疑うようなら、院長に直接電話して訊いてみろと言うのだろう。

　その様よう子すを見る限り、噓をついているようには見えなかった。また、あの院長なら、その程度の事はしかねないとも思う。

「……いいよ。明日、訊いてみるから」

「本当に今でなくていいんですか？」

　玲奈の前に携帯電話を差し出したまま、速水が念を押すように言った。その目元には、どこか、からかうような色が滲にじんでいる。

「こんな真夜中に院長を叩たたき起こすわけにはいかないからね……。それに第一、病院内では、携帯電話は使用禁止なの。それくらい常じよう識しきでしょ」

　横目に速はや水みを睨ねめ付けながら、玲れい奈なは言ってやった。

「ああ、そう言えばそうでしたね。大変、失礼しました」

　速水は、ちらりと苦笑を浮かべると、携帯電話を元通り懐ふところに収めた。

「では、確かな事は、明日、院長先生から直接窺うかがって戴いただくとして、今は、許可を得ているらしいという事で、話を進めさせて戴いてよろしいですか？」

「そうしなきゃ話が進められないって言うんだったら、それでもいいけどさ。……だけど許可を貰もらってるんなら、なんだってこんな夜中に、こそこそやってんのよ」

「昼間では病院の業務の妨げになるかと思いまして、それでこの時間帯を選えらびました。他意はありません」

「ふぅ～ん……」

　速水の回答は明解だったが、それが逆に、玲奈には気に入らなかった。どんな質問をされようとも、すべて予測済みの対応済み。そんな感じがしてならない。

「それで、その研究ってのはなんなの？　いったいなんの研究なのよ」

「その質問は、私にされてもお答えしかねますが……どうなんですか？　藤ふじ岡おかさん」

　速水が、藤岡を顧かえりみる。

「まあ、簡かん単たんに言えば、遺い伝でん子し工学を応用した新しい医い療りよう技術の開発……と言ったところです」

　そう藤岡は答えたが、ひと口に遺伝子工学と言ってもその範はん囲いは広いし、医療技術と言ってもぴんからきりまである。藤岡の説明は、実質的には、なにも言っていないに等しかった。

「……それはまた、ご大層な研究ですこと」

　改めて室内を見渡すと、おもだった機器の設置は済んだらしく、作業服たちが、散らかった梱こん包ぽう材の片付けを始めている。明るい照明のもと、様さま々ざまな機械装置が整然と並べられたその光景には、最も早はや、霊れい安あん室しつであった痕こん跡せきなど、どこにもない。

　特殊な機械装置が多いため、それを見ただけでは、なんの研究をする場所なのかまでは分からない。さすがに玲奈も、遺伝子工学までは不案内だった。

　だが少なくとも、新種の麻薬開発などと言った目的でない事は信じてよさそうだった。それが目的なら、ここまでの設備は必要ないからである。

「……その研究に、細菌とかウィルスとかは、使ったりするの？」

「基き礎そ研究の段階では何度か使いましたが、ここでは扱うつもりはありません」

　再び藤岡が答えた。

「そう……。それなら、まあ、いいけどさ」

　多くの人間が出入りする病院という場所だから、その点が一番、玲奈には気になっていたのである。

「ご納なつ得とく戴いただけましたか？」

　質疑応答が一段落したと見たのか、速はや水みが、横から、そう声を掛けてきた。

「まあ……とりあえずはね」

　仕方なく、玲れい奈なは頷うなずいた。

　納得するしないで言えば、勿もち論ろん、納得はできない。やくざの紐ひも付きの研究など、たとえどんな理由があろうとも、認める事などできはしない。

　だが、院長が第二霊れい安あん室しつの使用許可を与えているのなら、一介の雇われ医師に過ぎない玲奈に、それをどうこう言えるわけもなかった。この『研究所』の存在が、明らかに犯罪に関わるものであったり、一般の患者に悪あく影えい響きようを及ぼすようなものであれば話は別だが、玲奈が話を聞き目で見た限りでは、特に問題もなさそうである。ならば、わざわざ大おお騒さわぎしてまで反対する事もあるまい。玲奈は、そう判断したのだった。

「そうですか。それは良かった」

　速水は軽く頷くと、体を開くようにして、背後に控ひかえていた高たか杉すぎを、片手で示した。

「私自身はあまりここへは顔を出せませんが、代わりに、この高杉に様よう子すを見にこさせます。もしなにか不ふ都つ合ごうな点でも生じましたら、ご遠えん慮りよなくお申し付け下さい」

　速水の言葉を受けて、高杉が、無言のまま、頭を下げた。

「はっきり言わせて貰もらうと、やくざなんかに病院をうろちょろされる事自体、こっちは迷めい惑わくなんだけどね」

「仰おつしやる通りかもしれませんね。では、なるべく先生のご迷惑にならないよう、きつく申し付けておきます」

　玲奈の皮肉な言葉にも、速水は動じなかった。まったく、いちいち癇かんに障さわる男である。

　その時、廊下の方から、やけに吞のん気きな話し声が聞こえてきた。

「結構いいとこじゃないですか、博士。蕎麦そば屋もあるし、パチンコ屋もあったし、必要なものは、大抵揃そろってますよ」

「しかし……ピザ屋がなかったのが、ちょっと残念だな」

「いや、それも、ありましたよ」

「おや、ほんとかね？」

「ええ。パチンコ屋の先に看板が出てました」

「ほう……それじゃあ、明日にでも、早さつ速そく、試してみようかな」

　そんな他愛たわいのない事を言い合っている。

　玲奈が、ひょいと廊下を覗のぞいてみると、地下駐車場のある方向から、妙な二人組が並んで歩いてくるところだった。

　一人は、瘦やせた小柄な老人で、よれよれの背広の上に、大きめの白衣を重かさねて着ている。

　もう一人は、丸顔のにやけた男で、年ねん齢れいは三〇歳さい前後。黄色いシャツと黒い上着の組み合わせの上に、襟えり元もとには白のスカーフを巻いていた。

「ああ、ちょうどいいところに来ましたね。あれが先程お話しした、天あま本もと博士と」

　速はや水みが、そう言い掛けた時、

　ぴぃーうぃっ。

　玲れい奈なに気付いた丸顔の男が、口笛を吹ふいた。

「……宮みや内うちです」

「なんだよなんだよ、速水。どっからこんな綺き麗れいどこを見付けてきたんだ？」

　宮内と呼ばれた男が、玲奈と速水を見比べるようにしながら、ひょこひょこと近寄ってきた。その顔には満まん面めんの笑えみが浮かんでいる。

「この病院に勤つとめている外科医で、村むら上かみさんと仰おつしやる方だ」

「へえ、女医先生か……。こんな色っぽい先生がいるんだったら、喜んで怪け我がでもなんでもしちゃうね」

　そんな調子のいい事を言いながら、宮内は、無ぶ遠えん慮りよな目付きで、玲奈の体を眺めまわした。

　足首から始まって、タイトスカートに包まれた腰まわり。そして、タートルネックのセーターを着た玲奈の胸元へと、宮内の視し線せんは這はい上がってくる。

　そんな事で大おお騒さわぎするような年でもないので、玲奈は別に白衣の前を合わせるような事もしなかったが、上がってくる宮内の視線が玲奈の視線とが交こう叉さした時、ひと言だけ言ってやった。

「あんまり人の体じろじろ見ないでくれる？　減るだろ」

　宮内は一いつ瞬しゆん、目を丸くし、次の瞬間、ぷっと吹き出した。

「いやぁ、申し訳ない。お気に障さわったなら、ご勘かん弁べんを」

　そう玲奈に謝しや罪ざいしつつも、宮内は、けらけらと笑い続けている。

「……この素すっ頓とん狂きようなのも、あんたらと同じヤー公なわけ？」

　宮内から速水へと視し線せんを戻し、玲奈は訊きいてみた。

「まあ……そういう事になりますか」

　やや微妙な表情で、速水は答えた。どうやら、この男とひと括くくりにされる事には、多少、心外な点もあるらしい。

「ちょっと失礼しますよ」

　天あま本もとが軽く会え釈しやくしながら、玲奈と速水の間を通り抜けていく。そして、第二霊れい安あん室しつの中へと入ると、ざっと周囲を見渡した。

「ほう……かなり形になってきたみたいだね」

「はい。今のところ、特に問題はありません。電圧の関係で、まだ動かせない機器も幾つかありますが、それも明日には工事が済むそうです」

　佐さ々さ木きが、天本にそう報告した。

「ふむ、そうか……。まあ、急ぐ事はないんだ。のんびりやりましょう」

「……そうですね」

　天あま本もとが穏おだやかな笑えみを浮かべ、佐さ々さ木きと藤ふじ岡おかが、それに頷うなずく。

　その三人の医学者を、やや離はなれたところから、速はや水みが興きよう味み深そうに、宮みや内うちはにこにこしながら見守っている。そして高たか杉すぎは、速水の脇わきで、静かに控ひかえていた。

　医学者が三人と、やくざが三人。

　……妙な組み合わせだよ、まったく。

　玲れい奈なは、そう思った。




　　　　七




「うわぁ……凄すごい臭におい」

　拾い上げた実を鼻先に近付け、茜あかねが顔を顰しかめた。

「馬ば鹿かねぇ。わざわざ嗅かぐ事ないじゃない」

　美み沙さ緒おに笑われ、茜は少しむっとしたようだった。

「馬鹿とはなによ、馬鹿とは……。何事も経けい験けんでしょ。あんたも嗅いでみたら？　ほら」

　茜は、手にした公孫樹いちようの実を、美沙緒の顔に突き付けた。

「ちょっと、やだ、やめてよ。臭いが付いちゃうじゃない」

　成熟した公孫樹の実は、俗に人じん糞ぷんの臭いとまで評されるほどの異い臭しゆうを放つ。美沙緒は、仰のけ反ぞるようにして、茜から距きよ離りを取った。

「あ、逃げたな……」

　茜が、にんまりと笑った。美沙緒を追い掛けるようにして、なおもしつこく、公孫樹の実を突き付けていく。

「ほれほれ」

「ちょっと、やだ。ほんとにやだってば」

　堪たまりかねた美沙緒が、背を向けて逃げ出すと、

「こら、逃げるな。待て」

　茜は、右手を前に突き出した格かつ好こうのまま、美沙緒を追い掛け始めた。

　それを遠目に見ていた玲奈は、やれやれと首を振った。

「……まったく、子供なんだから、あの二人は」

「でも、なんだか楽しそうです」

　車椅い子すの上の恵めぐ美みが、笑え顔がおで玲奈を見上げた。

　ここは坂さか巻まき病院の中庭である。

　水すい曜よう日の昼下がり。空は雲一つなく晴れ渡っていた。

　天気も良く、玲奈にも手術オペの予定が入っていなかったので、先日の約束通り、恵美を連れて公孫樹いちようの実を拾いにやってきたのだった。

「天気は良いけど、ちょっと風が冷たいかな……。寒くない？」

「うん。大丈夫。外に出るの久しぶりだから、気持ちいいです」

「そ。ならいいけど」

　外出するに当たって、恵めぐ美みには、厚あつ手でのコートを着せた上に、足下を毛布でくるんでやってある。そのコートの襟えりが少し折れ曲がっていたので、玲れい奈なは恵美のそばに屈かがみ込むようにして、襟えり元もとを綺き麗れいに整えてやった。

　茜あかねと美み沙さ緒おへと目を戻すと、相変わらず嬌きよう声せいを上げて走りまわっている。だが、いつの間にか攻守が交代していたらしく、今度は美沙緒が茜を追い掛けていた。

「ほら、あんたたち。いつまでも、はしゃいでんじゃないよ」

　玲奈が声を張り上げると、美沙緒と茜は、その場にぴたりと停止した。

「あんたたちには、この間の貸しがあるんだからね。ほら、きりきり働く働く」

　ぽんぽんと、手を叩たたきながら言ってやると、

「は～い」

　茜と美沙緒は、まるで小学生のような返事をして、公孫樹の木のそばへと戻っていった。

「この間って、なにかあったんですか？」

　恵美が、玲奈を振り返る。

「ん？　ううん、別に大した事じゃないよ。夜中にトイレに行くのが怖いって言うから、一いつ緒しよに付いて行ってあげただけ」

「噓うそばっかり」

　恵美は、そう言って、くすくすと笑った。




　──あれから一週間あまり。坂さか巻まき病院の地下フロアには、現在、『秘密研究所』が存在している。

　院長が許可を出していたと言うのは、事実だった。

　あの翌日、出しゆつ勤きんしてきた院長は、病院内のおもだった人間を集めると、これは内々の話だが、と前置きした上で、こう告つげたのである。

　いわく──昔からの知り合いに頼まれて、研究チームを一つ預かる事になった。なんでも産業スパイが横行しているとの事で、社内では研究が続けにくいらしい。従って諸君も、彼らの研究内容等については、あまり詮せん索さくしないでやってくれるとありがたい──だそうだ。

　玲奈にしてみれば噴ふん飯ぱんものの説明だったが、とにかくそれで、院長が許可しているという事は、はっきりしたわけだ。つまり、あとあとどんな問題が起きようと、責任を取るのは院長だという事である。

　ならば好きにすればいい。勝手にしてくれと言うのが、玲奈の本ほん音ねだった。

　積極的に認めるつもりはないが、わざわざ大おお騒さわぎしてまで追い出そうとも思わない。玲れい奈なの仕事の邪じや魔まにならない限りは、放っておくつもりだった。




「ねえ、玲奈先生。私も一つ見せて貰もらっていいですか？」

　やや遠えん慮りよがちに、恵めぐ美みが頼んできた。

「見るって、公孫樹いちようの実を？」

「うん。私ちゃんと見た事ないから」

「いいよ。ちょっと待ってて」

　玲奈は、白衣のポケットからティッシュを取り出すと、それでくるむようにして、公孫樹の実を一つ拾い上げた。

「ほら」

　くるんだティッシュごと、恵美に持たせてやる。

「すいません」

　恵美がぺこりと頭を下げた。

「いいってば。それより素す手でで触らない方がいいよ。あの子の台詞せりふじゃないけど、臭においが付いちゃうからね」

「はい」

　玲奈の忠告に素直に頷うなずきながら、恵美はティッシュを広げた。

「ほんとだ……凄すごい臭い」

　公孫樹の実の異い臭しゆうに顔を顰しかめながらも、恵美はどこか嬉うれしそうだった。ベッドから降りる事も稀まれな恵美には、こんな事でも気分転換になるのかもしれない。

「これ、地面に埋めるって言ってましたけど、どれくらいの間、埋めとけばいいんですか？」

　丸みを帯おびた黄色い実を物もの珍めずらしそうに眺めながら、恵美が訊きいてくる。

「どれくらいって言われても……そうねえ……」

　実を言うと玲奈も、こんな風に公孫樹の実を拾い集めるのは初めての経けい験けんなのである。地面に埋めて腐くさらせるという話は聞いていても、そのためにどのくらいの期間が必要か、などという事までは、ちょっと見当が付かなかった。

「まあ、二、三週間でいいんじゃない？　それで、まだだったら、また埋め直せばいいんだしさ」

「そっか……なんか、待ち遠しいな」

　呟つぶやくようにそう言って、恵美は掌てのひらの上の実を見詰めている。まるで宝石でも愛めでるような、そんな眼まな差ざしだった。

　公孫樹の実を拾い集めて、みんなで銀ぎん杏なんを煎いって食べる。ふと思い付いたに過ぎないそんなささやかな催もよおしを、恵美がそこまで楽しみにしているのかと思うと、玲奈は嬉うれしいのを通り越して、少し切なくなった。

　一四歳さいと言えば、多感な年とし頃ごろだ。友達と遊びまわったり、試し験けん勉強に苦しんだり、時には恋愛めいた事もしてみたり。様さま々ざまな人間と出会い様々な経験をしながら、成長していくべき年ねん齢れいである。

　だが、恵めぐ美みには、それが許されない。人生の中でも最も華はなやいでいるべきこの時期を、病室のベッドに縛しばり付けられて、過ごしている。入院した当初はクラスメートたちがよく見み舞まいにきてくれたそうだが、玲れい奈なが担当するようになってからは、それもほとんどない。受験シーズンが近付いて忙いそがしくなったのか、それとも、一年以上も登校しないでいる恵美の事など、もう忘れてしまったのか。

　父親を早くに亡くしたため、恵美の家族は母親だけだ。だが、その母親も、週に一度、着替えを届けにくるだけである。半はん身しん不ふ随ずいとなった娘の姿を見るのが辛いという理由もあるだろうし、娘の入院費を稼かせぐので手一杯という事情もあるだろう。だが、恵美の事を考えるのであれば、もう少し頻ひん繁ぱんに見舞いにきてあげて欲しいと思う。

　毎日、独ひとりぼっちで天てん井じようを見上げながら、恵美はなにを思っているのだろうか。それを考えると、玲奈は堪たまらなくなる。

　その恵美が、ふとなにかに気付いたように、顔を上げた。

「あ……由ゆ利り子こさんだ」

「え？」

「ほら、あそこ」

　恵美の示す方向へと目を向けると、病棟を繫つなぐ渡り廊下に、岡おか田だ由利子の姿が見えた。ロングスカートに白いコート。左の肩には、大きな布製の鞄かばんを提さげている。

「ほんとだ」

「でしょ？」

　恵美は、妙に得意そうな表情を浮かべると、由利子に向かって右手を振った。

「由利子さ～ん。こんにちはーっ！」

　張り上げたその声も、やけに浮き浮きしている。どうも今日の恵美は、少しばかりハイになっているらしい。

　立ち止まった由利子が、中庭を振り返る。玲奈と恵美の姿を認め、笑え顔がおになった。

　岡田由利子は二三歳さい。ゆるやかなウェーブの掛かった髪を背中まで伸ばしている。毎日のようにこの坂さか巻まき病院に姿を見せるため、玲奈は勿もち論ろん、恵美とも顔見知りだった。

　歩み寄ってきた由利子は、最初に玲奈に軽く黙もく礼れいしてから、腰を屈かがめるようにして、恵美に話し掛けた。

「こんにちは、恵美ちゃん。……今日は、ひなたぼっこ？」

「ちょっと違うんです。ほら」

　恵めぐ美みは、にこにこしながら、手の中の公孫樹いちようの実を差さし出して見せた。

「あ、銀ぎん杏なんね」

「はい。みんなで一いつ緒しよに食べようって、玲れい奈な先生が誘さそってくれたんです」

「そっか……。もう、そんな季節なんだ……」

　由ゆ利り子こは、公孫樹の木を振り仰ぐと、呟つぶやくようにそう言った。

　岡おか田だ由利子が坂さか巻まき病院に通ってくるのは、恋人の看病をするためである。

　彼女の恋人は、一九〇センチ近い上うわ背ぜいのある大男で、アメフトの社会人チームでキャプテンを務めていたそうだ。だが試合中の事故により頸けい椎ついを損傷。現在は、ほぼ全身麻ま痺ひの状態にある。今の彼は、手足を動かす事はおろか、喋しやべる事もできない。彼が自分の意志でできる事と言えば、わずかに呼吸する事と、瞬まばたきをする事ぐらいである。

　その恋人の世話をするために、由利子は毎日やってくる。体を拭ふいて着替えをさせ、下の世話まで愚ぐ痴ち一つこぼさずにこなしているのだった。

　誰だれにでもできる事では決してないが、本当に辛いのは、むしろ彼女より、彼女の恋人の方だろう。完全な植物状態ならばまだしも、彼には意い識しきがあるのだ。毎日の食事や、排はい泄せつ行為にまでも恋人の手を煩わずらわせ、しかもそれを見ていなければならないという状況は、相当にきついものだろうと思う。それでも、治る当てがあるならば、いつかは彼女の献けん身しんに報むくいてやる事もできるだろうし、それを心の支えとする事もできる。だが、彼の場合は、命を取り留とめた事自体が奇き跡せきだった。完治の見込みは、恵美の場合に比べてさえ、更に少ない。ほぼゼロと言い切ってしまえるほどだ。

　他人ひとの力を借りなければ生きていけない体。なにをするにも他人を頼るしかない体。そんな体を抱えて、それでも生きていかねばならない。

　恵美といい、由利子の恋人といい、そんな症例を目まの当たりにさせられると、医者など無力だと、つくづく思い知らされる。医学の進歩によって、これまで治ち療りよう不可能とされてきた病気や身体的損傷が幾つも克服されてきたが、それとて万能ではない。治せない病気や怪け我がの方が、まだまだ多いのである。

「村むら上かみ先生。これ……私も少し戴いただいてもいいですか？　彼にも食べさせてあげたいんです」

　由利子が、玲奈を振り返った。

「それは構わないけど……。でも、食べさせるって言ったって……」

　由利子の恋人は、食べ物を咀そ嚼しやくする事もできない状態である。今のところ、食事はすべて流動食に頼っていた。

「もちろん、すり潰つぶしてペースト状にしてからあげるつもりですけど……ひょっとして、なにか害がありますか？」

「あ、ううん。それならいいのよ。害はないから、心配しないで」

　銀杏には、メチルピリドキシンという物質が含まれていて、食べ過ぎると中毒症状を引き起こす事がある。従って、厳げん密みつに言えば害がないわけではないのだが、幼児ならばともかく、成人男性が中毒症状を起こすためには、常じよう識しき外はずれの量を食べる必要があった。由ゆ利り子この恋人の場合、頸けい椎ついの損傷以外は健けん康こう体と変わらないから、ほとんど問題にはなるまい。

「そうですか。じゃあ、少し、戴いただきますね」

　由利子は、肩に提さげていた鞄かばんを下ろすと、公孫樹いちようの実を探し始めた。

「わざわざ探さなくたっていいよ。あそこに拾い集め要員がいるから、好きなだけ持ってって」

　玲れい奈なは、並んでしゃがみ込んでいる、茜あかねと美み沙さ緒おを、指さした。

「あ、でも……折角、集めたのを戴いちゃ申し訳ないですし」

「いいってば。そんなの気にしなくても。……茜ちゃん。少し小分けしてあげてくれる？」

「はーい」

　素直な返事をして、茜が玲奈たちの方へと戻ってきた。左手に持った透明なビニール袋には、結構な量の実が詰まっている。どうやら、言われた通り、ちゃんと働いていたようだ。

「幾つぐらいあればいいですか？」

「じゃあ……一〇個ぐらい」

「分かりました。それじゃ……」

　茜は白衣のポケットから別のビニール袋を取り出すと、公孫樹の実をひと摑つかみ取って、その中に入れた。

「はい。どうぞ」

「すいません」

　由利子はビニール袋を受け取ると、茜と玲奈を等分に見ながら、礼を言った。

「だから、お礼なんて言わなくてもいいってば。……あ、それよりさ、岡おか田ださん。これ、地面に埋めて皮を腐くさらせようと思ってるんだけど、どのくらい埋めとけばいいか分かる？」

　由利子ならあるいは知っているかと思い、玲奈は訊きいてみた。

「公孫樹の実を、ですか？　完全に腐くさらせようと思ったら、何ヶ月か掛かると思いますけど……」

「え……？」

　と、声を上げたのは恵めぐ美みである。

「……でも、地面に埋めるというのは、この臭においを消すのが主な目的ですから、それだったら、一週間とか二週間とかで大丈夫な筈はずですよ」

「ああ、そうなんだ」

　ほっとしたような恵美を横目に見ながら、玲奈は頷うなずいた。

「私は、ちょっと我が慢まんして、頑張って皮を剝むくつもりですけど」

　由ゆ利り子こは、にこりと笑うと、地面に置いてあった鞄を取り上げた。

「それじゃ、私はこれで失礼します」

「ん。それじゃまた。……頑張ってね」

　玲れい奈ながそう言ったのは、なにも公孫樹いちようの実の皮を剝むく事ではない。

「……はい。それじゃ、失礼します。恵めぐ美みちゃんも、またね」

　恵美に向かって小さく手を振ると、由ゆ利り子こは渡り廊下の方へと戻っていった。

「……あの人も大変だよね。毎日さ」

　由利子の後ろ姿を見送りながら玲奈が言うと、

「でも……好きな人にあんなに尽くせるのって、なんかいいなって思います」

　恵美が、そう応こたえた。

「ませた事言って」

　玲奈は、恵美の額ひたいを、ちょんと指先で小突いてやった。

「えへへ……」

　恵美は、少し照れたように笑った。

「でもさ、どうする？　岡おか田ださんの話だと、別に埋めなくてもいいみたいだよ、その実」

「でも……やっぱり少し埋めときましょうよ。折角だし、それにその方が臭においが消えるって言ってましたし」

「そうね。じゃあ、やっぱりそうしましょうか」

「うん。みんなで食べる時には、由利子さんも呼びましょうね」

「いいよ。分かった。そうしましょ」

　由利子は、渡り廊下へ戻ったところで振り返り、玲奈と恵美に向かって、もう一度手を振った。そして、病棟の中へと入っていく。──と、それと入れ替わりのように、渡り廊下に姿を現した人間がいた。藤ふじ岡おかと宮みや内うちである。

「……あ」

「知ってる人なんですか？」

　怪け訝げんな表情で、恵美が訊きいてきた。

「ん？　ううん。全然。あんな連中、見た事も聞いた事もない」

　藤岡と宮内は、なにやら話し合いながら渡り廊下を歩いている。いや、話し合うと言うよりはむしろ、なにやらしつこく言い寄ってくる宮内を藤岡が煙けむたがっているように見えた。

　その二人から、やや距きよ離りを置いて、もう一人の男が付いてくる。高たか杉すぎだった。

　あの時、言っていたように、速はや水みはあれ以来、姿を見せていない。きっと悪事を企てるのに忙いそがしいのだろう。だが、宮内の方は、ちょくちょく顔を出していた。そして、その宮内に付き添そう形で、高杉もまた、やってくるのである。

　宮内が、ふと足を止め、玲奈の方を見た。にやっと笑うと、あっさり藤岡のそばから離はなれて、ひょこひょこと中庭へとやってくる。そんな宮内を、藤岡と高杉は、渡り廊下に立ったまま、呆あきれたように眺めていた。

「あれ？　あの人、こっちに来ますよ？」

　恵めぐ美みが、玲れい奈なを見上げた。

「……そうね。来てるね」

　藤ふじ岡おかを始めとする三人の研究者は、間ま借がり人としての分を弁わきまえているようで、地下フロアから上がってくる事もほとんどない。また高たか杉すぎは高杉で、必要な事しかしないし話さないので、これもやってきても邪じや魔まにはならないのだが、宮内だけは、玲奈と顔を合わせる度たびに、なにかとちょっかいを掛けてくるのである。

「おや、おやおやおや。一〇月だってのに、この庭はまるで春みたいですな。綺き麗れいな花が咲き誇ってら」

　玲奈たちの前にやってきた宮内は、開口一番、そんな仕様もない事をほざいた。

「あの……本当に知り合いじゃないんですか？」

　恵美が、宮内を気にしながら、改めて玲奈に訊たずねてきた。

「全然、知らない」

　玲奈は、宮内の方は見もせずに、そう答えた。

「おや、可愛かわいい花も咲いてるね」

　宮内は、恵美を見下ろすと、にっと笑い、その車椅い子すの前にしゃがみ込んだ。

「こんにちは。お嬢じようちゃん」

「あ……こんにちは。はじめまして」

　車椅子にもたれたまま、恵美は、ぺこりと頭を下げる。

「そんな奴やつに、いちいち挨あい拶さつする事ないよ、恵美ちゃん」

「……え？」

　玲奈の言葉に、恵美が驚おどろいたように顔を上げた。

「相変わらず、言う事がきついね、女医先生は」

　宮内は、にやにや笑っている。

「え……っと、あの……どういう関係なんですか？　お二人は？」

　玲奈と宮内を、忙いそがしく見比べながら、恵美が質問してきた。

「だから、関係なんかないってば」

「そうですかぁ？　こんなところでばったり出会えるなんて、俺おれは運命的なものを感じるけどなぁ」

　玲奈は、じろりと宮内を睨ねめ付けた。

「……なんであたしがこんなところにいるかって言うとね。ここがあたしの仕事場だからだよ。ぼけ」

「玲奈先生……？」

　恵美が、吃驚びつくりした様よう子すで、玲奈を見上げた。その目には、軽い非難の色さえ窺うかがえる。

　仕方なく、玲奈は教えてやる事にした。

「そいつ、ヤー公なんだよ。まともに付き合うような相手じゃないの」

「やーこーって？」

　きょとんとした表情で、恵めぐ美みが訊きき返す。

「だから、やくざなの。やくざ」

「やくざ屋さん？」

　恵美は、両目を真ん丸に見開いて、目の前の宮みや内うちを見詰めた。

　信じられないのも無理はない。なにしろ、この日の宮内の格かつ好こうと言えば、穿はき古したジーンズに赤いチェック柄がらのシャツ。その上に、黒い革のベストを羽は織おり、頭には、これも黒のカウボーイハット。しかも、ブーツの踵かかとにはご丁てい寧ねいに拍はく車しやまで付けているという、素すっ頓とん狂きようなものだったからである。

「宮内『ナイスガイ』志し郎ろうです。よろしく、お嬢じようちゃん」

　臆おく面めんもなくそう名乗ると、宮内はまた、にっと笑った。

「あ、あの……的まと場ば恵美です。……どうも」

「的場恵美……？　それ……本名かい？」

「はい……もちろん、そうですけど……？」

　怪け訝げんな表情になりながら、恵美は頷うなずいた。

「的場恵美か……。そりゃあ、良い名前だな」

「そう……ですか？」

「ああ、最高だよ。……なあ、一かず也や」

　宮内は、恵美の前にしゃがみ込んだまま、高たか杉すぎを振り返った。

　いきなり名前を呼ばれ、高杉がやや慌あわてた様よう子すで駆かけ寄ってくる。

「すいません、よく聞こえませんでした。なんでしょう？」

「このお嬢ちゃんの名前だよ。的場恵美って言うんだそうだ。良い名前だと思わねえか？」

「え……ああ、はい、良い名前だと思いますが？」

　高杉は、やや戸と惑まどった様子で、そう答えた。もっとも、高杉の立場からすれば、宮内にそう言われれて、自分はそうは思わないとは、まさか言えまい。

「なんでか分かるか？」

「なんでって……理由があるんですか？」

「あるさ。なんだ、お前、それも分からねえで、適当に良い名前ですなんて答えやがったのか？」

「あ、いえ、そういうわけではありませんが……」

　返答に窮きゆうする高杉の姿は、傍はたで見ていて気の毒になるほどだった。

　そんな高杉と宮内を、恵美は不ふ思し議ぎそうに見詰めている。

「仕様がねえなあ。それじゃ、教えてやろうか？」

「はあ……ぜひ、お願いします」

「よく考えろよ。『まとばめぐみ』だぞ？　つまり『賭と場ばの恵み』だ。博打ばくち打ちにとって、これ以上、いい名前はねえだろうよ」

「……なあんだ。なにかと思えば、ただの駄だ洒落じやれかい」

　玲れい奈なは呆あきれた。つい耳をそばだてて聞いてしまった自分が情なさけない。高たか杉すぎも、なにやら気抜けした様よう子すである。

「そうは言うけどね、女医先生。こういうのは結構大事なんですよ。名前って奴やつには、不ふ思し議ぎな力が宿るもんでね。……なあ、恵めぐ美みちゃん。今度、俺おれと一いつ緒しよにベガスに行こうよ。旅費だの滞在費だのの心配は要いらねえからさ」

「べがす……？」

「そう。ラスベガス。聞いた事ないかい？」

「あの……カジノとかあるところですよね。アメリカの」

「そうそう、それそれ。恵美ちゃんが付いてきてくれりゃあ、きっと大ヅキすると思うんだよな。なあ、お前も、そう思うだろ？　一かず也や」

「え……あ、はい、思います」

　ほとんど反射的に答える高杉を見ていると、『すまじきものは宮仕え』という言葉が、ふと頭をよぎった。

「ラスベガスか……どんなところなんだろ」

　恵美が、独ひとり言のように呟つぶやくと、

「いいところだぜ。砂漠のど真ん中だから、まわりにはなんにもないけどさ。眠らない街、歓楽街。一いつ攫かく千せん金きん、ブロンド娘。世界の夢が集まるところだ。……って、恵美ちゃんには、ブロンド娘は関係ねえか」

　謡うたうような調子でそう言って、宮みや内うちは、にやっと笑った。

　恵美は、くすくすと笑っている。

「ちょっと、あんた。あんまり適当な事言わないでくれる？　恵美ちゃんが本気にしたらどうするのよ」

「どうするって、俺おれだって本気で言ってるんですよ。ねえ、行こうよ。恵美ちゃん」

　だだっ子のような口調でせがまれ、恵美は困ったような笑え顔がおを浮かべた。

「行きたいけど……でも、無理ですよ。だって、入院中だもの」

「ああ、そう言えばそうだったな。じゃあ、退院してからでいいや。女医先生、この子、いつ頃ごろ退院できるんですか？」

　あっけらかんとした表情で、宮内は、玲奈が一番訊きかれたくない事を訊いてくる。しかも、恵美がいるところでだ。

「……まだ少し掛かるかもね。あんまり無理はさせたくないし」

　言葉を選えらびながら、玲れい奈なは、そう答えた。

「ふうん……。で、どこが悪いの？　車椅い子す乗ってるとこ見ると、足かい？」

　と、宮みや内うちは、今度はまた恵めぐ美みに質問する。

「ううん。腰です。ちょっと痛めちゃって」

「へえ……。入院して長いの？」

「うん……一年ちょっとぐらいかな」

「一年!?　そりゃ、長いわ。女医先生、あんたいったい、なにやってるんです？」

　宮内は、呆あきれたような顔で、玲奈を振り返った。

　この野郎……人の気も知らないで、勝手な事をぺらぺらぺらぺら……。

　玲奈の中で、めらめらと怒りが燃もえ上がった。恵美が同席してさえいなければ、宮内を蹴けり飛ばしていたかもしれない。

　だが、考えてみれば、宮内は無知なだけなのだ。恵美の容よう態だいの重さも、玲奈の無念さも、なにも知りはしない。だからこそ、こんな無神経な事を、平気な顔で口にできるのである。

　玲奈は、そう考えるようにして、怒りを押さえ付けた。

　ところが、あろう事か宮内は、渡り廊下の藤ふじ岡おかを振り返ると、抜け抜けと、こんな事を言ったのである。

「ねえ、藤岡さん。あんた、医者としても凄すご腕うでなんでしょう？　折角だから、この子、診みてあげたらどうですか？」

　玲奈の頰ほおが、ひくひくと痙けい攣れんした。

　この野郎……絞め殺してやる。

　玲奈に治せないから、藤岡に治して貰もらう。それは即ち、玲奈が役立たずと言ってるに等しかった。しかも、それを恵美のいるところで言ったのだ、無神経にもほどがある。

　既すでに玲奈は、臨りん界かい点てんぎりぎりの状態にあった。

　これで藤岡が『じゃあ、診てあげようか』などと気楽に言おうものなら、確実に玲奈は爆ばく発はつしていた筈はずだ。

　だが藤岡は、宮内に対して、ゆっくりと首を振って返した。

「そういうわけにはいかないさ」

「どうしてです？」

　宮内は、不ふ思し議ぎそうに訊きき返した。

「私は部外者だ。この病院の治ち療りよう方針に口を出すのは失礼に当たる。君らの世界で言うところの、仁じん義ぎに反するという奴やつだよ」

「ふうん……そんなもんですか……。そんな事にこだわってないで、治す腕のある奴が治してやりゃあいいと、俺おれなんかは、思いますけどね」

　宮内は肩を竦すくめると、恵美に向き直った。

「まあ、とにかくさ、いつかは退院するんだろうから、そしたら一いつ緒しよにベガスに行こうぜ。な？」

「はい。じゃあ、退院したら」

　恵めぐ美みは笑え顔がおで頷うなずいた。

「じゃあ、指切りだ」

　宮みや内うちは、恵美と小指を絡からめると、

「指切りげんまん、噓うそついたら、針千本飲～ます」

　と、絡めた指を上下に振った。

「そいじゃ、女医先生、今日はこれで失礼しますが、また今度、運命的な出会いをしましょうよ」

　宮内は立ち上がると、玲れい奈なの方へと笑え顔がおを向けた。

「二度と来んな」

「分かりました。それじゃ、また今度」

　まったく人の話を聞かずにそう言うと、宮内は恵美に手を振りながら、渡り廊下の方へと戻っていった。高たか杉すぎが、すかさずその後ろに続く。藤ふじ岡おかは藤岡で、宮内が戻ってくるのを待たずに病棟の中へと姿を消した。

「面おも白しろい人ですね、宮内さんって」

　恵美は、楽しそうに笑っている。

　そうやって、笑顔を見せてくれるのは嬉うれしいが、恵美が宮内に好意を持った様よう子すなのが、玲奈には面白くなかった。

「言っただろ、あれはヤー公だって。あんなのに気を許したら、そのうち外国に売り飛ばされちゃうよ」

「え～。まさかぁ」

　そう言うと、恵美はまた、くすくすと笑った。
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　──その事件は、平日の昼間に突然起こった。

　穏おだやかな昼下がり。午前中の診察を終えた玲奈は、遅い昼食を手早く済まそうと、ナースステーションに顔を出していた。

　看かん護ご婦ふたちが夜食用に常備しているカップラーメンを一つ分けて貰もらい、湯を注そそいで三分後。

　蓋ふたを剝はがし、箸はしの先で麵めんを解ほぐしながら、さあ食べようかとした、まさにその時である。

　どごおぅんっ！

　凄すさまじい音と共に、ナースステーションの床が大きく揺ゆれた。

「な……何事!?」

　玲れい奈なは、カップと箸はしを手にしたまま、きょろきょろと周囲を見まわした。

　爆ばく発はつ音が聞こえたのは、坂さか巻まき病院の裏手の方からだ。顔を見合わせた看かん護ご婦ふたちは、次の瞬しゆん間かん、先を争うようにして廊下へ飛び出していった。玲奈も急いで、そのあとに続いた。

　やはり今の音を聞き付けたのだろう。廊下は既すでに大勢の人間でごった返していた。医師や看護婦だけでなく、点滴台を引きずったままの患者の姿まである。いずれも、廊下の窓に貼はり付くようにして、外を見上げていた。

　窓の向こうには、中庭を挟はさんで、第二病棟の建物がある。その向こうの空に、黒々とした煙けむりの柱が立ち上っていた。

「あれは……？」

　玲奈が眉まゆを顰しかめると、看護婦の一人が、窓の外に目を向けたまま答えた。

「方角からすると多分、木き元もと鉄工じゃないかと思うんですけど……」

　木元鉄工というのは、坂さか巻まき病院のすぐ裏手にある、小さな町工場だ。鉄鋼部品の塗と装そうや溶接などを業務にしているようで、坂巻病院にも時々、つなぎ姿の工員が火傷の手当などにやってくる事があった。

「じゃあ、溶接用のガスボンベかなんかが爆ばく発はつしたのかしら……？」

「ええ、多分……」

　看護婦が頷うなずいた時、

　どがぁっ！

　再び、凄すさまじい爆音が響ひびいた。廊下の窓ガラスが、びりびりと震ふるえる。

　外を眺めていた面々が、一斉に首を竦すくめた。窓の外では、先に倍する黒こく煙えんが膨ふくれあがっている。

「こりゃ大変だ……」

　作業中の事故だとすると、巻き込まれた人間がいる筈はずだ。吞のん気きに見物などしている場合ではない。

　身を翻ひるがえして駆かけ出そうとした玲奈だったが、その時、自分がまだカップラーメンを手にしたままである事に気付いた。

　……仕様がない。今日はダイエットだ。

「悪いけど、これお願いね」

　看護婦の一人にカップと箸はしを押し付けると、玲奈はそのまま廊下を走り出した。




　坂巻病院は、救急病院の指定を受けていない。それはつまり、救急車が急患を運んでくる事がないという事である。坂さか巻まき病院が扱うのは、早期快復が望めない代わりに、容よう態だいが急変する事もない長期療りよう養よう患者がほとんどだった。穏おだやかだが緊きん張ちよう感の無い毎日。それが坂巻病院の日常だったのである。

　だが、この日ばかりは、そうはいかなかった。事故現場のすぐそばに坂さか巻まき病院があったため、救急車を待つまでもなく、負傷者たちが自主的にやってきてしまったのである。

　玲れい奈なが階段を駆かけ下りた時、坂巻病院の一階ロビーは、既すでに蜂はちの巣を突いたような騒さわぎとなっていた。

　血の滴したたる左腕をだらりと下げた背広姿の男性がいる。

　全身に煤すすを浴あび、額ひたいから血を流しているエプロン姿の女性がいる。

　いずれも木き元もと鉄工の工員ではなかった。おそらくは爆ばく風ふうの余波を食らった付近の住民だろう。

「なんだよ、そりゃ。なんで手当てしてくんねえんだよ！」

　不意に、男の怒ど声せいが聞こえた。見ると、ナイロン地の赤いジャンパーを着た男が、婦長に詰め寄っているところだった。

「ですから、ここは救急病院じゃないんです。すぐ救急車が来ますから、治ち療りようはそちらで受けて下さい」

「救急だかなんだか知らねえけど、病院は病院だろうが。怪け我が人が来たら手当てすんのが、あんたらの仕事だろ」

「ですから、それは……」

　正論を吐かれて、婦長は困り果てた様よう子すだった。

「いったい、どこを怪我したのよ？」

　玲奈は、二人の間に割って入るようにして、男に訊たずねた。

「あ、村むら上かみ先生……」

　婦長が、驚おどろいた様子で、玲奈を振り返った。

「あんた医者かい」

　男が、しげしげと玲奈を見詰めた。

「まあね。いいから早く、怪我したところを見せて」

「ここだよ、ここ。足」

　男が、右足を内側に捻ひねるようにして、太ふと腿ももの外側を玲奈に向けた。スラックスの布地が斜めに裂さけて、血が滲にじんでいる。

「分かった。じゃあ、手当てしてあげるから、ちょっとそこの椅い子すに座って」

　玲奈が、受付カウンターの前の長椅子を示すと、

「あ、ああ……」

　男は、ちらちらと婦長を気にしながらも、言われた通りに腰を下ろした。

　玲奈は、男の前に屈かがみ込むと、布地の裂け目を広げるようにして、傷口を確かめてみた。

「そんなに深くないね……。これなら縫ほう合ごうも必要ないでしょう。消毒して、包帯巻いとけば、それで大丈夫。……悪いけど、婦長さん、消毒と包帯の用意をしてくれます？」

「はあ……でも……」

　婦長は、玲れい奈なの耳元に顔を寄せると、小声で囁ささやいた。

「……本当にいいんですか？　勝手に治ち療りようなんかして、もしなにかあると、あとで問題になりますよ？」

　急患があった場合、救急センターは救急車を派は遣けんし、受け入れ態勢の整った病院を選えらんで患者を運ぶ事になっている。ここで勝手に治療してしまうと、その指示系統を無視する事になりかねない。婦長は、それを懸け念ねんしているのだった。

「それはそうだけど、来ちゃったんだから仕様がないじゃない。救急車もまだ来てないんだし、うちでできる事はやっときましょうよ。……第一、この程度の怪け我がじゃ、救急車が来たって乗せてくんないわよ」

　玲奈が、ちらりと見上げると、男は居い心地ごこち悪そうに横を向いた。

「……分かりました。先生が、そう仰おつしやるなら」

「それじゃあ、片かたっ端ぱしから診みてきますから、包帯と薬と、あとベッドを何台か運んできてくれますか？」

「ここへ……ですか？」

「ええ。人数が多いから、広い場所の方がいいでしょう。……ああ、それと、手の空あいてる先生方がいたら、手伝ってくれるように頼んできて下さい」

「分かりました」

　婦長は頷うなずくと、ロビーにいた看かん護ご婦ふたちを呼び集めて、それぞれに指示を下した。突然の騒そう動どうにやや浮き足立っていた感のある看護婦たちだったが、婦長の指示で自分がなにをすべきか分かったようだ。ある者は医局へと、ある者は病棟へと、駆かけ足で散っていった。

「……ところでさ。そのジャンパー、確か、角にあるパチンコ屋の制服だよね」

　男に視し線せんを戻し、玲奈は訊きいてみた。

「え……ああ、そうだけど？」

「あんなとこまで、爆ばく発はつの影えい響きようがあったわけ？」

　パチンコ屋とは直ちよく線せん距きよ離りにして一〇〇メートルほどは離はなれていた筈はずだ。そんなところまで影響が及ぶほどの大事故だったのかと、玲奈はそれが気になっていたのである。

「そういうわけじゃないけどさ。凄すごい音がしたもんで様よう子すを見にいったんだよ。そしたら、また、どかんと来てさ。ガラスだか鉄板だかが飛んできて……それで」

「なるほどね……そういう事か」

　要するに、二次爆発に巻き込まれたというわけだ。負傷者の数が多い割には比較的軽傷者ばかりだった事が不ふ思し議ぎだったのだが、その理由がなんとなく分かった気がした。

　ロビーを見渡せば、負傷者の数は、いつの間にか二〇人を超えるほどになっている。

　比較的軽傷者ばかりとは言え、一度にこれだけの大人数を診るとなると、さすがに玲奈一人の手には負えなかった。内科病棟から医師が何人か応援にきてはくれたものの、肝かん心じんの外科医がいないのだ。

「瀬せ戸と先生はどうしたの？　来てないみたいだけど」

　包帯を抱えて戻ってきた美み沙さ緒おに訊きいてみると、

「瀬戸先生なら、一昨日おとといからお休み中ですよ。奥さんと旅行にいくとかで」

「ああ、そう言えば、そんな事言ってたっけね……。じゃあ、野の々の村むら先生は？」

「野々村先生は今日は少し遅れるって、昼前ぐらいに連絡がありました。母校の付属病院で公開手術があるそうで、それを見学してから行くって言ってましたけど」

「あー、もうっ。どいつもこいつも、こんな時に限って出払ってんだから」

　玲れい奈なは毒づいたが、坂さか巻まき病院が人手不足なのは、今に始まった事ではない。

　その時、美沙緒がふと思い付いたように言った。

「そうだ、玲奈先生。地下にいるあの三人って、確かお医者さんでしょう？」

「え……ああ、あの三人ね……」

「頼んだら、手伝ってくれるかもしれませんよ？　私、ちょっと行ってきましょうか？」

「そうねえ……」

　玲奈は少し迷った。坂巻病院とは無関係の、しかもあんな胡う散さん臭くさい連中に協力を求める事を潔いさぎよしとしなかったからだが、とにかく今は、猫の手も借りたい状況である。研究畑の人間だから、実際の治ち療りよう行為には慣なれていないだろうが、それでも医者は医者だ。少なくても、猫の手よりは役に立つだろう。

「じゃあ、悪いけど、ちょっと行ってきてくれる？」

「はい、分かりました」

　美沙緒は頷うなずくと、階段の方へと駆かけていった。
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「おやおや、これはまた随ずい分ぶんと賑にぎやかですな」

　負傷者でごった返している一階ロビーを見渡し、天あま本もとがのんびりと呟つぶやいた。その後ろには、藤ふじ岡おかと佐さ々さ木きが並んで控ひかえている。

「なに吞のん気きなこと言ってんのよ。そんな場合じゃないでしょ」

　玲奈が睨にらみ付けると、天本は、ひょこっと首を竦すくめた。

　その天本に代わって、藤岡が口を開いた。

「我々を呼んだという事は、治ち療りように手を貸せと言う事ですか？」

「まあね。あんたたちも、一応医者なんだから、包帯巻くぐらいできるでしょ？　手伝ってよ」

「それは構いませんが……」

　藤岡が、傍かたわらの佐々木を、ちらりと見る。

「俺おれも構わんよ。やるなら、さっさと始めよう。データ分析の途と中ちゆうなんだ。手っ取り早く片付けたい」

　佐さ々さ木きが、ぶっきらぼうな調子で言った。

「そうだな……。じゃあ、村むら上かみさん。なにをすればいいのか、指示して下さい」

　藤ふじ岡おかが、再び玲れい奈なに視し線せんを戻した。

「あんたたち、実際に患者さんを診みた経けい験けんはあるの？」

「もちろん、ありますよ。ひと通りの事はできるつもりです」

　藤岡が頷うなずいた。

「そう。じゃあ、手分けして診みてあげてよ。そんなに重傷な人はいないと思うけど、手に負えないようだったら、言ってくれれば、あたしが代わるから」

「分かりました。じゃあ、とにかく、診てみる事にしましょう」

　藤岡たち三人が、ロビーの中に散っていく。

　玲奈は、自分も負傷者の治ち療りように戻りながら、三人の様よう子すを、それとなく観かん察さつしていた。とりあえず任せてみる事にはしたものの、医者としての腕前を完全に信用したわけではなかったからである。

　だが、ひと通りの事はできると言うだけあって、三人の治療はなかなか的確だった。出血や患者の呻うめきに怯ひるむ事もなく、淡々と手早く、処置を施ほどこしていく。投与する薬にも間違いはないし、この分なら任せ切ってしまっても大丈夫だろう。

　玲奈が、そうひと安心した時である。

　不意に、病院の外が騒さわがしくなったかと思うと、全身、煤すすまみれの男たちが、ロビーの中に駆かけ込んできた。

「頼みます！　なんとかして下さい！」

　男たちの一人が、悲痛な声で、そう叫んだ。見れば、三人掛かりで、一人の男を抱きかかえている。

「婦長さん、ベッドを一つ空けて」

　玲奈はそう指示しながら、男たちの方へと駆かけ寄った。

「どうしたのよ、いったい」

　そう言いながら、運ばれてきた男を見た時、

「う……」

　玲奈は思わず息を吞のんだ。

　その男は、四〇歳さいほどの年ねん齢れいに見えた。着ている服は煤すすで真っ黒だったが、どうやらつなぎの作業服のようだ。おそらく、木き元もと鉄工の従業員なのだろう。かなり近くで炎に晒さらされたらしく、顔や首など、肌の露ろ出しゆつした部分に紅こう斑はんが生じていた。第二度に分類される火傷やけどだ。

　だが、問題なのはそこではなかった。男の左側頭部は、眉まゆから耳の上あたりに掛けて、ぱっくりと口を開けていたのである。頭皮どころか頭ず蓋がいまで開き、脳の一部が露出していた。

「佐さ久く間まさん、あん時、工場の中にいたんですよ。俺おれたち、一度逃げたんだけど、佐久間さんが出てこないから、急いで戻って、それで、なんとか引きずり出してきたんだけど……」

　先程の男が、半ば鼻声になりながら、説明した。見れば、運んできた三人の方も、同じようなつなぎを身に纏まとっている。同じ職しよく場ばで働く同僚のようだった。

　この佐久間と言う男は、あの爆ばく発はつが起きた時に、現場にいたのだ。そして、爆風で飛ばされて頭部をどこかにぶつけたか、あるいは飛んできた鉄片に頭をかすめられるかしたのだろう。

　ベッドの上に乗せられた佐久間は、胎児のように体を丸め、細かく痙けい攣れんを続けていた。無論、意い識しきはない。

　……この痙攣が止やんだ時が死ぬ時だ。

　玲れい奈なはそれを直感した。

「お願いします。なんとかして下さい。助けてやって下さい！」

「この怪け我がは、ここじゃ無理だよ。専門の設備が揃そろった病院じゃないと……。美み沙さ緒おちゃん！　救急車はまだなの？」

「あ、はい！　もう、すぐ到着する筈はずですけど」

　玲奈が振り返ると、美沙緒は飛び上がるようにして答えた。

「じゃあ、とにかく、来たらすぐ、乗せられるようにして。あと、強心剤の用意を」

　玲奈がそう指示しようとした時、不意に、玲奈の脇から太い腕が伸びた。

　藤ふじ岡おかだ。いつの間にか、藤岡が玲奈の背後にやってきていた。

　藤岡は、まず指先を佐久間の首筋に当てて脈を診ると、次に左の目蓋を開いて、眼球の動きを確認した。

「ここから、その病院まで、何分掛かる？」

　佐久間を見詰めたまま、藤岡が訊たずねてきた。

「え……。そうね……救急車だったら、三〇分……いえ、二〇分で、なんとか」

「この様子じゃ、とてもそれまでは保たんぞ」

「じゃあ、どうしろってのよ。このまま手をこまねいて見てるつもり？」

「いや、そうじゃないが……」

　藤岡はそう言い掛け、ふと顔を上げた。

「隼はや人と。お前はどう思う？」

　やはり今の騒ぎを聞き付けてやってきたのだろう。ベッドの向こう側には、佐さ々さ木きと天あま本もとの姿があった。

「そうだな……」

　佐々木は、そのほっそりした指を伸ばすと、佐久間の頭部の傷を点検した。

「幸い、脳自体には大きな損傷は無いようだ。今すぐ処置すれば、こっちの傷はなんとかなる。あとはこの男の体力次第だな」

「ああ、私も、そう思う。……村むら上かみさん。この患者を手術室へ。それと、ドリルと線せん鋸のこを用意して下さい」

　藤ふじ岡おかのその言葉に、玲れい奈なは目を見開いた。

「ちょっと待ってよ。じゃあ、あんたたち、ここで開頭手術をするつもりなの？」

「ああ、それしかないだろう」

　傷口を見み据すえたまま、藤岡が答えた。

「だけど、脳外科なんて、あたし……」

「頭を開いて、他に出血があるかどうか確かめる。あれば取り除いた上で、再び頭ず蓋がいを被かぶせる。足りない部分は人工骨か、さもなければ大だい腿たい骨こつを削けずって補う。術式としては、ざっとそんなところだ。さして難しくはない」

「経験……あるの？」

「ああ、何度かね」

　藤岡は、傷口から目を離はなさぬままに答えた。

「でも、それは専門の設備があるところででしょう？　ここじゃ、無理よ」

「難しいのは分かっているが、やらなければ死ぬ」

　そこで初めて、藤岡は玲奈の目を見た。

「どうする？　考えている時間はあまりないぞ。我々は君に協力する立場だ。君が決めてくれ」

「そんな事言われたって……」

　玲奈は返答に窮きゆうした。

　こんな設備もなく専門医もいない病院で脳外科手術など行おうものなら、独どく断だん専せん行こうの非難を免まぬがれる事は、さすがにできまい。それでも成功すればまだ言い訳のしようもあるが、この患者の容よう態だいからすれば、助かる確率はかなり低かった。死なせてしまえば、それは確実に玲奈の責任となってしまう。先程の婦長の懸け念ねんが現実のものとなってしまうのである。

　救急車の到着まで待てば問題はない。専門の病院に運ばれて命を取り留とめればもちろん万ばん々ばん歳ざいだし、仮にその途と中ちゆうで患者が亡くなったとしても、坂さか巻まき病院では充分な処置ができない事は誰だれの目にも明らかだったから、玲奈が責任を追及される事はない筈はずだ。

　保ほ身しんを考えるのであれば、救急車を待つべきだ。手術が成功する確率の低さを思えば、なおさら、そうするべきである。

　佐さ久く間まの呼吸は、今にも消え入りそうに、浅く細くなっていた。藤岡の言う通り、このままでは、そう長くは保もつまい。

　まわりを見れば、ロビーにいるすべての人間が、玲奈に注視していた。婦長や、治ち療りようを手伝ってくれていた内科の医師たちも、無言で玲れい奈なの返答を待っている。

　玲奈は唇くちびるを嚙かみ、そして、藤岡を見上げた。

「……やりましょう」

「分かった。では、手術室の準備を急いでくれ。一〇分以内に始めたい」

　藤ふじ岡おかのその言葉と同時に、婦長が看かん護ご婦ふを数人連れて、手術室の方へと走っていった。

　それを見送ってから、藤岡は佐さ々さ木きを振り返った。

「隼はや人と、手伝ってくれるな？」

「ああ、分かったよ。手間を食いそうだが、仕方がない。乗り掛かった船だからな」

　口元にかすかな苦く笑しようを浮かべながら、佐々木は、そう答えた。
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　──屋上のドアを開けると、途と端たんに風が吹ふき付けてきた。

　空はもう暗い。一〇月の夜風は冷たかったが、その冷たさが、玲れい奈なには心地ここちよかった。

　全身に風を浴あびながら、

「ん……っ」

　玲奈は、思いっきり伸びをした。

　屋上の縁ふちに立って地上を見下ろすと、民家の窓が穏おだやかな光を放っていた。今時分は、夕食も終えて、家族の団だん欒らんでもしている頃ころだろうか。

　……そう言えば、結局、夕飯も抜きになっちゃったな……。

　だが、不ふ思し議ぎと空腹感は覚えない。

　玲奈は、白衣のポケットから、煙草たばこの箱はこを取り出した。普ふ段だんは滅多に吸わないのだが、たまに吸いたくなる時がある。たとえば、今日のような時だ。

　メンソールが香かおる煙草を口に咥くわえ、使い捨てのライターで火を点つける。深く煙けむりを吸い込むと、軽い酩めい酊てい感かんが、体を浸ひたした。

　軽く唇くちびるを突き出しながら、夜空に向けて、ふうっと煙を吹ふき出していく。

　あたしも、まだまだだな……。

　風に散っていく煙を眺めながら、玲奈は、そっと溜ため息いきをついた。

　結局、木き元もと鉄工の爆ばく発はつ事故で負傷した者は、二五名を数えた。比較的軽傷だった者が一九名。入院が必要と見られる人間が六名。死者は──出なかった。出さずに済んだ。

　だが、それは、玲奈の手腕によるものではない。玲奈はただ、見ていただけだ。天あま本もと、佐々木、藤岡の三人の手術に、ただ見み蕩とれていただけである。

　あれほど大胆で繊せん細さいなメス捌さばきを、玲奈は見た事がなかった。

　大学病院に籍せきを置いていた頃ころは、一流と呼ばれる外科医の手術を目にする機会も何度かあった。それを目まの当たりにする度たびに、玲奈は自分の未み熟じゆくさを思い知り、同時に、いつかは自分もあの域に達するのだと決意を固めたものである。

　だが、それらの一流外科医たちと比べてさえ、天あま本もと、藤岡、佐々木の手術オペ技術は、更に上にあった。

　こんな場ば末すえの病院に、あれほどの腕を持っている人間がいる。あれほどの腕を持ちながら、外科医としてではなく、研究者として日々を送っている人間がいる。

　世の中は広い。今日は、つくづく、それを思い知らされた。玲えい奈ななど、まだほんの駆かけ出し。ひよっこに過ぎないのだ。

「あ～あ、やんなっちゃうな……」

　玲奈が、もう一度、溜ため息いきをついた時、

　ぎ……。

　微かすかな音が、背後で聞こえた。屋上のドアが開く音である。

　首を巡めぐらすようにして振り返ると、藤ふじ岡おかが、屋上の上り口で、大きく伸びをしているところだった。

「あ……」

　思わず玲奈が声を上げると、それで藤岡も気付いたらしい。

「なんだ……こんなところに来てたのか」

　破は顔がんしながら、玲奈の方へと歩み寄ってきた。

「こんなところって……あんただって来てるじゃない」

　玲奈は屋上のフェンスに背中を持たせかけるようにして、体ごと藤岡に向き直った。

「少し、外の空気を吸いたくなってね」

「あたしもだよ」

「そうか」

　ちらりと笑った藤岡が、ふとその視し線せんを、玲奈の手元に落とした。

「煙草たばこ、吸うのか」

「うん。たまにだけどね」

「よかったら、一本貰もらえるかな」

「メンソールだけど……いい？」

「ああ、いいよ」

「ずっと机の中に突っ込んであった奴やつだから、ちょっと湿しつ気けてるかもよ？」

「構わないよ」

「……じゃ、どうぞ」

　玲奈は煙草の箱はこを取り出すと、藤岡の前で軽く振った。飛び出した一本を箱ごと突き出すようにして、藤岡に咥くわえさせる。サービスついでに、火も点つけてやった。

「ありがとう」

　藤岡は短く礼を言い、深く煙けむりを吸い込んだ。厚い胸板が大きく膨ふくらむと、煙草の三分の一ほどが、一気に灰になった。

「あとの二人はどうしてんの？」

「隼はや人とはデータの解析に戻った。先生の方は、ベッドを借りてお休み中だ。もうお年だからな。少し疲れたんだろう」

　フェンスの外へと目を向けながら、藤ふじ岡おかは答えた。

「……今日はありがとね。お陰で助かったよ」

　不ふ思し議ぎと素直に、その言葉が口に出せた。

「いや……。それは私の方こそ、君に言いたい言葉だよ」

「なにそれ。皮肉？」

「いや、本心さ」

　藤岡は笑って首を振りながら、夜の町並みへと目を向けた。

「……お陰で、自分が医者なんだと言う事を、思い出した」

「なにそれ？　じゃあ、今までは忘れてたわけ？」

「ああ……。そうかもしれない」

　からかうつもりの言葉に真顔で答えられ、玲れい奈なは思わず、藤岡の横顔を凝ぎよう視しした。

　藤岡は依然として、夜の町並みを見詰めている。

　そして、ぽつりと、口を開いた。

「……医者というのは、人を救うのが仕事なんだな」

　玲奈にというよりは、自分自身に語り掛けるような、藤岡の言葉だった。

「なにそれ。そんなの当たり前じゃない」

　玲奈がわざと軽い調子で答えると、

「そうだな……。当たり前だな……」

　呟つぶやくようにそう言って、藤岡は口元にかすかな笑えみを浮かべた。

　藤岡がなにを想っているのか、玲奈には分からない。

　これまでどんな経けい験けんをしてきたのか。

　どうして、やくざの庇ひ護ごなどを受けているのか。

　地下の研究室で、いったいなにを研究しているというのか。

　それらすべてが謎なぞである。

　だが、玲奈には、それらの疑問を藤岡にぶつけてみる気にはなれなかった。それを訊たずねれば藤岡の傷口に触れる。そんな気がしたからだ。

　どうも藤岡が一人でいたそうな感じがしたので、玲奈は先に屋上から降りる事にした。

「ま、なんだっていいけどさ。とにかく今日はありがとう。あたしはもう下に降りるけど、吸い殻がら、その辺に捨てちゃ駄だ目めよ。怒られるからね」

「ああ、分かった」

　藤岡が小さく頷うなずいた。

「それじゃ」

　軽く手を振りながら、ドアの方へと向かった玲れい奈なだったが、その時、

「村むら上かみくん」

　藤ふじ岡おかの声が、玲奈を呼び止めた。

「なに？」

　振り返ると、藤岡がフェンスのそばに立ったまま、玲奈に顔を向けている。

「一つ君に頼みがあるんだが……聞いて貰もらえるかな？」

「そりゃまあ、あんたには借りが出来ちゃったし、あたしにできる事だったら聞いてあげてもいいけど……いったい、なによ？」

「この間のあの子……」

「……え？」

「名前はなんと言ったかな……ほら、中庭にいた、車椅い子すの」

「ああ、恵めぐ美みちゃん？　あの子がどうかした？」

「もしよかったら、だが……あの子のカルテを、一度、私に見せて貰もらえないだろうか？」

　玲奈は思わず、藤岡の顔を見返した。

「それは、つまり……」

　藤岡が、恵美の体を治したい、あるいは、治せると思っているという事になる。

「でも……」

　藤岡が外科医としていくら優すぐれていても、それだけではどうにもならない事もあるのだ。恵美の体は完治はしない。現代医学そのものが、まだそれが可能な域にまで達していないのだから。

　口ごもった玲奈の様よう子すを見て、藤岡はそれを拒否と受け取ったようだった。

「やはり不ぶ躾しつけな頼みだったかな。気を悪くしたなら謝あやまる。忘れてくれ」

「別に、そういうわけじゃないんだけどさ……。いいわ。分かった。それであんたの気が済むんだったら、今度、時間を取るようするよ」

　藤岡に治せるとは思わないが、診察させたところで害があるわけでもない。藤岡がそうしたいなら、させてあげよう。玲奈は、そう思う事にしたのだった。
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　太い指先が、白い肌の上を滑すべっていく。

「痛みはあるかい？」

「あ、いえ……別に」

　藤岡の質問に、恵美は小声で答えた。

　ベッドの上で恵美は俯うつぶせにさせられていた。ピンクのパジャマは捲まくり上げられ、肉の薄うすい背中が剝むき出しになっている。

「じゃあ、ここは……？」

　藤ふじ岡おかが指先の位置を変えると、

「あ……そこは……」

　恵めぐ美みの両手が、きゅっとシーツを握り締しめた。

「なるほどね……。分かった。もういいよ。ありがとう」

　藤岡は、恵美の体から手を離はなすと、パジャマの裾すそを元通りに引き下ろした。

「お疲れさま。大丈夫だった？」

　玲れい奈なが声を掛けてやると、

「はい……大丈夫です」

　やはり恥はずかしかったのだろう。やや赤らんだ顔で、恵美は答えた。

　玲奈は、乱れたパジャマを綺き麗れいに整えてから、恵美の姿勢を仰あお向むけに戻した。それから、足下に丸まっていた毛布を体の上に掛けてやる。

　藤岡は、カルテとレントゲン写真を左右の手に持ちながら、交互に見比べるようにしている。

「で、どうなの？　お見立ては」

「おそらく大丈夫だろう。治せると思う」

　玲奈のその質問に、藤岡は驚おどろくほどあっさりと答えた。

「え……」

　信じられない言葉だったのだろう。ベッドの上の恵美が、まじまじと藤岡を見詰めた。

「本当ですか？　それ」

「ああ、本当だよ。元通り歩けるし、泳げるようにもなる」

　藤岡は恵美に、はっきりと頷うなずいて見せた。

「……藤岡さん。悪いけど、ちょっとこっち来てくれる？」

　玲奈は藤岡の腕を摑つかむと、半ば強ごう引いんに、病室の隅へと引っ張っていった。

「どうした？」

「あんな簡かん単たんに安やす請うけ合いして貰もらっちゃ困るわよ。うまくいかなかったらどうするのさ」

　玲奈は、恵美には聞こえないように、小声で文句を言った。

　恵美はこれまでも何度となく手術を受けている。これで治ると希望を持たされ、その度たびに裏切られてきたのだ。これ以上、恵美にぬか喜びはさせたくなかった。

「大丈夫だ。治せるよ」

　自信に満ちた藤岡の言葉だったが、それを額がく面めん通りに受け取る事は、玲奈にはできなかった。

「そりゃ、あんたの腕が良い事は分かってるけどさ。それでもできる事とできない事があるでしょ。あれだけ、ぼろぼろになった腰よう椎ついを、どうやって整形するって言うの？」

「君の言う通り、あれを整形する事は、私にも無理だ。だが再生させる事はできる」

「再生って……それ、どういう意味で言ってるの？」

「文字通りの意味だよ。細胞分裂によって、壊こわれた部位を新しく作り直して貰もらう。彼女自身の体にね」

「ちょっと待ってよ。皮ひ膚ふだの肉だのじゃないんだよ？　脊せき髄ずいだよ？　それを再生するって？」

「確かに、普通なら無理だろうな。だが、やりようによっては可能だ」

「どうやってよ」

　玲れい奈なの質問に、藤ふじ岡おかは直接には答えなかった。

「分化能力という言葉を知っているだろう？」

「そりゃあ、知ってるけど……」

　分化能力とは、単純に言ってしまえば、単一のものが、二つ以上の異なる性質のものを生じる能力である。

　人間の体を形作る細胞は、日々絶え間なく細胞分裂を繰くり返し再生を続けているが、たとえば皮膚の細胞は皮膚にしかならず、神経細胞を生み出すような事はない。分化能力がないからである。

　逆に、分化能力がある細胞と言えば、代表的なのは生殖細胞だろう。たった一つの細胞が分裂を繰くり返し、最終的に、人間の体に必要なあらゆる細胞を形成する。

「我々がアスラと名付けた細胞群がある。人の体と親和性が高く、かつ分化能力を有した細胞群だ。これを彼女の患部に埋め込む。そうするとアスラ細胞は周囲の環かん境きように適合し、不具合のある部位を自らの細胞分裂によって組み立て直す」

　聞いた事もないような治ち療りよう法だった。まるで夢物語、荒こう唐とう無む稽けいもいいところだ。その話をしているのが藤岡でなかったら、玲奈は冗じよう談だんだと思ったに違いない。

「それって……ひょっとして、あんたらが地下でやってる研究に関係ある？」

「ああ」

　藤岡は頷うなずいた。

「じゃあ……その実じつ験けん台に、恵めぐ美みちゃんを使うって事？」

　玲奈は、目付きも鋭するどく、藤岡を見み据すえた。

「いや。そんなつもりはないよ。あくまでも治ち療りよう行為だ」

「そんなつもりはないって言ったって、だってまだ研究段階なんでしょ？　そんなの誰だれが見たって生体実験じゃない。どんな副作用があるかも分からないのに、恵美ちゃんにそんな事させられないわよ」

「少し声が大きい」

　藤岡に注意され、玲奈は慌あわてて口を噤つぐんだ。

　玲奈と藤岡が言い争っている事に気付いたのか、ベッドの上の恵美は、どこか不安そうな表情になっていた。

「副作用はない。それは既すでに確認済みだ」

「どうやって確認したの？　動物実験？」

「もちろん動物実験もしたし、君が言うところの、人間を相手にした『生体実験』も、既すでに終わっている。あまり大っぴらには言えないがね」

　玲れい奈なは藤ふじ岡おかを、まじまじと見詰めた。

「それ……本当なの？」

「ああ。二例行って、二例とも成功した。副作用も拒否反応も、今のところ出てはいない」

「だから、実用段階だって言いたいわけ？」

「そうだ。それに、あの子の場合は、腰よう椎ついの損傷以外は基本的に健けん康こう体だし、それになによりまだ若い。適合率の問題があるにはあるが、純粋に治療目的であれば、それもほとんど問題にはならない。術式そのものには障害は無いと言い切れる。従って、問題があるとすれば、ただ一つだ」

「なによ」

「我々は、この技術を公表していない。つまり法的には、正規の医い療りよう行為とは認められない事になる」

　藤岡は、そこでいったん言葉を切り、ベッドの上の恵めぐ美みに、ちらりと目を向けた。

「いずれにせよ違法行為と見なされる事に変わりはないが、あの子が望み、君が許可してくれるのであれば、私としては、あの子の体を治してやりたいと思う。どうする？　君が決めてくれ」

　佐さ久く間まの開頭手術の時と同じように、藤岡は最終判断を玲奈に委ゆだねた。

「そんな事言われたって……」

　玲奈は恵美を振り返った。

　普通の治療法では恵美の体が快復しない事は、はっきりしていた。将来的に画かつ期き的てきな医療技術が開発されない限り、恵美はこのままベッドで寝たきりの生活を続ける事になる。

　だが、それを自分なら治せると、藤岡は言う。

　藤岡の外科医としての腕は認める。地下にある研究所が、遊び半分で作られたものでない事も分かっている。だが、本当にこの男の言う事を信じていいのだろうか。恵美の体を任せてしまっても、本当にいいのだろうか。

　……いや、やはり駄だ目めだ。なにかあってからでは取り返しが付かない。佐久間の時とは違うのだ。あの時、もし手術していなかったら、佐久間は死んでいただろう。だからこそ、玲奈は危険を承知で手術する事に同意したのである。

　だが、今度はそうではなかった。恵美には待つ時間がある。藤岡たちの研究にそれだけの価値があるのであれば、いずれは公おおやけに認められる日もくるだろう。手術をするのは、充分な追試を重かさね、その効果と安全性が確認されてからでも、遅くはない。

　断るべきだ。玲奈が、そう判断を下そうとした時、

「ねえ、玲れい奈な先生」

　恵めぐ美みが口を開いた。

「え……なに？」

「私にはよく分からないけど……先生たちがそんな風に揉もめてるのは、ひょっとして危険があるからですか？」

「うん……まあ、ね……」

　危険があると言うのは、正確ではないかもしれない。藤ふじ岡おかは成功すると断言している。玲奈はただ、その藤岡を完全に信じ切る事ができないでいるだけだ。

「やっぱり、そうなんですか……」

　恵美は少しの間、黙だまり込んでなにやら考え込んでいた様よう子すだったが、やがて、改めて顔を上げた。

「でも……私、できれば、その手術を受けてみたいです」

　真っ直ぐ玲奈を見詰めながら、恵美は、はっきりと、そう言った。

「だけど、恵美ちゃん……ほんとに聞いた事もないような手術なんだよ。どんな副作用があるかも分からないし、そんな事をして本当に効果があるのかどうかだって、あたしには疑問なの」

「でも、分からないって事は、失敗すると決まってるわけじゃないって事ですよね」

「それは、そうかもしれないけど、でも……」

「私はその手術、受けてみたいです。可能性があるんだったら、試してみたい。失敗したっていいんです。だって……もし失敗したって、私の体は、これ以上悪くなりっこないんだから。そうでしょう？　玲奈先生」

　にこりと笑った恵美の表情が、玲奈の胸を突き刺した。

「恵美ちゃん……」

　これまで恵美は、我がを張ると言う事がなかった。不平も不満もあったろうに、それらすべてを内に秘め、にこにこと笑ってくれていた。

　その恵美が、初めて、自分の意志を通そうとしている。玲奈に逆らってまで、手術を受けたいと、そう強く主張するのだった。

　そこまで思い詰めていたのか。そんなにも自分の足で立ち上がりたかったのか。

　それを思うと、玲奈にはもう、なにも言えなかった。

「どうする？」

　藤岡が、再び訊たずねてきた。

　玲奈は、藤岡を振り返った。

「……本当に大丈夫なんだね？　確信があるんだね？」

「ああ、大丈夫だ」

「その言葉、信じたからね。もし裏切ったら、ただじゃ済まないよ。恵めぐ美みちゃんが許したって、あたしが許さない」

「分かった。心しておくよ」

　藤ふじ岡おかは頷うなずくと、口元にあるかなきかの微笑ほほえみを浮かべた。おかしくて笑っているわけではない。楽しくて笑っているのとも少し違う。それはまるで、穏おだやかな陽の光のような笑えみだった。
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　　　　一




　フロントガラス越しに射さし込んでくる陽光が、車内の空気を、ぽかぽかと暖めている。そこに車の振動がちょうどいい具合に加味されて、うっかりしていると、そのまま眠りに誘さそわれてしまいそうだ。

　……というより、どうも半分うつらうつらとしていたらしい。

　その証しよう拠こに、

「兄貴、着きましたよ、兄貴」

　南な雲ぐも秀ひで利としに肩を揺ゆすられるまで、車が停とまった事に気付かなかった。

「……ん？　ああ……」

　岡おか崎ざき大だい介すけは、気け怠だるく言葉を返すと、顔の上に被かぶせていたヌード雑誌を片手で摘つまみ上げた。リクライニングさせた助手席のシートに長々と寝そべり、両足はダッシュボードに載のせたままという、お世せ辞じにも行ぎよう儀ぎがいいとは言えない体勢である。

　昼ひる日ひ中なかの陽光に、大介が目をしばたたかせていると、

「寝てました？」

　運転席の南な雲ぐもが、口元に小さく笑えみを浮かべた。

「……いいや」

　大介は手にしたヌード雑誌を後部座席へと放り投げると、シートに寝そべったまま、思いっきり伸びをした。

「……で、どこだって？」

　欠伸あくびを嚙かみ殺しながらそう訊たずねると、

「あそこです。あのビルの三階」

　南雲が、大介の方に身を乗り出すようにしながら、助手席の窓の外を指し示した。

　繁はん華か街がいからやや外れた裏通りにある、さびれた雑居ビル。その外がい壁へきに、電飾で縁ふち取どられた、ちっぽけな看板が掲げられていた。看板には、黒地をバックに、やけにカラフルな色いろ遣づかいで『フェノミナ』と書かれている。

　……しけた店だ。

　大介は軽く舌打ちをした。

　だが、所しよ場ば代を払わせている以上、問題が起きれば解決してやらなければならない。それが組の仕事だし、第一、斜しや道どうに楯たて突つくような輩やからを放っておくわけにはいかなかった。

「今、何時だ？」

「ええっと……一時ちょい過ぎです」

　時計を確認したのだろう。やや間を置いてから、南雲が答えた。

「こんな昼間っからいんのか、そいつは」

「いますよ。さっき店の者に確認しました。この何日かずっと居続けの飲み続けだそうです」

「はん。結構なご身分だな」

　大介は鼻を鳴らした。

「どうします？　このまま行きますか？　それとも、なんか理由を付けて呼び出します？」

「こっちから行った方がいいだろう。その方が面めん倒どうがねえ」

　答えながら大介は、上に羽は織おっていたソフトレザーのジャケットの内側に、右手を差さし入れた。

　内ポケットから取り出したのは、刃渡り八センチほどのナイフである。グリップには鹿角スタツグを用い、刀身は茶色い革の鞘さやに収められている。

　大介はシートに寝そべったまま、その鞘を払った。現れた刀身には、樹木の年ねん輪りんにも似た、白と黒の縞しま模も様ようが描かれている。いや、描いてあるのではない。これはこの鋼材自身が持つ文もん様ようなのだ。異なる金属を合わせ、何度も折り返し鍛たん錬れんする事で浮かび上がってくる鍛たん造ぞう線せん──ダマスカス鋼を用いたナイフだった。

　大だい介すけは、その精せい緻ちな文様をしばし見詰めてから、再び刀身を鞘さやに収めた。そのままナイフを懐ふところに戻し、ダッシュボードから足を降ろす。

「さあて、じゃあ、ひと仕事してくるか」

　大介は、助手席のドアを開けると、車を降りた。




　　　　二




　敷しき島しまと名乗るその男が『フェノミナ』にやってきたのは、一〇日ほど前の事だという。身長は一八〇センチを、体重はおそらく一二〇キロを超えていると思われる、やけに体格のいい男だった。

　ぶらりと現れた敷島は、ひとしきり酒を飲んだあと、店のオーナーを呼べと、そうバーテンに言ったそうだ。なにか気に入らない事でもあったのかと緊きん張ちようするバーテンに、敷島は、

『いいから呼びゃいいんだよ』

　と、凄すごみのある声で言ったという。

『フェノミナ』のオーナーは、四〇前の、水商売一筋に生きてきた女だった。働きながら小金を貯ため、三年ほど前にようやく、小さいながらも自分の店を持ったのである。

　呼ばれてやってきたその女主人に向かって、敷島は、

『実は、俺おれ、酒代を持ってねえんだ』

　と告つげ、そして、

『だから体で払うよ。どうだ、俺をこの店の用心棒に雇わねえか？』

　そう切り出したのだそうだ。

　得え体たいの知れない一いち見げん客きやくの言う事である。そんな申し出を、女主人が受け入れるわけがない。だが、いくら断っても、敷島は諦あきらめなかった。お代はいいから帰ってくれと言っても、腰を上げようともしない。あくまでもこの店に居座るつもりでいるかのようだった。

　最初は呆あきれるだけだった女主人も、敷島のその執しつ拗ようさが不ぶ気き味みになってきたらしい。そこで、なんとかしてくれと、斜しや道どう組に連絡が来たのである。

『フェノミナ』のある界かい隈わいを縄なわ張ばりにしているのは、斜道組の中でも阿あ部べ組だったから、阿部の組から若い連中が五人ほど、敷島を排除するために出掛けていった。──そして、ものの見事に返り討うちを食らったのである。敷島は鼻歌まじりに阿部組の組員たちを相手にし、全員を病院送りにしてくれた。そして、女主人に向かって、

『な、役に立つだろ？』

　そう嘯うそぶいたという。

　そしてそのまま、敷しき島しまは現在も、『フェノミナ』に居座っている。

　あとで分かった事だが、敷島はかつて十両まで上がった事のある相撲すもう取りだったそうだ。不祥事を起こして角かく界かいを追われたらしいが、仮にもプロの相撲取りだった男である。並の人間が束になって掛かったところで敵かなうわけがないのも、道理といえば道理だった。

『フェノミナ』は小さな店だ。そこから得られる見かじめ料も、高が知れている。だが、そんな事は、最も早はやどうでもいい。問題なのは、斜しや道どう組の中でも武ぶ闘とう派で鳴らす阿あ部べ組の組員たちが、たった一人の男にいいように遊ばれたという事である。男を売る稼か業ぎようとして、これを見過ごしにする事はできなかった。普ふ段だんは、こんな地まわりのような仕事はしない大だい介すけが、わざわざここまで出で張ばってきたのも、この問題が阿部組の面子メンツに関かかわるからにほかならない。




　　　　三




　昼間だというのに『フェノミナ』の店内は薄うす暗ぐらかった。窓があるにはあるが、すべてシェードが下ろされている。夜ならこの薄暗さも雰囲気があると思えるかもしれないが、昼ひる日ひ中なかの屋外から入り込んでくると、安っぽさだけが目に付くようだった。

　右手側に小さなカウンターがあり、ぼさぼさ頭の若者がジーンズ姿で働いている。店で出すものの仕込みでもしているのだろうか。

　左手側には、窮きゆう屈くつな感じのボックス席が、都つ合ごう三つ。その一番奥のボックス席に、大柄な男が座っていた。店のドアが開いた事にも気付かぬ様よう子すで、一人手て酌じやくで飲み続けている。

　念のために、カウンターの若者を見やると、無言の頷うなずきが返ってきた。という事は、あれが敷島で間違いないようだ。大介は、それを確認してから、ボックス席の方へと向かった。

　テーブルの上にあるだけでも七本。周囲の床には、それこそ数え切れないほどの酒さか瓶びんが転がっている。どうやら『居続けの飲み続け』とは、冗じよう談だんでもなんでもない、そのままの意味だったようだ。この調子で居座られていたのでは、確かに『フェノミナ』も堪たまったものではあるまい。

　大介は、テーブルを挟はさんで敷島と向かい合う位置のソファに、どすんと腰を下ろした。

　敷島が、グラスを手にしたまま、どんよりとした酔すい眼がんを向けてくる。

　鬼おに瓦がわらのような、ごつい顔をした男である。似合いもしない長髪は、相撲取りだった頃ころの名残りだろうか。調べによれば、まだ二六歳の筈はずだが、目の前の敷島は、その実年ねん齢れいより一〇も老ふけて見えた。荒れた生活を続けてきた報むくいだろう。だが、腕まくりした袖そでから覗のぞく二の腕は、まるで丸まる太たのようだし、シャツのボタンも、胸板の厚みに、今にも引きちぎられそうだ。相撲取りとして過ごしてきたその体力は、まだまだ人並み外れたものを残しているようだった。

「おい、ひで。煙草たばこ」

　大介が、敷島を睨ねめ付けたままそう言うと、脇わきに控ひかえていた南な雲ぐもが、すかさず煙草の箱はこを差さし出してきた。大介が口で咥くわえて一本引き抜くと、南雲のライターがその先せん端たんに火を点つけた。

　大だい介すけは、ソファにふんぞり返ると、ゆっくりと煙草たばこを吸い付けた。だが、その目は、敷しき島しまを睨ねめ付けたままだ。

「……誰だれだ、手前ぇ」

　しびれを切らしたように、敷島が口を開いた。ひどく嗄しわがれた、野太い声である。

「斜しや道どうだよ」

　大介が短く答えると、敷島は鼻で笑った。

「性しよう懲こりもなく、また来やがったのか、ヤー公」

「ああ、来たさ。この辺はうちの縄張シマりなんでな。掃除はきっちりしとかねえと、看板に傷が付く」

「笑わせるぜ、ヤー公。手前らみてえな寄生虫がいるから、こういう店には用心棒が必要なんだ。なあ」

　敷島は、同意を求めるように、カウンターの若者に呼び掛けた。だが、若者は、敷島と目を合わそうとはしない。

「まだ分かってねえようだな、手前ぇ」

　大介は、吸い込んだ煙草の煙けむりを、敷島めがけて吹ふき付けた。

「お前を追い出してくれってのは、この店からの頼みなんだよ。用心棒だかなんだか知らねえが、そう思ってんなぁ、お前だけだ。厄やつ介かい者ものはお前の方なんだよ。分かったか、相撲すもう取り」

　敷島は、自分に背を向けたままの若者を、じっと見詰めている。どこか、ショックを受けたような目付きだった。この数日間、店にいる事を黙もく認にんされていた事で、用心棒として受け入れられたのだとでも思い込んでいたのかもしれない。だとすれば、この男、本物の大馬ば鹿かだ。

「手前ぇ、相撲取りを廃はい業ぎようになってから、関西で組の世話になってたそうだな」

　大介のその言葉に、敷島が振り返った。その目には、軽い驚おどろきがある。

　大介には、にたりと笑った。

「この世界、結構、情報網が発達しててな。そのくらいの事は調べりゃすぐ分かる。しかも手前ぇ、世話になった組の金に手ぇ出して、絶ぜつ縁えん食くらったそうじゃねえか」

　阿あ部べ組の組員が病院送りにされてから今まで、阿部組が敷島に手を出さずにいたのも、敷島が関西の組の人間らしいという情報があったからだ。ひょっとすると斜道組に戦争を仕掛けるための鉄砲玉ではないかという疑いがあったため、裏を取っていたのである。

　だが、敷島は、その組からも絶縁を食らっていた。

　要するには、この敷島という男は、常じよう識しきも無ければ節せつ操そうもない、ただの体力馬鹿なのである。角かく界かいから追い出され、一時は身を寄せた関西の組からも見捨てられて、流れ流れてこの街に来たというわけだ。『フェノミナ』に押し掛け用心棒として居座ろうとしたのも、この男なりに考えた就しゆう職しよく活動だったのだろう。

「破門じゃなくて絶縁だ。その意味が分かってんのか、相撲取り」

「知るかよ、そんな事。どっちだろうと、俺おれが追い出された事にゃ変わりねえ」

　敷しき島しまは苦にが々にがしく吐き捨てると、手にしていたグラスの中身を一気に煽あおった。

「お前に分かりやすく言ってやるとな、絶ぜつ縁えん食らった野郎は、その後一切、極ごく道どうの世界とは関わりが持てねえんだよ。要するに、手前ぇを煮て食おうが焼いて食おうが俺の勝手、どっからも文句は出ねえってこった」

　大だい介すけの言葉が耳に入っているのかどうか、敷島は、ウイスキーのボトルに手を伸ばし、空になったグラスに、その中身を、なみなみと注そそぎ込んだ。この数日来、酒浸びたりになっていながら、まだ飲むつもりでいるらしい。

「うちの連中にあれだけの事をしてくれたんだ。普通なら、ただじゃ済まさねえところだが、手前ぇ、まじもんの馬ば鹿からしいから、一度だけは見逃してやる。とっとと、この街から出てきな。そうすりゃ、五体満足でいられるぜ」

　不意に敷島が笑った。くくっと、喉のどを鳴らすような笑いである。

「なにがおかしい」

「煮て食うだの焼いて食うだのぬかしやがったが、どうやって俺を煮るつもりなんだよ。あ？」

　小馬鹿にした口調で言いながら、敷島は、ウイスキーを注いだばかりのグラスを、大介の目の前に突き出すようにした。

「手前ぇらヤー公なんざ、俺から見りゃ、餓が鬼きも同然だ。軽く撫なでてやっただけで、悲鳴を上げて泣き出しちまう。俺と手前ぇらとじゃ、住んでた世界が違うんだよ」

　その瞬しゆん間かん、敷島の手の中のグラスが、音を立てて弾はじけた。敷島が、その握力だけで、グラスを握り潰つぶしたのである。注がれていたウイスキーが、グラスの破片とともにテーブルの上で跳はね、飛沫しぶきとなって大介のジャケットを濡ぬらした。

「俺はもう、この身一つで生きてくって決めたんだよ。手前ぇらヤー公がなにをほざこうが知った事か。俺に言う事聞かせてえんだったら、腕ずくで来い。それが手前ぇらの本ほん職しよくだろうが。……もっとも、俺相手にそれができるならの話だがな」

　敷島は嘲あざけるように言いながら、掌てのひらを濡らしたウイスキーを、ぺろりと舐なめた。

「……」

　大介は、煙草たばこを灰皿の底に押し付けるようにして揉もみ消すと、その手をそのまま、テーブルの端はしのナプキン入れの方へと伸ばした。紙ナプキンを一枚引き抜き、ジャケットに付いたウイスキーの飛沫を、払うようにして拭ふき取る。

　そして、

　しゅぱっ！

　なんの前置きもなく、大介の右手が、空気を切り裂いた。

「？」

　大だい介すけがなにをしたのか分からなかったのだろう。敷しき島しまは訝いぶかしむような目付きで、大介を見詰めている。

　と、次の瞬しゆん間かん、その敷島の鼻び梁りようから、鮮せん血けつが噴ふき上がった。

　ジャケットの内側に収めていたダマスカスナイフ。大介は、それを引き抜きざま、敷島の顔面を横に薙ないだのである。それが一挙動。まさに閃せん光こうのスピードだった。

「うお!?」

　痛みに、というより、その出血の勢いに驚おどろいた様よう子すで、敷島が仰のけ反ぞる。

　だが、仰け反ったその時には、大介がそれを追うように立ち上がっていた。手近なボトルを握り締しめ、敷島の側頭部めがけて、容赦なく打ち下ろす。

　ごっ！

　鈍にぶい音とともに、痺しびれるような手て応ごたえが、大介の腕に響ひびいた。

　ぐらりと揺ゆらいだ敷島の上体が、そのままテーブルの上に倒れ込む。その目から光が失せたところを見ると、今の一いち撃げきをまともに食らって、意い識しきが飛んだのかもしれない。

　だが、それでも大介は、攻撃の手を緩ゆるめなかった。テーブルに突っ伏した敷島の後頭部目がけ、一いつ気き呵か成せいに、何度も何度も、ボトルを叩たたき付けた。分厚いガラス製のボトルは、容易な事では砕くだけない。中のウイスキーが手て頃ごろな重りともなって、人を殴なぐり付けるには格かつ好こうの得え物もの、まさに凶器だった。

「おら、どうしたんだよ、相撲すもう取とり。折角、手前ぇの言う通りにしてやってんだ。ちったぁ、やり返してみろよ。あっ？」

　殴なぐり付ける手を休めぬまま、大介は吠ほえた。

　しかし、敷島はテーブルに突っ伏したまま動かない。大介に殴り付けられるたびに、体を震ふるわせるだけだ。

「なにが、違う世界だ。そっから追い出されてきやがった癖くせに、ふざけた事ぬかしてんじゃねえぞ、ぼけ！」

『フェノミナ』の薄うす暗ぐらい店内に、ごっ、ごっ、と、敷島の頭ず蓋がい骨こつが打たれる鈍い音が響ひびき渡る。

「ちょ、ちょっと、岡おか崎ざきさん」

　狼ろう狽ばいしたような南な雲ぐもの声が聞こえた。

「もういいでしょう。そいつ、もう動けませんよ。それ以上やると、本当に死んじまいます」

　大介は、ボトルを握り締しめたまま、南雲を振り返った。

「あ？　なに言ってやがんだ。こんな馬ば鹿かが一人、死んだところで、誰だれが困るってんだよ」

「そりゃあ、そうっすけど……さすがに、ここじゃ、まずいっすよ」

　南雲が、カウンターの方を、ちらりと見やる。

　カウンターの中では、例のぼさぼさ頭が、顔面蒼そう白はくになって、大介を見詰めていた。

「ち……分かったよ」

　大だい介すけは舌打ちをしながら、振り上げていたボトルを下ろした。

「じゃあ、とっとと組に連絡して、この馬ば鹿かを運び出させろ」

「はい」

　南な雲ぐもは頷うなずくと、上着の内ポケットから、携帯電話を取り出した。

　大介の手にしたボトルには、敷島の血と髪の毛が、べっとりと貼はり付いている。大介はその蓋ふたを開けると、

「おら、手前ぇの大好きな酒だ。たっぷりと味わいな」

　テーブルに突っ伏したままの敷しき島しまの体の上に、ばしゃばしゃとその中身を浴あびせ掛けた。

「おい、ひで、煙草たばこだ」

　南雲が携帯で話しながら、煙草の箱はこを大介に差さし出してくる。

　先程と同じように、大介は、口で咥くわえて、その一本を引き抜いた。だが、今度は、すぐには火を点つけない。続いて差し出されたライターを南雲の手からもぎ取ると、自分の手で、ライターに火を灯ともす。そしてその火を、ウイスキーでびしょ濡ぬれになった敷島の体に近付けた。

　ぼっ……。

　微かすかな音とともに、敷島の体が、青白い炎に包まれた。揮き発はつしたアルコールに火が点ついたのである。

「おお、綺き麗れいだ綺麗だ」

　大介は、ぱちぱちと二度ばかり手を叩たたいてから、口に咥くわえた煙草の先を、その炎に近付けた。

「ガソリンじゃなかっただけ、よかったと思え」

　大介は煙草をくゆらしながら、動かなくなった敷島の体を、満足げに見下ろした。
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　阿あ部べ組の組員たちは、一〇分もしないうちに駆かけ付けてきた。

　大介の仕事はこれで終わり。あとの事はこの組員たちに任しておけばいい。このあと敷島がどうなるかなど、大介の知った事ではなかった。

　颯さつ爽そうと『フェノミナ』をあとにした大介だったが、ビルから外に出た時、

「あ……」

　思わず、その場で足を止めた。

『フェノミナ』が入居しているビルの前には、大介たちが乗ってきた車のほかに、もう一台、黒くろ塗ぬりのベンツが停とめられていた。今やってきた阿部組の組員たちが乗ってきた車だろう。そのベンツの車体に寄り掛かるようにして、一人の男が立っている。

「よう、大介。久しぶりだな」

　男は、その丸顔に人ひと懐なつっこい笑えみを浮かべると、大介に向かって、右手を軽く、ひらひらと振った。

「宮みや内うちさん……」

　そこにいたのは、斜しや道どう本家の宮内志し郎ろうだった。組の役やく職しよくにこそ就ついていないが、ゆくゆくは斜道を背せ負おって立つべき人間と、組の長老たちから期待されている男である。もっとも本人にはその意志は無いようで、本家にも気が向いた時にしか顔を出さないのだが。

　アメリカに出向いていた宮内がしばらく前に帰国したらしいという話は、大介も耳にはしていたが、こうして宮内と顔を合わせるのは、本当に久しぶりだった。

　この日の宮内は、白のスラックスに、同じく白のタートルネックを着込み、その上にコートを羽は織おっていた。やけにふわふわした、ミンクのロングコート。それもどう見ても女物である。

「どうだ、これ。結構いいだろ？」

　大だい介すけの視し線せんに気付いた宮内が、自じ慢まんげにコートの襟えり元もとを摘つまんで見せた。

「……あったかそうで、いいっすね」

　宮内が妙な格かつ好こうをしているのはいつもの事なので、大介は当たり障さわりなく、それだけ答えた。

「それより、どうしたんです？　こんなところで」

「なあに、お前に会いに阿あ部べのところに行ったら、今からお前のとこに行くって連中がいたからさ。ついでに乗っけてきて貰もらったんだ」

　その時、ビルの階段の方から、騒さわがしい足音が聞こえてきた。阿あ部べ組の組員たちが、敷しき島しまを運び出してきたのである。ぐったりとした敷島の体は血まみれの酒まみれ。おまけに髪の一部が、ちりちりに焦こげている。

「……どうやら、お前も真ま面じ目めに仕事してるらしいな」

　ベンツのトランクに放り込まれる敷島を横目に見てから、宮内が大介に視し線せんを戻す。

「お陰様で」

　苦く笑しようを浮かべながら、大介は答えた。

「それより、宮内さんの方は、今、なにやってんですか？　アメリカから帰ってきたって話は、随ずい分ぶん前に聞きましたけど」

「俺おれか？　俺は今、速はや水みんとこに厄やつ介かいになってる」

「速水の？」

　宮内の返答に、大介は顔を顰しかめた。

　速水敬けい介すけは、斜道本家の幹部に名を連ねてはいるが、極ごく道どうとは名ばかりの腰抜けだ。金を稼かせぐのは得意なようだが、自分の手を汚す事を毛嫌いしている。高たか杉すぎを自首させろと阿部に命令されていながら、なんやかんやと理由を付けては、ずるずると決定を先送りしているのが、そのいい証しよう拠こだった。

「なんでまた、あいつのとこなんかにいるんです。行くとこがないんだったら、うちに来てくれりゃあいいじゃないですか。酒も女も一級品を揃そろえときますよ」

「そいつはありがたいが、まあ、いろいろと野や暮ぼ用もあってな。……それより、大介。お前、ひとつ忘れ物をしてるぞ」

「？　なんすか？」

　怪け訝げんな表情で訊きき返した大だい介すけに、宮みや内うちは、やや強い視し線せんを当ててきた。

「速はや水みさんだろ？　あいつは仮にも本家の幹部だ。お前より格上なんだよ。あいつを呼び捨てにしたかったら、それなりの男になってからにするんだな」

　自由気ままに生きている癖くせに、宮内は時々、妙に口うるさい事を言う。

　速水なんぞに、いちいち、さん付けするのは癪しやくに障さわるが、相手が宮内では口くち応ごたえするわけにもいかなかった。それに第一、速水も高たか杉すぎも、いずれは潰つぶす事になっている。目め障ざわりなのも今のうちだけだ。

「……分かりました。すいません」

　不承不承ながらも、大介がそう答えると、

「それでいい」

　宮内は満足そうに頷うなずいた。

「……ところで、大介。お前、これから時間あるか？」

「そりゃあ、宮内さんのお誘さそいなら、時間なんかいくらでも作りますけど……なんすか？　いったい」

「なあに、久しぶりにお前と一杯やろうと思ってな。どうだ、付き合わねえか？　綺き麗れいな姉ちゃんが大勢いるところだぜ」

　そう言い出したところを見ると、もう飲む店も決めてあるらしい。だが、時刻はまだ、昼の二時にもなっていない。真っ昼間もいいところだった。

「付き合うのはいいですけど、こんな時間からやってんすか？　その店は」

「ああ、今日は特別にな」

　宮内は、そう言って、にやにや笑っている。

「へえ……そうすか。分かりました。じゃあ、この車で行きましょうか」

　大介が、自分たちが乗ってきた車を示すと、

「ああ、そうしてくれると助かるな」

　宮内は鷹おう揚ように頷うなずいた。

「分かりました。……それじゃあ、ひで。運転を頼む。道は宮内さんに聞いてくれ」

「はい」

　大介の指示を受けて、南な雲ぐもが早さつ速そく、運転席のドアを開けた。宮内が後部座席に乗り込んだのを確認してから、大介も助手席に乗り込む。

　そして、大介たちを乗せた車は、『フェノミナ』をあとにした。
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「ほらほら、あんたたち、ちゃんと端はしっこ留とめとかないと、風でめくれちゃうでしょ」

　村むら上かみ玲れい奈なは、坂さか巻まき病院の中庭で、声を張り上げていた。

「はぁい」

　柳やなぎ美み沙さ緒おと君きみ塚づか茜あかねが、声を揃そろえて返事する。看かん護ご婦ふの制服の上に、美沙緒は水色の、茜はピンクのカーディガンを重かさね着していた。

　茜が、風に舞まわないように四つん這ばいになってシートを押さえ、その間に、美沙緒がコンビニの袋からジュースの缶を取り出して、重し代わりに、シートの縁ふちに並べていった。

「これでいいですか？　先生」

　茜と美沙緒が、玲奈を振り返った。

「うん。まあ、そんなもんでしょ」

　中身を飲んでしまったら、ジュースの缶は重しにはならなくなるが、そうなる時には、シートの上には人間が座っている筈はずである。風に舞う事もないだろう。

「こっちの方も、準備できましたよ」

　広げられたシートの脇わきにしゃがみ込んでいた岡おか田だ由ゆ利り子こが、そう言って、顔を上げた。

　由利子の前には、病院の倉庫から引っ張り出してきた七しち輪りんが置かれている。赤々と燃もえた炭の上には、目の細かい金網が敷しかれている。その七輪の横には、乳白色の殻からにくるまれた銀ぎん杏なんが、ざるに積まれて用意されていた。

「なんか……私だけ、なんにもしなくて悪いみたい」

　的まと場ば恵めぐ美みは、車椅い子すの上で、少し居心地悪そうにしていた。この間と同じように、恵美には厚手のコートを着せた上に、足下を毛布でくるんでやってある。

「いいのよ、そんな事気にしなくて。なんたって、今日はあんたが主しゆ賓ひんなんだから」

　車椅子の脇わきに立ったまま、玲奈は恵美に、そう言ってやった。




　的場恵美は、手術を明後日あさつてに控えている。それも、今まで聞いた事もないような、特殊な手術である。坂さか巻まき病院にやってきた三人の医学博士たちが開発した最新の医い療りよう技術が、恵美には施ほどこされる事になっていた。

　だが、『最新の医療技術』といえば聞こえはいいが、現段階では、正式な医療行為と認定もされてもいない手術である。それを行うのは、明らかな違法行為と言えた。

　ひとつ間違えれば生体実じつ験けんとも取られかねないこんな手術を、本来ならば玲奈も、恵美にさせたくはない。しかし、にもかかわらず玲奈がこの手術にゴーサインを出したのは、一つには、現在の医療技術では恵美の体を完治させる事は不可能だという厳げん然ぜんたる事実があり、二つには、藤ふじ岡おかたちが卓絶した医学者である事が分かったからであり、三つには、恵美自身が強くそれを望んだからである。その三つが揃そろってさえいなければ、たとえ恵めぐ美みに恨うらまれる事になろうとも、玲れい奈なはこの手術に反対した筈はずだ。

　手術の内容そのものは医療行為として認められてはいないとはいえ、最低限必要な手続きは済ませてあった。院長にも手術の事は知らせてあるし、恵美の母親の同意も得ている。

　もちろん、恵美の母親には、手術の内容までは明あかしていない。あくまでも、通常の手術として説明してある。恵美の母親も、手術の内容までは立ち入って聞こうとせず、むしろ手術代の事ばかりを気にしていた。特に追加の料金を取るつもりはないと玲奈が説明すると、恵美の母親はほっとしたように、ではお任せしますと、そう答えたのだった。

　だが、院長の方は専門家であるだけに、手術の意図と内容とを曖あい昧まいなままに済ませるわけにはいかなかった。しかし、藤ふじ岡おかの勧すすめで、速はや水みから話を通して貰もらうと、呆あつ気けないほど簡かん単たんに、院長の許可も下りたのである。癪しやくには障さわるが、やくざはやくざなりに役に立つ事もあるようだ。

　こうして、病院内で必要な手続きを済ませた玲奈が、手術の日程を藤岡に伝えた時である。

　ふと思い出したように、藤岡がこんな事を言い出した。

『手術を終えると、しばらくの間、普通の食事はできなくなる。あの子も楽しみにしてるようだから、例の銀ぎん杏なんを食べる会、手術の前に開いてやった方がいいんじゃないか？』

　玲奈にも異存はなかったので、早速、『患者の精神的ケアのため』という名目で、病院側の許可を取る事にした。

　恵美も大喜びで、

『それじゃ、藤岡先生たちも呼んで、みんなで食べましょうよ』

　と、そういう事になったのである。
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　藤岡が中庭に姿を現したのは、それから一〇分ほどしてからの事だった。着ている服は、ベージュのズボンに、濃のう灰かい色しよくの厚手のセーター。暖かそうではあるが、至って地味な服装である。相変わらず洒落しやれっ気のない男だ。その後ろには、天あま本もとと佐さ々さ木きの姿もあった。

「あ、藤岡先生、いらっしゃい」

　恵美がそう挨あい拶さつすると、

「やあ」

　藤岡は穏おだやかな笑えみでそれに応こたえながら、玲奈たちの方へと歩み寄ってきた。

「どうも待たせてしまったようだね。申し訳ない」

　公孫樹いちようの木のそばに敷しかれたビニールシートの上には、スナック菓子や、ちょっとしたつまみを盛りつけた紙製の食器が並べられ、既すでに宴えん会かいの準備が整えられている。場所が場所だけに、そう派は手でな事はできないが、アルコール類も多少は用意してあった。さすがに、玲奈たちは勤きん務む中だから飲むわけにはいかないが、藤岡たちが飲みたがるかもしれないと思って、一応、揃そろえておいたのである。

「そうでもないよ。ちょうど準備が終わって、今から始めようかと思ってたとこ。待とうなんて思ってなかったから、気にしなくていいよ」

　玲れい奈なが、そう応こたえると、

「そうか」

　藤ふじ岡おかは、笑いながら、軽く頷うなずいた。

「あの……藤岡先生。今日は、どうもありがとうございます」

　恵めぐ美みのその言葉に、藤岡は、やや怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「ん？」

「今日の、この会の事。藤岡先生が開くように言ってくれたって、玲奈先生が」

「ああ、その事か」

　藤岡が破は顔がんした。

「なに、わざわざ礼を言われるほどの事じゃないよ。というより、礼を言わなきゃならないのは、我々の方だ」

「え？」

　今度は恵美が、不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「君のお陰で、久しぶりに青空の下で、のんびり羽根を伸ばせる。招待してくれて、どうもありがとう」

　藤岡のその返答は、満更お世せ辞じばかりでもなさそうだった。

「いつもは地下に籠こもりっきりだもんね」

　玲奈が、含み笑いしながら口を挟はさむと、

「まあ、そういう事だな」

　藤岡も笑いながら、そう答えた。

「じゃあ、そろそろ始めるから、適当なとこに座ってよ」

「ああ、分かった。……それじゃ、先生。どうぞ、そちらへ」

　藤岡が、天あま本もとたちを振り返った。

「うん。それじゃあ、お嬢じようさんたち、ちょっとお邪じや魔まさせて貰もらいますよ」

　由ゆ利り子こや美み沙さ緒おたちに気さくに声を掛けながら、天本は靴くつを脱いだ。ビニールシートの一角、公孫樹いちようの木に近い場所に腰を下ろす。佐さ々さ木きも、その左隣どなりに、胡座あぐらをかいて座った。

　天本は、いかにも楽しそうに、にこにこしていたが、佐々木の方は、やや所在なげな様よう子すである。どうも、こういう賑にぎやかな席は苦にが手てらしい。

　それでも、

「風に揺ゆれる公孫樹を眺めながら、秋の味覚を味わう、か……。実に風流だな。そうは思わんか、佐々木くん」

　そう、天あま本もとに声を掛けられると、

「ええ、そうですね」

　唇くちびるの端はしに苦く笑しようめいたものを浮かべながら、佐さ々さ木きは、そう答えていた。

　続いて靴くつを脱ぎかけた藤ふじ岡おかが、ふと気付いたように、玲れい奈なを振り返った。

「君は座らないのか？」

「うん。あたしはここにいるよ。その方がいいでしょ」

　腰よう椎ついを損傷している恵めぐ美みは、車椅い子すから降りる事ができない。恵美に寂さびしい想おもいをさせないように、玲奈はずっと、そのそばに付いていてやるつもりだった。

「そうか。そうだな」

　藤岡が頷うなずいた時、

「やあやあ、皆さん。お揃そろいですな」

　どこからともなく、そんな能天気な声が聞こえてきた。

　見ると、一般用の駐ちゆう車しや場じようのある方角から、宮みや内うちが右手を振りながらやってくるところだった。値の張りそうなミンクのコートを無造作に羽は織おり、傍かたわらには見み慣なれない若い男を引き連れている。

「またあんたかい……。いったいなにしにきたのよ」

　玲奈が、あからさまに不ふ機き嫌げんな顔をして見せたにもかかわらず、

「いやぁ、今日は素す敵てきなパーティがあるって聞いたもんでね。ぜひ参加させて貰もらおうと思ってきたんですよ。ほら、この通り、差さし入れも持ってきました」

　宮内は、あっけらかんと、そう答えた。ひょいと持ち上げられたその左手には、三本まとめて紐ひもで括くくった日本酒の瓶びんが提さげられている。

「誰だれもあんたなんか呼んでないっての。とっとと帰れ」

　玲奈が腕組みをしたまま無ぶ愛あい想そに答えると、そのやりとりを見ていた藤岡が、

「まあ、いいじゃないか。折角来てくれたんだし、追い返す事もないだろう」

　苦く笑しようを浮かべながら、取りなすように、そう声を掛けてきた。

「そうですよ、玲奈先生。それに、人数は多い方が楽しいし。ね？」

　車椅い子すから玲奈を見上げながら、恵美までもが、宮内の味方をする。

　これでは、玲奈一人が悪者のようだ。

「ほらほら、お二人とも、そう言ってるし」

「……分かったよ。じゃあ、好きにすればいいだろ」

　仕方なく認めてやると、宮内は、にんまりと笑った。その笑い方が、また玲奈の癇かんに障さわる。

「言っとくけど、今日だけ特別だからね。あんまり調子に乗るんじゃないよ」

「分かってますって。それじゃあ、女医先生のお許しが出たところで、こいつ、紹介しときますね。……おい、大だい介すけ」

　宮みや内うちは後ろを振り返ると、離はなれたところで手持ち無ぶ沙さ汰たにしていた男を、軽く手招いた。

「こいつは岡おか崎ざきって言いまして、うちの若い者もんです。不作法はさせませんから、ご相しよう伴ばんさせてやって下さい」

　年ねん齢れいは二〇代の前半と言ったところだろうか。浅黒い肌が特徴的な男だった。薄うすい唇くちびる。鋭するどい目付き。眉まゆ毛げも細く剃そり上げている。酷こく薄はくさの漂ただようその風ふう貌ぼうは、人を威圧する事に長たけた男の顔だった。

　だが、その岡崎は、宮内に紹介されながらも、どこか釈然としない顔付きでいた。眉み間けんに皺しわを寄せながら、ひと渡り玲れい奈なたちを見まわし、そして思い切ったように、宮内を振り返る。

「ねえ、宮内さん……。いったい、ここ、どこなんすか？」

　そんな事を今いま更さら問い質ただしているところを見ると、この岡崎という男、事情も知らされずにここまで連れてこられたらしい。

「どこって、見りゃ分かるだろう。病院だよ、病院」

「だって……酒飲みにきたんすよね？」

「おうよ」

「こんなところでですか？」

「そうだよ。なんか文句あんのか？」

　宮内が、ちらりと横目を使った。

「あ、いや……文句はないっすけど……でも、なんでこんなところで……」

「見ろよ、大だい介すけ」

　宮内は、おもむろに左手を掲げると、中庭に植えられた公孫樹いちようの木を指し示した。

「青空のもと、公孫樹を愛めでつつ、一杯やる。風流だろう？」

「いや、それはいいんすけど……」

「おまけに見ろ。地上を見渡せば、綺き麗れいどころが揃そろってる。ざっと紹介しとくとな、この先生は、外科医の村むら上かみ玲奈先生、その隣となりにいるのが恵めぐ美みちゃん。で、あっちにいるのが、看かん護ご婦ふの美み沙さ緒おちゃんと茜あかねちゃんで、その横が由ゆ利り子こさんだ」

　いつの間にか宮内は、由利子の名前まで知っていた。まったく油ゆ断だんのならない男である。

「これだけ道具立てが揃そろってるとこは、そうはねえぞ。いったい、どこに文句があるってんだ？　ん？」

　宮内は、岡崎の顔を覗のぞき込むようにして、そう言った。

　その宮内を、岡崎は長々と見返していたが、やがて、

「……いえ、ありません」

　諦あきらめたように、そう答えた。

「連れてきて貰もらってよかったよな？」

「……はい」

　宮みや内うちに言い返す事の無意味さを悟さとったらしく、岡おか崎ざきは、それにも素直に頷うなずいていた。

「ようし、それでいい。それでこそ、俺おれもお前を連れてきた甲か斐いがあったってもんだ」

　宮内は満足そうに笑ったが、岡崎の方はいい迷めい惑わくである。どうやら、宮内に振りまわされているのは、速はや水みや高たか杉すぎだけではないらしい。

「それじゃ、せいぜい楽しむといい。ああ、それから、今日の主役はそこにいる恵めぐ美みちゃんだ。失礼のないように、ちゃんと挨あい拶さつしとけ。俺は先生方に挨拶してくるからな」

「挨拶って……なに言やいいんすか」

「そんな事は自分で考えろよ。よろしくとかなんとか、いろいろあるだろうが」

　宮内はそれだけ言うと、岡崎をその場に残して、さっさと天あま本もとたちの方へと行ってしまった。

「こんちは、博士。これ、こないだ言ってた蔵くら出しの地酒です。……ああ、佐さ々さ木きさんも、どうもどうも」

　などと、早さつ速そく、愛想を振りまいている。

　一方、置き去りにされた形の岡崎は、しばしそんな宮内を眺めていたが、やがて、やれやれと溜ため息いきをつくと、恵美の方に向き直った。あんな男の言う事でも、言い付けには従うつもりでいるらしい。やくざの世界も大変である。

　しかし、向き直りはしたものの、岡崎はなかなか口を開こうとはしなかった。恵美の前に立ったまま、なにやら難しい顔をしている。自分でも言っていたように、初対面の、しかも一四歳さいの女の子相手に、なにを話せばいいのか分からないでいるのだろう。

　どうなる事かと、玲れい奈ながそれとなく様よう子すを見守っていると、恵美の方から気を使つかって、

「こんにちは」

　と、話し掛けていた。

「……よう」

　ぶっきらぼうな調子で、岡崎がそれに応こたえる。だが、それだけだ。

　やや間があってから、また恵美の方が、話し掛けた。

「今日は、宮内さんに誘さそわれてきたんですか？」

「……ああ」

「面おも白しろい人ですよね、宮内さんって。いつもあんな感じなんですか？」

「まあな。……お陰で、こっちは調子が狂いっぱなしだ」

　岡崎は苦く笑しようを漏もらしたが、それで少し気が楽になったらしい。今度は自分から口を開いた。

「さっき宮内さんが、お前が主役とか言ってたけどよ。誕たん生じよう日びかなんかか？」

「いえ、そういうわけじゃないんですけど……」

「じゃ、なんだよ」

「実は、私、今度、手術を受ける事になってて……だからその前にみんなで楽しく過ごそうって、先生が言ってくれたんです。それで」

「へえ、手術か……」

　岡おか崎ざきは今いま更さらのように、車椅い子すの上の恵めぐ美みを、しげしげと見詰めた。

「……そいつはまた大変だな」

「でも、絶対治るって、先生、約束してくれたから」

「そうかい。ならよかったじゃねえか。俺おれには関係のねえこったけどよ。ま、せいぜい頑張ってくれや」

「はい。ありがとうございます」

　と、岡崎と恵美のやりとりがそこまで進んだところで、

「おい、大だい介すけ。挨あい拶さつが済んだら、ちと、こっちきて手伝え」

　また宮みや内うちの呼ぶ声が聞こえてきた。

「今度はなんすか？」

　体をねじるようにして、岡崎が振り返る。

　宮内は、いつの間にかコートを脱いで、由ゆ利り子こと一いつ緒しよに、七しち輪りんの脇わきに屈かがみ込んでいた。二人の前には、ざるに積まれた銀ぎん杏なんが置いてある。宮内はその銀杏を一つ摘つまみ上げると、

「この銀杏だけどよ、このまんま火に掛けると、ぱちぱち弾はじけて危ねえから、この合わせ目に包丁入れて、少し割れ目を作っとくんだ。由利子さんの手付きじゃ、どうも危なっかしいから、お前、代わりにやってやってくれ」

「俺がっすか？」

「ああ。飲み食いさせて貰もらうんだ。その分くらいは働かなきゃな。それに、お前、刃物の扱いはお手のもんだろうが。特技はこういう時に活いかすもんだ」

「……これだよ」

　岡崎は、憮ぶ然ぜんとした表情で呟つぶやくと、小さく一つ舌打ちした。

　それを見て、恵美がくすくすと笑っている。

「仕様がねえ、ちょっと行ってくら」

「はい」

　笑え顔がおで頷うなずく恵美に、岡崎が、もう一度、ちらりと目を向ける。そして、ふっと鼻を鳴らすようにして笑うと、宮内のもとへと小走りに駆かけていった。
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　こんがりと焼けた銀杏が、金網の上で、香こうばしい匂においを漂ただよわせている。

　由利子が菜さい箸ばしでそれを摘つまみ上げ、皿に載のせて、玲れい奈なと恵美のところに持ってきてくれた。

「熱いですから、気を付けて下さいね」

「ん、ありがと」

　火傷やけどしないようにハンカチにくるみながら、ぱちりと殻からを割り、中の実を取り出す。爪つま楊よう枝じに刺してから周囲の薄うす皮かわを取り去ると、艶つややかな真緑の銀ぎん杏なんが姿を現した。ぷっくらしたその実からは、白い湯ゆ気げが立ち上っている。

「はい、どうぞ」

　玲れい奈なは、爪つま楊よう枝じごと、恵めぐ美みに銀杏を手渡した。

「すいません」

　恵美は、それを受け取ると、つやつやとしたその実を間近に眺めていた。

「綺き麗れいな色……なんか食べるのが勿体ないみたいです」

「なに言ってんのよ。恵美ちゃんが食べてくれなきゃ、みんなだって食べらんないじゃない」

「そうですか？　それじゃ」

　皆の注目を浴あびて、恵美は少し恥はずかしそうにしていたが、思い切って、ぱくっと銀杏を口に入れた。やはり熱いのか、はふはふ言いながら、口を動かしている。

「どう？　おいしい？」

「うん。ほくほくしてて、おいしいです」

　恵美が満まん面めんの笑えみで頷うなずいた。

「そ。良かった。……それじゃ、最初の一個を主しゆ賓ひんが食べてくれたから、みんなも食べていいよ」

　玲奈が、ビニールシートの方で車くるま座ざになっている面々を見渡しながら、そう言うと、

「やれやれ、やっとお許しが出ましたか」

　宮みや内うちが早さつ速そく、皿の方へと手を伸ばした。玲奈のようにハンカチなどは使わず、親指の腹で押さえて殻からを割り、小皿に盛った塩を少しまぶしてから、口の中へと放り込む。

「うん、こいつはいけますよ。野や趣しゆがあって香こうばしくて。秋の味覚もここに極きわまれりってとこですな」

　そして、プラスチックのコップに注いだ日本酒を、くいっと呷あおり、

「う～ん、風流風流」

　と、なにやら一人で悦えつに入っている。

　その宮内の脇わきでは、岡おか崎ざきが、胡座あぐらをかいた足の上に銀ぎん杏なんを入れたざるを抱え、黙もく々もくと銀杏の殻に割れ目を入れていた。包丁の根本に近い角を押し当てるようにして、ぱちんぱちんと殻を割っていく。喜んでやっているわけではなさそうだが、確かに手て際ぎわはいい。

　男たちは、ビニールシートの奥の方、公孫樹いちようの木に近い場所で、ほぼひと塊かたまりになっていた。左端の佐さ々さ木きから、反時計まわりに、天あま本もと、藤ふじ岡おか、宮内、そして岡崎の順である。

　ビニールシートの手前側、恵めぐ美みに近い場所には、美み沙さ緒おと茜あかねが腰を下ろしていた。銀杏を焼いたりそれを配ったりという細々した仕事を、由ゆ利り子こが手際よくこなしてしまうので、少し手持ち無ぶ沙さ汰たな様よう子すだった。

「ところで、藤岡さん。手術、明後日あさつてですって？」

　宮みや内うちが、左隣どなりの藤ふじ岡おかに、そう話し掛けた。

「ああ。恵めぐ美みくんには、明日一日、食を断って貰もらって、それからという事になる」

「うまくいきそうですか？」

「自信がなければやらないさ」

「まあ、そりゃそうでしょうけどね。じゃあ、もう少しすれば、恵美ちゃんの喜ぶ顔が見られるってわけだ。俺おれも楽しみにしてますよ」

　そう言いながら、宮内は日本酒の瓶びんを摑つかみあげた。残り少なくなった藤岡のコップに、酒を注つぎ足す。

「で、手術が成功したあとはどうします？」

「どう、とは？」

　藤岡が、宮内の顔を見返した。

「またまた、とぼけちゃって。例の件ですよ。ずっと言ってる事じゃないですか。あの手術ができるようになったって事は、それだけの態勢が整ったって事だ。そろそろ俺おれのリクエストに応こたえてくれてもいい頃ころ合あいじゃないですか？」

　藤岡は、コップを摑んでいた手を膝ひざの上に下ろすと、体ごと向き直るようにして、まっすぐに宮内を見詰めた。

「宮内くん。言っておくが、恵美くんに施ほどこすのは、あくまでも治ち療りようだ。それ以上でもなければ、それ以下でもない」

「じゃあ、それ以上を施すには、まだ足りないものがあるって事ですか？　だったら言って下さいよ。なんでも揃そろえさせますから」

　口元に微笑を湛たたえたまま、宮内は、厳きびしい表情の藤岡に、ひたと視し線せんを当てていた。

「宮内くん……」

　藤岡がなにか言い掛けたが、

「いや、よしましょう」

　宮内は、機先を制するように、そう言った。

「俺おれだって、なにも、今すぐどうこうって言ってるわけじゃありませんし。今んとこは、俺のリクエストを忘れないでいてくれれば、それで結構ですよ」

「……」

「それじゃ、お互い、今は、恵美ちゃんの手術がうまくいく事を願いましょう。乾杯」

　宮内は、手にしたコップを軽く顔の前に掲げてから、くいっと一気に飲み干ほした。
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　速はや水み敬けい介すけが、玲れい奈なたちの『銀ぎん杏なんを食べる会』に顔を出しにきたのは、会が始まって小一時間ほどが経過してからだった。

「あ、高たか杉すぎさんだ」

　目め敏ざとく見付けた茜あかねの言う通り、速はや水みは傍かたわらに高たか杉すぎ一かず也やを伴っていた。

　速水は三つ揃ぞろいのスーツ姿。高杉は襟えり元もとのゆったりしたスタンドカラーシャツの上に、落ち着いた色合いの上着を重かさねている。高杉の手には、大きなバスケットが提さげられていた。

　高杉は、藤ふじ岡おかとの連絡に、これまでもちょくちょく顔を見せていたが、速水がやってくるのは、最初に第二霊れい安あん室しつで顔を合わせて以来、ほぼ一ヶ月ぶりである。

「お久しぶりです、村むら上かみ先生」

　まっすぐ玲れい奈なの前までやってくると、速水は軽く頭を下げた。

「あんたまで来るなんて、珍めずらしいじゃない。どういう風の吹ふきまわしよ」

「宮内から今日の集まりの事を聞きましてね。地下の研究所の設置に関わったものとしては、やはり顔を出しておくべきかと思いまして。そう長居をするつもりはありませんので、目め障ざわりでしょうが、しばらくの間、ご容赦下さい」

「駄だ目めだって言ったって、どうせ居座るつもりなんでしょ」

　皮肉に答えた玲奈の言葉を、速水は、礼れい儀ぎ正しく聞き流した。

「それから、皆さんのために、ささやかですが、差さし入れを持って参りました。よろしかったら召し上がって下さい。……一也」

　速水が高杉を振り返ると、高杉は提げていたバスケットを玲奈の前まで運んできた。──いや、運んでこようとして、途と中ちゆうでその足を停とめた。

　まるでモデルか俳優のように整った顔立ちの高杉。その高杉の目が一いつ瞬しゆん見開かれ、そして、細く鋭するどく険しくなった。

「どうした、一也？」

　速水が怪け訝げんな表情で、高杉の視し線せんの先を追う。

　そして、その先にあるものを見た時、速水もまた驚おどろきの声を漏もらした。

「岡おか崎ざき……？」

　高杉が見ていたのは、岡崎だった。いや、見ているどころではない。明らかな敵意さえ込めて、睨にらみ付けている。

　そして、それは岡崎の方も同じだった。宮みや内うちの隣となりに腰を降ろし、手には日本酒のコップを持ったまま、射いるような視線を高杉に向けている。

　恵めぐ美みは、驚いた様よう子すで、高杉と岡崎を見比べていた。恵美だけではない。茜も美み沙さ緒おも、そして藤岡たちも、その場にいたほぼ全員が、いったい何事かと、両者の対たい峙じに注目している。その中で、ただ一人、宮内だけが、悠ゆう然ぜんと酒を口に運んでいた。

「岡崎……。こんなところに、なにしにきたんだ」

　高杉が低く呻うめくような声せい音おんを絞り出した。

「……なにしにだと？　そいつぁこっちの台詞せりふだ」

　高たか杉すぎを睨ねめ上げたまま、岡おか崎ざきは鼻を鳴らした。

「手前ぇこそ、こんなところでなにしてやがんだ。こんなところで、ぷらぷら遊んでられる立場かよ。お？」

　岡崎の釣り上がった両目は、ぎらつくような光を放っていた。それまでとは打って変わった凶悪な顔付きである。いや、もともとやくざなのだという事を考えれば、今までが宮みや内うちのおちゃらけぶりに吞のみ込まれてしまっていただけで、むしろ、こちらの方が本ほん性しようなのだろう。

　高杉は答えない。言い返す言葉がないのか、それとも、この場で言い合える事柄ではないと自制しているのか。いずれにせよ、無言のまま、眼光だけを岡崎と戦わせていた。

　すると岡崎は、次に、速はや水みの方へと、その矛ほこ先さきを向けた。

「速水さん。あんただって、そうっすよ。こんなところで、ちゃらちゃら油売ってる場合じゃないでしょう。それより先にやらなきゃならねえ事が、あんたにはある筈はずだ。違いますか？」

　一いつ拍ぱくの間を置いてから、速水がそれに答えた。

「ああ、そうだな。君に言われるまでもなく、ちゃんと覚えているよ」

「だったら、とっととやる事やったらどうですか。おやっさんの我が慢まんにも限界ってもんがありますよ」

「私もそのつもりではいるんだがね」

　そう言いながら、速水は、ちらりと宮内の方へと視線を向けた。

「……どうも物事には、それに適した時期と言うものがあるようでね。今はそれを待っているところだよ」

「なんすか、それ。いったい、なにがどうなるのを待ってるって言うんです？　よかったら教えて下さいよ」

　速水が言い逃のがれをしていると思ったのだろう。岡崎は小こ馬ば鹿かにしたような調子で笑い飛ばした。

　速水を愚ぐ弄ろうされ、高杉の表情が更に険しくなる。

「一かず也や」

　速水が、ひと言だけ、そう口にした。

「分かってます。場所柄は弁わきまえてますよ」

　岡崎を睨にらみ付けたまま、高杉は低く答えた。

　すると岡崎の方でも宮内が、

「おい、大だい介すけ。もう、そんなとこでいいだろう」

　酒を片手にのんびりと、そう声を掛けていた。

「だけど宮内さん……」

　岡崎が不服そうに言い返そうとすると、宮内は右腕を伸ばして、ぐいっと岡崎の首を抱え込んだ。

「よせって言われたら、よしゃあいいんだよ。大体、手前ぇ、ここには酒を飲みにきたんだろうが。だったらおとなしく酒だけ飲んでろ。お前らがこんなところで角つの突き合わせるから、見ろ、恵めぐ美みちゃんが怯おびえちまってるじゃねえか。折角の楽しい席だってのに、どうすんだ、これ」

　まったくもって宮みや内うちの言う通りだった。それまでは、大おお騒さわぎはしないまでも、それなりに賑にぎやかだった場が、今の一件で、すっかり静まり返ってしまっている。やはり、やくざなどの同席を許したのが、そもそもの間違いだったようだ。

「悪いけど、やっぱり、あんたたち帰ってくれる？　ここは内うち輪わの席なんだしさ、外のいざこざを持ち込んで貰もらっちゃ困るのよ」

　玲れい奈なは、速はや水みと宮内に向けて、そう言った。

「え？　あんたたちって、俺おれも入ってるんですか？」

　宮内が、心外そうに言った。

「当たり前だろ」

「そりゃないでしょう。こいつを止めたのは俺ですよ」

「連れてきたのもあんたでしょうが」

「そりゃあそうですけど……」

　玲奈が冷たく突っぱねると、宮内はなんとも情なさけない表情になった。

　すると、

「あの……玲奈先生」

　玲奈の脇わきから、恵めぐ美みが遠えん慮りよがちに声を掛けてきた。

「なあに？」

「私の事だったら、大丈夫です。ちょっと、びっくりしただけですから。喧けん嘩かされるのは困るけど、そうでないんだったら、みんな一いつ緒しよの方が、私は嬉うれしいです」

「おい、聞いたか、大だい介すけ」

　宮内が、岡崎の首を小こ脇わきに抱えたまま、その体を乱暴に揺ゆさぶった。

「恵美ちゃんが喧嘩するなってよ。分かったか」

　岡崎は、睨にらみ付けるように宮内の顔を見上げた。そして、いったん恵美を振り返り、舌打ちせんばかりに、

「分かりましたよ」

　そう吐き捨てた。

「よおし……。一かず也や。お前は」

　宮内が、高たか杉すぎに目を向ける。

「俺も異存はありません」

　能のう面めんのような無表情で、高杉は答えた。もっとも、一人称が『俺』になっているところを見ると、いつもの礼れい儀ぎ正しさを、まだ完全には纏まとい切れていないようだ。

「それじゃ、先生。そういう事なんで、今度だけは、見逃してやってくれませんか。お願いしますよ」

　振り返れば、恵めぐ美みが、『お願いします』というような目で、玲れい奈なを見上げている。

「……分かったよ。勝手にしな」

　仕方なく、玲奈はそう答えた。




　　　　九




　速はや水みが差さし入れに持ってきたバスケットの中には、年代物のワインが三本入っていた。そのほか、生ハムやら腸詰め肉やら果物やら、果ては、火で炙あぶって食べられるようにだろうか、牡蠣かきや蟹かにまでが、綺き麗れいにラッピングされて収められてあった。

　速水は、その差し入れを皆に配るよう高杉に命じ、自分は藤ふじ岡おかのそばへと行って、なにやら内密に話し込んでいる。どうやらそれが、今日、速水がやってきた目的のようだった。

　指示された通り、高杉が持ってきたものを切り分けようとしていると、

「高杉さんは、そんな事しなくていいですよ。お客さんなんだから」

　茜あかねが、そんな事を言いながら、その作業を代わろうとした。

「いえ、社長の指示ですから。あなたの方こそ、ごゆっくりしていて下さい」

「でも、お客さんにそんな事させたら、私も玲奈先生に怒られちゃうし……。それじゃ、一いつ緒しよに手分けしてやりましょうよ」

　勝手に人の事を悪者にしながら、茜は嬉うれしそうに、高たか杉すぎにまとわり付いていた。

　そんな高杉と茜の様よう子すを、岡おか崎ざきは苦にが々にがしげに睨にらんでいた。だが、宮みや内うちの言い付けに従って、それ以上の行動には出ようとしない。おとなしく宮内の隣となりで飲んでいる。高杉は高杉で、まるで岡崎などそこにいないかのように、完全に無視を決め込んでいた。

　宮内は、その様子を面おも白しろそうに眺めていたが、高杉の作業が一段落するのを待って、

「おい、一かず也や。ちょっと、こっち来い」

　ひょいひょいと高杉を手招いた。

「なんでしょうか」

　即座に高杉が、宮内のもとへと駆かけ寄っていく。

「座れ」

　宮内が、自分の左隣の席を、ぽんぽんと叩たたいた。

「……はい」

　言われた通り、高杉が両膝ひざを揃そろえて、その場に座る。

「正座なんかするんじゃねえよ。足、崩くずせ、足」

「はあ……分かりました」

　高杉が胡座あぐらを搔かいて座り直す。

　その高たか杉すぎの目の前に、宮みや内うちは空からのコップを突き出した。

「持て」

　高杉がコップを手にすると、宮内はそこに日本酒をなみなみと注そそぎ込んだ。

「飲め」

「いえ……それは困ります」

　そこで初めて、高杉は、宮内の言う事に逆らった。

「なにが困るんだよ」

「今は勤きん務む中ですから」

「勤務中だぁ？」

　宮内の隣となりで飲んでいた岡おか崎ざきが、そっぽを向いたまま、鼻を鳴らした。

　さすがにかちんと来た様よう子すだったが、それでも高杉は、岡崎を見ない。

「……とにかく、社長になにかあった時、すぐ対処できるようにしておきたいので、今は飲めません」

「なにかって、なにがあるんだよ。一番、速はや水みに危害を加えそうな奴やつは、ここでこうして」

　宮内に思いっきり背中を叩たたかれて、岡崎は思わず、口に含んでいた酒を吹ふき出した。

「……おとなしくしてるじゃねえか」

「とにかく、無理なものは無理です。申し訳ありません」

　高杉があくまでも固こ辞じすると、宮内は、

「仕様がねえなぁ……」

　そう言いながら、速水の方へと目を向けた。

「おい、速水。お前から飲むように言ってやってくれ」

　藤ふじ岡おかのそばにいた速水が、顔を上げる。そして、宮内と高杉、そして岡崎を順に見てから、

「一かず也や」

「はい」

「諦あきらめろ」

「速水さん!?」

　速水が拒絶してくれると思っていたのだろう。高杉は驚おどろきの声を跳はね上げた。

「心配するな。車には甘あま利りがいるし、お前が少しぐらい酔ったところで、どうと言う事はない。それより、そいつに逆らうと、あとが怖いぞ」

　口元に苦く笑しようを浮かべながら、速水が言う。

「ほら、親分のお許しが出たぞ。遠えん慮りよなく飲め」

　宮内が、改めて高杉を促うながす。

　高杉は、その宮内に目を向けてから、手元のコップを見詰めた。小さく息を吐いてから、そして一気に、酒を呷あおった。

「……これでいいですか」

　軽く咳せき込みながら、高たか杉すぎが、空からになったコップを、宮みや内うちに見せる。

「おう、いい飲みっぷりだ。それじゃ今度は、これを持て」

　宮内は、高杉の空いていた左手に、酒さか瓶びんを持たせた。

「大だい介すけ。コップよこせ。……そうじゃねえ、手に持ったままだ」

　宮内は、コップを握った岡おか崎ざきの右手の手首を摑つかむと、そのまま自分の体の正面まで引っ張ってきた。宮内の左手は、高杉の左手首を摑んで、同じように体の前まで引っ張ってくる。

「注つげ」

　ほとんど無む理り矢や理りに、高杉に岡崎の手にしたコップへ酒を注そそがせると、次に宮内は、岡崎の左手にも別の酒瓶を握らせ、同様に、高杉のコップへと酒を注がせた。高杉も岡崎も、憮ぶ然ぜんとした様よう子すだったが、二人とも宮内には逆らえないようで、まるで操あやつり人形のように、されるがままになっている。

「飲め」

　二つのコップが酒で満たされると、宮内がそう命令した。

　岡崎は、高杉の手で注がれた酒を、忌いま々いましげに睨にらみ付けていたが、鋭するどく一つ舌打ちしてから、それを一気に飲み干ほした。高杉も高杉で、無言かつ無表情のまま、二杯目の酒を呷あおる。

「よしよし、飲んだな」

　そんな二人の間で、宮内一人だけが満足そうだった。

「それじゃ、もう一度だ。注げ」

　高杉と岡崎が、左右から同時に、宮内の横顔を見返した。




　　　　一〇




　よく晴れた日だったが、それだけに、陽が傾き掛けると冷え込むのも早かった。

　恵めぐ美みがコートの襟えり元もとを搔かき合わせているのに気付いて、

「寒いの？　恵美ちゃん」

　玲れい奈なが、そう声を掛けると、

「ううん、まだ大丈夫です」

　恵美は少し慌あわてたように首を振った。

「だけど、あんまり無理して風邪かぜなんか引いたら、元も子もないしさ。そろそろお開きにしよっか」

「でも、玲奈先生、夕方までって言ったじゃないですか。まだ夕方にはなってません」

「そうは言ったけど……。一番大事なのは、恵美ちゃんの体でしょ」

「もう、ちょっとだけ。お願いします」

　大人おとなばかりのこんな集まりの、どこがそんなに楽しいのか、恵美は両手を合わせて頼みさえするのだった。

「困ったねえ……」

　すると、そのやりとりが聞こえたのか、

「じゃあ、このコート、上に掛けてやって下さいよ。少しは違うでしょう」

　高たか杉すぎと岡おか崎ざき相手に、『注つげ』と『飲め』の号令を繰くり返していた宮みや内うちが、来た時に羽は織おっていたミンクのコートを、持ち上げて見せた。

「おう、大だい介すけ。持ってってやれ」

「……うっす」

　立ち上がろうとした岡崎が、ぐらりとよろめいた。どうやら飲まされ過ぎて足に来ているらしい。

　それを見て、高杉が、ふっと冷笑を浮かべた。だが、その高杉の方も、上体が微妙に揺ゆれ動いている。

「おらよ」

　よろめきながらやってきた岡崎が、恵めぐ美みの体の上に、ばさりとコートを被かぶせた。そして、

「こいつぁ、おまけだ」

　首に巻いていたマフラーを、むしり取るように引き剝はがすと、岡崎はそれを、恵美の首に、ひょいっと引っ掛けた。

「あの……大丈夫ですか？　岡崎さん」

　恵美が、心配そうな表情で、岡崎を見上げた。

「あ？　俺おれだったら平気だよ。酒が入ってるからな。却かえって暑いくらいだ」

「だから、そのお酒の方……ちょっと飲み過ぎなんじゃ……」

「ああ……そっちか……。大丈夫だ、高杉なんぞにゃ負けやしねえよ」

　そう言っているろれつが既すでにまわっていない上に、恵美に対する返答もポイントがずれている。

　岡崎は、ぐらりぐらりと左右に揺れながら、宮内のもとへと戻っていった。

「ようし、よく無事に帰ってきたな。じゃあ、持て」

　宮内は早速、酒さか瓶びんとコップを、岡崎に握らせていた。鬼のような男である。

　さすがに玲れい奈なも少し心配になってきたので、恵美のそばを離はなれて、速はや水みのところへと向かった。来た時は『長居するつもりはない』と言っていた速水だったが、酒飲み合戦に引きずり込まれてしまった高杉を一人残して帰る事もできないようで、まだ、その場に残っていたのである。

「ちょっとちょっと、あれ、放っといていいの？」

　背中をつつきながら、そう言うと、

「まあ、あまりよくはないと思いますが……宮内も宮内なりの考えがあってやっている事でしょうから、ここはあいつに任せておく事にしますよ」

　速はや水みは、苦く笑しようを浮かべながら、そう答えた。意外に薄はく情じような男である。

「急性アルコール中毒になったって、あたしは面めん倒どう見ないからね」

「その時はその時です。どちらにしても、一かず也やにはいい経けい験けんですよ。……それより、確かに、少し冷えてきましたね。なにか体の温まるものでも作りましょうか」

「作るって……なにを」

「そうですね、折角ここにいい銀ぎん杏なんがあるんですから、茶ちや碗わん蒸むしなんかどうでしょう」

　皿の上の銀杏を一つ摘つまみ上げ、速水は玲れい奈なを振り返った。

「それを……誰だれが作るって？」

「もちろん、私が作ります」

「あんたが!?」

　速水は当然のように答えたが、やくざという素す性じようからしても、大会社の重役めいたその見た目からも、『茶碗蒸しを作る』という行為が、どうしてもイコールで結ばれない。

　すると、向かいの席から、宮みや内うちが、

「ああ、そいつはね、昔、バーテンやってた事があるから、酒のつまみとか作らせると、結構うまいんですよ」

　そんな解説をしてきた。

「バーテンねえ……。あんたも、それなりに下積み時代があったんだ」

「まあ、昔の話ですがね。今日は妙な時間が出来てしまいましたから、久しぶりに腕を振るうとしましょう」

　速水は、そう言うと、早さつ速そく立ち上がった。

「そちらの、まだ火を通してない方の銀杏を少し戴いただきます。それと、病院内に調理場はありますよね？」

　どうやらこの男、本気で茶碗蒸しを作るつもりでいるらしい。

「それはもちろん、あるけど……」

「では、そこを少しの間、使わせて下さい。あとは材料ですが……卵に鶏とり肉にくに三みつ葉ばに……さすがに、ここで全部は揃そろわないだろうな……」

　独ひとり言のように呟つぶやくと、速水はおもむろに上着の内側に右手を差し入れ、携帯電話を取り出した。スイッチを入れようとしたところで、いったんその手を止め、そこで速水は、玲奈を振り返った。

「ここでなら使っても構いませんか？」

　ひと月前に会った時、病院内で携帯電話を使うなと、玲奈に注意された事を覚えていたのだ。

「嫌いやみな男だねぇ、あんた」

　玲奈がじろりと睨にらんでやると、速水は、ちらりと笑って、携帯電話のスイッチを入れた。

「……ああ、甘あま利りか。買ってきて貰もらいたいものが出来た。……いや、まだ全部は決まってない。とにかく、すぐにこちらへ来てくれ」

　それだけ言って通話を切ると、速はや水みはもう一度、玲れい奈なを振り返った。

「では、調理場のある場所を教えて戴いただけますか？」

「あ、それだったら、私がご案内します」

　美み沙さ緒おが、そう申し出た。

「そうですか。では、よろしくお願いします」

　すると、

「おう、速水、速水」

　宮みや内うちが、座ったまま、右手を挙あげた。

「甘利を買い出しに行かせるんだったら、ついでに酒も何本か買ってこさせろ。この分だと、決着が付くまでに、まだ何本か必要になりそうだからよ」

「分かった。そうしよう」

　速水は頷うなずくと、美沙緒の案内に従って、病院の建物の方へと向かった。

　駐ちゆう車しや場じようのある方角から、一目散に駆かけてくる若者の姿が見えたのは、その時である。




　　　　一一




　一度は病院の建物の中に入った甘利が、再び駐車場へと駆かけ戻り、そして紙袋を抱えて戻ってきてから、数十分。西の空が赤く染そまり始めた頃ころに、ようやく速水と美沙緒、それに甘利が、中庭に戻ってきた。三人とも、手にお盆を持っている。その上に並べられた茶ちや碗わんからは、冷たくなってきた外気のせいもあって、白い湯ゆ気げがもうもうと立ち上っていた。

　戻ってきた速水は、上着を脱いでいて、ワイシャツの袖そでを肘ひじまで捲まくり上げていた。しかも、腰にはエプロンまで巻いている。速水が自分でも器うつわを運んできた事にも驚おどろかされたが、その格かつ好こうには驚きを通り越して呆あきれ果てた。

　外に出てきた速水は、まず最初に空を仰ぐと、

「ああ、もう夕方になってしまったか」

　呟つぶやくように、そう言った。先程の玲奈と恵めぐ美みのやりとりを気にしたようだ。

　だが、さすがに玲奈も、時間がきたからと言って、ここでお開きにするつもりはなかった。恵美も楽しみにしているだろうし、玲奈自身も、速水がどんな茶碗蒸むしを作ってきたのか興きよう味みがある。

　ビニールシートの上に、お盆を三つ並べておくと、

「それでは、少し遅くなってしまいましたが、よろしければ召し上がって下さい」

　ワイシャツの袖そでを直しながら、速はや水みが皆に勧すすめた。

　ありものの食器を流用したらしく、使われた器うつわの柄がらや形は様さま々ざまだったが、どれもこれも、なかなかいい匂においを立ち上らせている。

　玲れい奈なは一番見み栄ばえのする器を選えらぶと、それをハンカチにくるんで、恵めぐ美みのところへと持っていってやった。

　それから自分用に一つ手に取って、玲奈はビニールシートの端はしに腰を下ろした。スプーン片手に、興きよう味み津しん々しん、器の中を覗のぞき込んでみる。

　表面は黄色く滑なめらかで、薄うすくだし汁が被かぶさっていた。その黄色の上に、しいたけや、三みつ葉ば、蒲かま鉾ぼこや海老えびなどが顔を出し、彩いろどりも鮮あざやかである。なにより驚おどろいたのは、鬆すが一つも出来ていない事だった。

　スプーンで中をかき混ぜてみると、表面に顔を出していた具ぐのほかにも、今日のそもそものメインディッシュである銀ぎん杏なんや、百合ゆり根ねまでが入っていた。

　銀杏もほくほくしているし、海老もぷりぷりしている。なにより薄味のだしが、全体の味を上品にまとめていた。

「どうですか？　味の方は」

　速水が感想を求めてきた。

「あんたさ、やくざなんかやってるより、板前にでもなった方が良かったんじゃないの？」

　玲奈がそう言ってやると、

「そうですか。では引退したら、考えてみるとしましょう」

　速水は小さく笑った。

「おお、それがいいそれがいい。お前の資金力がありゃ、フランチャイズで一気に全国展開できるぜ」

　宮みや内うちがからかうように、そう言った。

　だが、その左隣どなりの高たか杉すぎは、折角速水が作った茶ちや碗わん蒸むしを、まだ食べられずにいた。器とスプーンを手に取りはしたものの、そこから先に進まない。込み上げてくるものを堪こらえるように、ひっくひっくと喉のどを鳴らしている。

　右隣の岡おか崎ざきに至っては、手に取る事もできないようで、目の前に置かれた茶碗蒸しを、ただじっと見み据すえているだけである。

「恵美ちゃんはどう？　おいしい？」

　玲奈は、恵美の方へと目を向けたが、恵美からの返答はなかった。両手で器を抱え、俯うつむいたまま、じっとしている。

「恵美ちゃん……。どうしたの？」

　玲奈は急いで車椅い子すの方へと戻った。

　恵美の手にした器を覗のぞき込んでみても、ほとんど手を付けた様よう子すがない。それどころか、俯いたままの恵めぐ美みからは、時折、啜すすり上げるような音が聞こえてくる。

「泣いてるの？　恵美ちゃん。いったい、どうしたのよ」

「口に合わなかったのかな」

　玲れい奈なの背中に速はや水みの声が聞こえた。

　俯うつむいたまま、恵美が首を振る。

「それとも、熱すぎた？」

　今度は玲奈が、訊きいてみた。

　恵美がまた首を振る。

　考えてみれば、速水も玲奈も、随ずい分ぶんと間が抜けた事を訊いたものだ。幼児ならともかく、一四歳さいの恵美が、そんな事で泣き出す筈はずがない。だが、恵美の変化があまりに唐とう突とつだったため、ほかに思い当たる事がなかったのである。

「ねえ、本当にどうしたのよ、恵美ちゃん。言ってくれなきゃ分からないじゃない」

　玲奈が、恵美の顔を覗のぞき込むようにして訊たずねると、恵美はようやく口を開いた。

「……ったかくて……」

「え？」

　すると恵美は、思い切ったように、涙に濡ぬれたその顔を上げた。

「私……ずっと、一人だったでしょ……。学校もいけなくて……病室でも……玲奈先生が来てくれたけど、一人の事が多くて……。でも、今日は、いっぱい……いっぱい、いろんな人が来てくれて……。それで、みんな優やさしくて、あったかくて……。だから、嬉うれしくて、凄すごく嬉しくて……そしたらなんか、悲しくなっちゃって……」

　ぎゅっと唇くちびるを嚙かみながら、恵美は、両目から、ぽろぽろと涙をこぼしていた。

「こんなとこで……泣くつもりなんかなかったのに……ごめんなさい……」

「……馬ば鹿か」

　玲奈は、恵美の頭を、ぎゅっと抱き締しめた。

「ほんとに馬鹿ね……。なんでそんな事で泣くのよ！」

　叱しかり付けるように言ってから、玲奈もきつく唇を嚙みしめた。そうでもしなければ、込み上げてくる熱いものを抑おさえる事ができなかったからである。

　こんなささやかな、それもひねた大人おとなばかりの集まりが、そんなにも恵美には嬉しかったのだ。これまでずっと恵美が堪こらえてきたものは、それほどまでに大きかったのだ。

「ごめん……先生……ごめんなさい……」

「そんなの、謝あやまるような事じゃないでしょ。ほんっとに馬鹿なんだから、この子は」

　口では叱り付けながら、玲奈は、縋すがり付いてくる恵美を、じっと抱き留とめていた。

　そんな玲奈と恵美を、速水が見詰めている。

　速水のそばには、甘あま利りと美み沙さ緒お、そして、由ゆ利り子こと茜あかねの姿もある。

　ビニールシートの方からも、藤ふじ岡おか、天あま本もと、佐さ々さ木きの三人が、玲れい奈なたちを見ていた。

　半ばグロッキー状態の高たか杉すぎと岡おか崎ざきまでもが、ぐらつく視し線せんを、玲奈たちに向けている。

　そして宮みや内うちが、湿っぽい空気を吹ふき飛ばすように、いきなり声を張り上げた。

「ほらほらほら、こんなところで泣いてちゃ駄だ目めじゃないかよ、恵めぐ美みちゃん。そんなこの世が終わるような顔しちゃってさ。終わるんじゃなくて、始まるんだよ。手術が終わって、歩けるようになって、なにもかもが、これから始まるんだ。それなのに、今から、ぴぃぴぃ泣いててどうすんだよ」

　恵美が、玲奈の胸むな元もとから、ゆっくりと、その顔を上げた。

「そんな事よりさ。折角、ここにこれだけ揃そろったんだ。記念にみんなで写真でも撮とろうじゃねえか。ほら、あの公孫樹いちようをバックによ。いい考えだと思わねえか？」

　宮内は立ち上がると、肩越しに背後の公孫樹の木を示しながら、恵美に提案した。

　その宮内を見詰めていた恵美が、唇くちびるを嚙かんだまま、こくりと頷うなずく。

「じゃあ、早いとこ、その涙を拭ふかなきゃな。でないと、そのぐしゃぐしゃの顔が、一生アルバムに残っちまうぜ」

　宮内がからかうようにそう言うと、

「……はい」

　小さな声ではあったが、恵美ははっきりとそう答え、涙に濡ぬれたその顔に、笑えみさえ浮かべてみせた。

「よおし、そうと決まれば善は急げだ。甘あま利り。カメラ持ってこい」

「すいません。カメラは用意してないんですが……」

　甘利は困こん惑わくしたように答えたが、

「無い時ゃどうすんだ？」

　宮内にひと睨にらみされると、

「！　買ってきます！」

　即座に、駐ちゆう車しや場じように向けて駆かけ出していった。




　　　　一二




　その翌々日の午後七時。予定通り、恵美の手術は行われた。

　執しつ刀とうしたのは藤岡。その補助には佐々木が付いた。

　完全非公開の手術である。坂さか巻まき病院の人間は、看かん護ご婦ふも含めて、すべて排除された。立ち会いを許されたのは、唯ゆい一いつ、玲奈だけだった。

　術式そのものは、さほど複ふく雑ざつなものではなく、一時間ほどでけりがついた。

　俯うつぶせに寝かせた恵美の腰を切り開き、破損した腰よう椎ついとその周辺に、『アスラ細胞』を移植、再縫ほう合ごうする。それだけである。

　だが、重要なのは、移植手術自体ではなく、その後の経過を見守る事の方だった。

　藤ふじ岡おかの説明に拠よれば、移植されたばかりの『アスラ細胞』は活性化が著いちじるしく、移植された先で落ち着く場所を探し、細胞分裂を繰くり返しながら全身に広がっていくという。

　今回の場合、『アスラ細胞』に置換させる器官は恵めぐ美みの腰よう椎ついだけだから、余計なところにまで広がらないように、その生育を監かん視し、抑制する必要があるわけだ。

「まあ、言ってみれば、盆栽の剪せん定てい作業のようなものだな」

　藤岡は、そう表現した。

　第一次の活性期は、環かん境きようの違いもよるが、移植後ほぼ一〇日間続くという。その期間が最もデリケートであり、また危険でもあるわけだ。その間、藤岡と佐さ々さ木きは二四時間態勢で、恵美の体内に移植された『アスラ細胞』の生育を見守る事になる。

　その後も何度か微調整の必要はあるものの、二ヶ月後には完全に、移植された『アスラ細胞』は、恵美の体の中で定着するという事だった。




「意外に早かったですね」

　玲れい奈なが手術室を出ると、廊下に設置されたベンチから、宮内が、そう声を掛けてきた。どうやら手術が終わるのを、ずっとそこで待っていたようだ。

「どうでした？　手術は。うまくいきました？」

「まあね。お陰で当分、苺いちごジャムと筋すじ子こは食べられそうにないけど」

　口元のマスクを外しながら、玲奈は答えた。

　玲奈も外科医だから、血だの内ない臓ぞうだのは見み慣なれているが、てらてらと赤黒く蠢うごめく『アスラ細胞』の様さまには、どうしても生理的な嫌けん悪お感を拭ぬぐえずにいたのだ。

「そりゃ、気の毒に。どっちもうまいのにな」

『アスラ細胞』をその目で見ていない宮みや内うちは、気軽にそんな事を言ってくれる。

　玲奈は、宮内が座っているベンチの、すぐ横の壁かべに、立ったまま背中を凭もたせ掛けた。なぜわざわざそんなところを選えらんだかと言えば、そこに灰皿があったからだ。

　玲奈が煙草たばこを咥くわえると、宮内がすかさずライターの火を差さし出してきた。それを見ながら、ポケットから使い捨てライターを取り出し、それで玲奈は、煙草に火を点つけた。

　宮内が、苦にが笑わらいしながら、ライターをしまう。

「ところで、藤岡さんたちは、まだ中ですか？」

「うん」

「中でなにやってんです？　もう手術は終わったんでしょう？」

「機械の設置と調整。恵美ちゃんの容よう態だいを見守るためのね。体中に電極付けて、それをコンピューターに繫つないで、恵美ちゃんの体に合わせて、プログラムを調整して……長くなりそうだったから、途と中ちゆうで出てきちゃった」

「そうですか……。それで、結果が分かるのは、いつ頃ごろになりそうですか？」

「とりあえず最初の一〇日で成否は決まるそうだけど、完全に治ち療りようが終わるのは二ヶ月先だって」

「二ヶ月か……結構、長いですね」

「一年よりは短いよ」

　それは恵めぐ美みが入院していた期間である。

「……そりゃそうだ」

　宮みや内うちは、珍めずらしく静かな調子で、そう答えた。

　そう言えば、宮内と二人きりという状況も、初めてである。

「あんたさぁ、なんだって、あの三人に、そんなにまとわりついてんの？」

「あら？　そんな風に見えました？」

　宮内は、首だけ、こてんと後ろに寝かせるようにして、玲れい奈なを見上げた。

「うん。見える見える。……あの三人に、なんかあるわけ？」

「いやぁ、別に。これでも、俺おれも男の子ですんでね。『最新技術』とか『秘密研究』って言葉に弱いんです。それだけですよ」

「三〇過ぎてて、男の子？」

「『あなたって少年の心を持ってるのね』って、よく言われます」

「は。よく言うよ」

「いや、だから、俺が言うんじゃなくて、人から言われるんですって」

「はいはい、よく分かったよ」

　人を煙けむに巻くのはお手のものの宮内である。なにをどう訊きいたところで、はぐらかされるのが落ちだろう。だが宮内は、藤岡たち三人になにかを求めている。それも、藤岡たちの研究に関わるなにかをだ。いったい、それはなんだろう。

　廊下の右手から、小走りに駆かけ付ける足音が聞こえてきた。

「ああ、やっぱり、こちらにいらっしゃいましたか」

　高たか杉すぎだった。一昨日おとといあれだけ飲まされたせいか、やや冴さえない顔色だが、きびきびした立ち居振る舞まいは、いつもと変わらない。

「どうも、村むら上かみ先生。先日は見苦しいところお見せしてしまって、申し訳ありませんでした」

「二日酔いはもういいの？」

「はい。お陰様で」

　手早く玲奈への挨あい拶さつを済ませると、高杉は早さつ速そく、宮内の方へと歩み寄った。身を屈かがめるようにして、宮内の耳元に顔を寄せ、小声で囁ささやく。

「緊きん急きゆうに宮内さんにお伝えしておかなければならない事ができました。少し、お時間を拝借できますか？」

「なんだ？」

「いえ、ここではちょっと」

　と、高たか杉すぎが、玲れい奈なを気にする。

「ヤー公が二人揃そろって悪だくみ？」

　玲奈が皮肉ると、

「いえ、そういうわけではありませんが……」

　高杉は歯切れの悪い調子で、そう答えた。

「悪いがな、一かず也や。俺おれは今、藤ふじ岡おかさんを待ってんだよ。言える事だけでいいから、そこで言え」

「そうですか……」

　宮内の言葉に、高杉は少し考え込むような間をおいてから、改めて口を開いた。

「実は今日、岡おか崎ざきが来ました」

「なんだ。飲み比べのリベンジでも申し込みにきたか」

「いえ、本家からの通達です」

　からかうような宮内に、高杉は真剣な面おも持もちで首を振った。

　宮内が、高杉の顔を振り仰ぐ。

「なんて言ってきた？」

「これ以上は待たないそうです。三日のうちに結果を出さなければ、処分を下す、と」

「最後通つう牒ちようって奴やつか。阿あ部べの野郎も、気が短ぇな」

「ですが、あれから、かれこれひと月になります。これ以上引き延のばすのは、さすがにもう無理かと」

「そうか……。分かった」

「と、仰おしつやいますと？」

「速はや水みとの約束を果たす。明日の朝……そうだな、七時に、甘あま利りを俺おれの迎えによこしてくれ」

「それは構いませんが……いったい、どうされるおつもりですか？」

「そいつは秘密だって言ったろ」

「ですが、我々にもそれなりの準備が必要です。やはり前もってお訊ききしておかなければ」

「準備は俺の方でするから心配すんな。お前たちはただ、黙だまって見てればいい」

　そして、宮みや内うちは、閉じられたままの手術室のドアへと、その目を向けた。

「できればもう少し時間が欲しかったが……仕方ねえな」

　独ひとり言のように呟つぶやいてから、宮内は勢いよく立ち上がった。

「それじゃ、女医先生。明日の朝が早くなったんで、今日はこれで失礼する事にします。藤ふじ岡おかさんや佐さ々さ木きさん、あと目が覚めたら恵めぐ美みちゃんにも、よろしく言っといて下さい」

　それだけ言うと、宮内は、玲奈に背を向けて歩き始めた。高杉が急いで、そのあとに従う。

「なんだか知らないけどさ。あんまり阿あ漕こぎな真似まねはしなさんなよ」

「ええ、分かってますよ。俺おれも恵めぐ美みちゃんに嫌われたくはないですからね」

　宮みや内うちは、背を向けたままそう応こたえると、結局、一度も振り向かぬまま、玲れい奈なの前から去っていった。
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　　　　一




　その日の朝方。高たか杉すぎ一かず也やは、国道沿いの生せい花か店の前に立っていた。

　空はよく晴れていたが、寒さの方は、いつもより若じやつ干かん厳きびしい。一也はタートルネックのセーターの上に、厚あつ手でのジャケットを重かさね着していた。

　生花店は既すでに店を開けており、二〇歳さい前後の若い女性店員が、エプロン姿で働いていた。切り花を束ねたり値札を書き込んだりといった細々とした作業を手て際ぎわよくこなしながらも、時折、ちらちらと一也を気にしている。バス停があるわけでもない、ただの道みち端ばたに、一人ぽつんと佇たたずんでいる一也が不ふ思し議ぎなのだろう。

　なぜ、一也がこんなところにいるのかと言えば、それが宮みや内うちの指示だったからである。

　宮みや内うちは当初、一かず也やを同行させるつもりはなかったようだが、それでは役目が果たせないと一也が強く主張したため、半ば根負けした様よう子すで、

『仕様がねえな……。分かったよ。じゃあ、途と中ちゆうで拾ってってやるから待ってろ』

　と、生花店の店名まで指定して、一也に待機を命じたのである。

　カレンダーは、そろそろ一一月になろうとしている。阿あ部べからの通達があってから、既すでにひと月、平ひら山やま徹てつ二じが殺されてからは、早くも三ヶ月が経過していた。




　　　　二




　甘あま利りの運転する車が姿を現したのは、九時を過ぎた頃ころの事だった。

「よう、一也」

　車が停止すると、後部座席の窓から、宮内が顔を覗のぞかせた。

「おはようございます」

　一也が頭を下げると、宮内はドアを開けて、外に出てきた。

「どうだ、この服は。似合うか？」

　両手を左右に広げるようにして、軽くポーズを取る。

　真っ白なワイシャツに、ダークグレイの三つ揃ぞろいのスーツ。その上から厚あつ手でのロングコートを羽は織おり、首には長いマフラーを逆Ｕの字に掛けている。頭にはソフト帽を目深に被かぶり、唇くちびるの端はしには太い葉巻を咥くわえていた。

「……禁酒法時代のアル・カポネみたいですね」

　やや呆あきれながら一也が答えると、

「それよ、それ。今日は一発、その路ろ線せんで決めてみようと思ってな」

　宮内は我わが意を得たかのように、満足げな笑え顔がおを浮かべた。

「はあ……そうですか……」

　一也にはよく分からない趣しゆ味みだったが、宮内が気に入っているのなら、それはそれでいいのだろう。

「それで……今日はどちらへ行かれるんですか？」

　宮内がなにをするつもりでいるのか、一也はまだ知らない。一也や速はや水みが何度訊たずねても、宮内ははぐらかすばかりで、その心中を明らかにはしてくれなかったからである。

　分かっているのは、ただ、宮内が約束を破るような男でもなければ、できもしない事をできると言い張るような男でもないという事だけだった。

「そうせっつくなって。じき分かるさ。俺おれが口で説明するより、その方が早い」

　宮内はにやりと笑うと、その視線を、生せい花か店の方へと向けた。

「じゃあ、ちょっと、ここで待ってろ。花、買ってくるからよ」

　どうやら、わざわざこんなところを待ち合わせ場所に選えらんだのは、それが理由だったようだ。訪問先に花束でも持っていくつもりなのだろうか。

「あ、それでしたら、俺おれが買ってきます。どのようなものが、ご要いり用ですか？」

　一かず也やはそう申し出たが、

「駄だ目め駄目。こういうのはセンスが大事だからな。自分で選ぶ」

　宮みや内うちは軽く手を振って、それを断った。

「そうですか……分かりました。では、ここでお待ちします」

「おう。じゃあ、ちっと行ってくら。……と、花屋に葉は巻まき吹ふかして入るわけにもいかねえな。こいつ、捨てといてくれ」

　宮内は、咥くわえていた葉巻を一也に手渡すと、ロングコートを揺ゆらしながら生花店へと入っていった。出迎えた女性店員が、宮内のファッションセンスに、目を白黒させている。

　しばし、その様よう子すを眺めてから、一也は、助手席の窓まどから、車内を覗のぞき込んだ。

「おい、甘あま利り」

「はい」

　運転席の甘利が、一也を振り返った。

「こいつを頼む」

　とりあえず、受け取った葉巻を、甘利に手渡す。甘利は、小振りのナイフを取り出すと、それで、火の点ついた先せん端たん部を、灰皿の中に切り落とした。

　その手元を見ながら、

「お前は行き先を聞いてるんだろう？」

　一也は、そう訊きいてみた。

「ええ……一応は」

　そう答える甘利の表情が、妙に硬い。

「どこだ？」

「それが、その……まだ言うなと言われてまして」

　申し訳なさそうに、甘利は答えた。

　宮内の言い付けだろう。これでは無理に訊き出すわけにもいかない。

「なにをするつもりかは聞いているのか？」

　一也は、やや質問の角度を変えてみた。

「いえ、そこまでは……。ただ、その……」

「ただ……なんだ？」

「ひょっとしたらと思う事はあるんですが……でも、まさか……」

　やけに歯切れの悪い返答だった。甘利には珍めずらしい事だ。

「ひょっとしたらでもいいから、言ってみろよ。なんだ？」

　重かさねてそう訊たずねた時、一也の頭が、いきなり、ぱこんと叩はたかれた。

「ほらほら。俺おれのいない間に内ない緒しよ話なんかしてるんじゃねえよ」

　振り返ると、いつの間にか、宮みや内うちが戻ってきていた。どうやら、買い物の方はもう済んだらしい。と言っても、宮内の手にあるのは、白い薔薇ばらが一いち輪りんだけである。

「それを買いにいったんですか？」

「ああ、そうだよ。ワンポイントのアクセサリーが欲しくてな」

「……」

　呆あきれ顔の一かず也やを尻しり目めに、宮内は、後部座席へと乗り込んだ。

「じゃあ、そろそろ行くとするか。車、出しな」

　一也は小さく溜ため息いきをつくと、車のドアを開けて、助手席に乗り込んだ。




　　　　三




　窓の外を街並みが流れていく。

　どの道を走っているのかぐらいは分かるが、どこへ向かっているのかは、一也には、まだ分からなかった。

「なあ、一也」

　不意に、後部座席から、宮内が声を掛けてきた。

「はい。なんでしょう？」

　一也は、身を捩よじるようにして、宮内に顔を向けた。

「お前、大だい介すけとは、うまくやれんのか？」

　薔薇の花を鼻先で遊ばせながら、宮内は、そんな事を訊きいてきた。

「……そのご質問は、岡おか崎ざきの方にして下さった方がいいと思いますが」

　一也は、そう答えた。

　突っ掛かってくるのは岡崎の方だ。自分から仕掛けているわけではない。

　その気持ちが、一也にはある。

「俺は今、お前に訊いてるんだよ、一也」

　穏おだやかな口調だが、言い逃れを許さぬものが感じられる。

　やや押し黙だまってから、一也は、宮内の質問に答えた。

「……多分、奴やつとは波長が合わないんでしょうね」

「殺したいか？」

　薔薇の香かおりを楽しみながら、宮内は、そんなストレートな質問をしてくる。

「さすがにそこまでは言いませんが……」

　気に入らないからと言って、即、相手を殺そうなどと思うほど、一也も短絡的ではない。

　だが、一也が速はや水みに属し、岡崎が阿あ部べに属している以上、いずれはやり合う時が来るだろうと思う。そしてその時は、一也は躊躇ためらう事なく、命令を実行するつもりでいる。

「速はや水みと阿あ部べの仲が悪いからって、なにもお前らまでが、角つの突き合わせなきゃならねえって訳じゃねえんだぞ。あいつらもお前らも、みんな同じ、斜しや道どうの一員なんだからよ」

　まるで一かず也やの心を読んだかのように、宮みや内うちは言った。

「それは充分、承知しているつもりですが……」

　たとえ一也がその気でいても、岡おか崎ざきにその気がなければ、意味はない。また、岡崎の機き嫌げんを取ってまで仲良くしようとは、一也も思わなかった。

「それにしても、勿もつ体たいねえ話だよな」

「？　なにがです？」

「お前と大だい介すけは、タイプは違うが、うちの若手連中の中じゃ別格だ。飛び抜けてるよ」

「……ありがとうございます」

　宮内に認められた事は嬉うれしかったが、岡崎と並べられた事が、一也には多少、不満だった。

「お前ら二人が手を組んでくれりゃ、斜道の未来も安あん泰たいだと俺おれは思うんだが……そういうわけにはいかんのか」

「おそらく無理だと思います」

　宮内の気き遣づかいを無にするようで気が引けたが、その場限りの噓うそをつく事は、一也にはできなかった。

「ま、それも仕様がねえか。他人ひとに意見されて仲良くできるようなら、阿部と速水もこうはなってねえだろうしな……。分かった。この話はここまでにしとこう」

　苦く笑しようを浮かべながら、宮内は言った。

「申し訳ありません」

「だが、一也。ひとつ、頼みがある」

「なんでしょうか？」

「俺がいるところでは、いちいち大介とやり合うな。目の前で眼光ガンの飛ばし合いなんぞされると、気になって仕方ねえ」

「分かりました。では、そう努めるようにします。ですが……できればそれは、むしろ岡崎の方に言っておいて貰もらいたいですね」

　すると、いきなり、宮内が声を上げて笑い出した。

「……どうかなさったんですか？」

　一也が訝いぶかしむと、

「大介もそっくり同じ事を言いやがったよ。お前ら、結構、似た者同士なのかもしれねえな」

　宮内は笑いながら、そう答えた。

「……」

　一也は、やや憮ぶ然ぜんとしながら、姿勢を元に戻した。

　甘あま利りは無言のまま、運転を続けている。

　窓まどから見える街並みが、一かず也やの記き憶おくの一いつ端たんに触れた。

　……この道は、確か……。

「宮みや内うちさん！」

　一也は、慌あわてて後部座席を振り返った。

「ん～？　なんだい？」

　指先でくるくると薔薇ばらをまわしながら、宮内が、のんびりと答える。

「まさか……辰たつ巳みの本家に乗り込むおつもりじゃないでしょうね!?」

「ぴんぽーん。そのおつもりだよん」

　あっさり答えられて、一也は言葉を失った。
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　甘利が車道の端はしに車を停とめた。

　道路の斜向かい、直ちよく線せん距きよ離りにして五〇メートルほどのところに、辰巳組組長、辰巳十じゆう郎ろうの屋や敷しきが見える。門構えといい、屋敷の規模といい、田た沼ぬま組とは比べ物にならない壮そう麗れいさだった。

「じゃあ、ちょっくら行ってくるから、お前ら、このまま帰れ」

　宮内が後部座席のドアを開けて、外に出ようとする。

「ちょ、ちょっと待って下さい。いったい、なにをしに行くおつもりなんですか？」

　一也が慌あわてて問い質ただすと、

「なにをしにって……殴なぐり込みに決まってんだろうが」

　分かり切った事を訊きくなとばかりに、宮内は答えた。

「こんな真っ昼間に、ですか？」

「前にも言ったろう。こういうのは、人目があった方がいいんだよ」

　誰だれがやったのかを世間に知らしめなければ、殴り込みの意味は半減する。その事を宮内は言っているのだった。

「それに、辰巳の組長には、小学三年生の一人娘がいてな。あの屋や敷しきに住んでんだよ。だから、娘が学校に行ってる間じゃねえとまずいだろ、やっぱり」

「しかし……相手は辰巳の本家ですよ？　詰めてる人間だって、一〇人や二〇人じゃない筈はずです」

「まあ、そうだろうな」

　宮内は、気軽に頷うなずいた。

「お願いですから、思い直して下さい。第一、なんで宮内さんが、単身で乗り込まなければならないんですか。辰巳組へは斜しや道どうが組を挙あげて戦争を仕掛ける事になっていた筈です。宮内さんだって、その準備のために、アメリカにいらしてたんでしょう？」

「分かってるよ。俺おれだって、なにも、一人で辰巳を叩たたき潰つぶそうと思ってるわけじゃねえ。こいつは、ただの挨あい拶さつだ」

「挨拶……？」

「おうよ。阿あ部べの言い分はなんだった？　斜しや道どうの面子メンツを立てろって事だったろうが。少なくとも、表向きはそうだったろう？」

「それは……確かに、そうですが……」

「俺おれが斜道の看板背せ負おってちょいと派は手でに挨あい拶さつしてやりゃ、組の面子は立つ。そうすりゃ、阿あ部べの野郎も、しばらくは難なん癖くせ付けるネタが無くなるってもんだ。いい考えだろう？」

　……そういう事か……。

　ようやく、一かず也やにも、宮内の狙ねらいが分かった。

　今回、速はや水みが、阿部に対して手も足も出せずにいたのは、阿部が若わか頭がしらとなったからという事だけが理由ではない。上が絶対のやくざ世界だが、本家には発言力のある長老たちもいるし、三代目もまだ存命だ。阿部の下した指示が、誰だれから見ても理不尽なものであれば、彼らにそれを訴え、阿部を掣せい肘ちゆうして貰もらう事も不可能ではなかったのである。だが、今回、阿部が下した命令は、一般世間ではどうあれ、こと極ごく道どうの世界においては、それなりに筋の通ったものだった。だからこそ、速水には、それを拒絶する事ができなかったのである。

　だが、宮内は、まったく別の見方をしていた。『平ひら山やまを殺された報復をする』というのが、阿部が掲げた表向きの理由なのだから、それをやってしまえばいいと言うのだ。それも殴なぐり込みを掛ける先が、辰たつ巳みの本家ともなれば、そのインパクトの前には、田た沼ぬま孝たか夫おの一件など吹ふき飛んでしまう。それでも、まだ一かず也やの自首にこだわるようなら、それは、阿部が私的な感情で動いているという事を公表するようなものだ。

　宮内の考えは分かった。確かにそれならば、阿部に対しても申し開きができるだろう。

　だが、それには二つ問題があった。

　一つは、殴り込みを掛ければ、宮内が警けい察さつに追われる事になるという事。

　もう一つは、殴り込みを掛ける先が辰巳の本家屋や敷しきだという事だ。そんなところに単身乗り込んで、生きて帰れるわけがない。

「分かったな？　そういうわけだから、お前らは、とっとと帰れ」

　それだけ言い置くと、宮内はぶらりと、車から降りた。まるで、どこかにちょっと買い物にでも行くかのような気軽さである。

「いえ、待って下さい。そういう事でしたら、俺も行きます」

　宮内に続いて車を降りようとした一也だったが、ドアが開けられない。一足先に降りた宮内が、背中を押し付けるようにして、外から助手席のドアを押さえ付けていたのである。

「間抜けた事言ってんじゃねえよ、一也」

　窓の外で、ひらひらと薔薇ばらが動いた。

「お前らが一いつ緒しよに来たら、意味がねえだろうが。速水の名を表に出さねえために、こうして出で張ばって来てんだからよ」

「ですが……これは速水組うちの問題です。宮みや内うちさん一人を死なせるわけにはいきません。俺おれも連れてって下さい」

　いくら押しても、助手席のドアは、びくともしない。一かず也やは急いで窓を開けると、外の宮内に、そう訴えた。

「おいおい。縁えん起ぎでもねえ事を言うんじゃねえよ。俺はちゃんと生きて帰ってくるつもりなんだからよ」

　苦く笑しようしながらそう答えると、宮内は一也に向き直った。窓枠に両肘ひじを突くようにしながら、ぐいっと顔を突き出してくる。

「それにな、こいつは速水のためだけってわけじゃねえんだ。俺の問題でもあるんだよ」

「……と、仰おつしやいますと？」

　一也が訊きき返すと、宮内は静かな声せい音おんで、それに答えた。

「平ひら山やまの叔父おじ貴きは口うるせえ頑固親父だったが、餓が鬼きの頃ころから俺にはよくしてくれた。その叔父貴を弾はじかれたんだ。見過ごすわけにはいかねえよ」

「宮内さん……」

「速水の事がなくても、いずれは乗り込むつもりだった。だから構うな。行け」

「ですが、そういうわけには……。俺も行きます。連れてって下さい」

　一也がなおも言い募つのると、宮内は、運転席の甘あま利りへと、その視し線せんを向けた。

「おい、甘利。構わねえから、とっとと車出せ」

「駄だ目めだ！」

　ほぼ同時に一也も振り返り、甘利を制止する。

　甘利は両手でハンドルを握り締しめたまま、凝ぎよう固こしていた。相反する命令を同時に受け、どちらに従うべきか、決めかねている様よう子すである。

「甘利」

　その甘利に、宮内が改めて声を掛けた。

「俺と一也とどっちが目上かなんて、そんな野や暮ぼな事は言わねえ。だが、速水を守りたいなら、俺の言う通りにしろ。行け」

　甘利の目は、一也にも宮内にも、向けられてはいない。ただ真まっ直すぐに、フロントガラスを見詰めている。

「……すいません」

　甘利の嚙かみしめた唇くちびるから、ぼそりと、そんな声が漏もれたと思った瞬しゆん間かん、甘利の足がアクセルを踏み込んだ。

　エンジンが一気に吹ふき上がり、加速度が一也の体をシートに押し付ける。

「宮内さん！」

　振り返った一かず也やの目に、のんびりと手を振る宮みや内うちの姿が映った。




　　　　五




「……ったく、世話の焼ける小僧どもだぜ」

　高たか杉すぎと甘あま利りを乗せた車が曲がり角の向こうに消えたのを確認すると、宮内志し郎ろうは、改めて辰たつ巳み本家の屋や敷しきへと目を向けた。

　敷しき地ち面積は、二〇〇〇坪はありそうだった。時代劇げきにでも出てきそうな、純和風の造りである。白しろ塗ぬりの壁かべが、右にも左にも、ただひたすら伸びていた。

　宮内は、薔薇ばらの花弁を鼻先に遊ばせながら、ぶらりと正門の方へと近付いていった。歩く宮内のロングコートを、吹ふき付ける風がなびかせる。

　正門は見上げるような大きさだった。鉄枠を嵌はめた門もん扉ぴは開け放たれており、白砂利が敷しき詰められた道が、屋敷の玄関まで続いている。

　正門前には、ちょっとした石段が設もうけられており、二〇前後の若者が、竹たけ箒ぼうきを手に掃き掃除をしているところだった。おそらく、辰巳の若衆だろう。

「よう。寒いのに精が出るね」

　宮内は気軽に声を掛けながら、若者の方へと歩み寄っていった。

「はあ……どうも……」

　若者は掃除の手を止めると、曖あい昧まいな表情で、宮内に応こたえた。その目が、ちらちらと宮内のファッションを気にしている。

「お宅の親分さんにお目に掛かりたいんだが、ご在宅かい？」

「お約束はございますか？」

「いいや」

「では、お名前を頂ちよう戴だいできますか？　上の者に取り次いで参りますので」

　そう訊たずねてくるあたり、若い割りには、なかなか言葉を知っている。

「名前を言うのは構わねえが、取り次がれるのは、ちょっと困るなぁ」

「？　なぜです？」

「なんたって、久しぶりだからな。いきなり押し掛けて驚おどろかしてやりたいんだよ」

　宮内が、にっと笑って見せると、若者は、それでなんとなく納なつ得とくしたようだった。昔世話になった人間が、久しぶりに顔を見せにやってきたとでも思ったのだろう。

「さて、どうしたもんかなぁ……」

　宮内は、少し考え込む振りをしてから、

「ま、とりあえず、勝手に通らせて貰もらうわ」

　気楽にそう言い残し、さっさと正門をくぐった。

「ちょ、ちょっと待って下さい。それは困ります」

　若者が、狼ろう狽ばいしたように、後ろから追い縋すがってくる。

「いいからいいから、気にすんなって」

　肩越しに、ひらひらと薔薇ばらを振ってやりながら、宮みや内うちはまっすぐに玄関の方へと向かう。

「すいません。本当に困るんです。すぐ取り次いで参りますから、ちょっと待って下さい」

　困り果てた様よう子すのその声を聞き付けてか、母屋の方から、物見高い連中が、ひょこひょこと顔を覗のぞかせ始めた。

「どうした？　なんかあったのか？」

　その中でも年とし嵩かさの一人が、門番をしていた若者に、そう問い掛けた。

「いや、その……こちらのお客人が、お名前を仰おつしやって下さらないんで、困ってるんです」

「ふむ……？」

　年嵩の組員は、やや眉まゆを寄せながら、宮内にその目を向けてきた。

「失礼ですが、お客人。どちらさんでらっしゃいます？」

　油断のない目付きで、そう訊たずねてくる。

「言わなきゃ駄だ目めかい？」

「お願いします。私どもにも役目ってもんがございますんで」

「まあ、そんな堅い事言うなよ。組長さんに会わせてくれりゃ、すぐ分かるって」

　右手に持った薔薇を振りながら、宮内が母おも屋やの玄関の方へとなおも進もうとすると、年嵩の組員は、小走りに先まわりし、宮内の行く手を遮さえぎった。

「お待ち下さい。申し訳ありませんが、それではやはり、お通しするわけには参りません」

　年嵩の組員は、やや腰を屈かがめるようにして、下から宮内を睨ねめ上げた。

「お名前を、どうぞ」

　いつの間にか、宮内の周囲を、辰たつ巳みの組員たちが、遠巻きに囲んでいた。下は一〇代から、上は四〇過ぎ。どいつもこいつも、むさい男ばかりである。人数は、一二、三人もいるだろうか。

「どうか、お名前を」

　年嵩の組員が、改めて訊ねてくる。言葉遣づかいこそ丁てい寧ねいだが、無視する事を許さぬ、声せい音おんであり、目付きだった。

　薔薇の花を、鼻先でくるくるとまわしながら、宮内は口を開いた。

「待てと言われて待てるなら、この道進むわけがない」

「……は？」

　謡うたうようなその言葉に、年嵩の組員が、きょとんとした表情を浮かべた。

「極きわめる道は男道。登る坂なら男坂。

　咲いて咲かれて散らされて、赤い血ち潮しおの彼ひ岸がん花ばな。

　木枯らしぴゅうぴゅう吹ふく中を、やって来ました。ついに来た……」

　即そつ興きようの詩句を口ずさみながら、宮みや内うちは、ゆっくりと周囲の組員たちを見渡していく。辰たつ巳みの組員たちは、どう対処したらいいのか分からない様よう子すで、互いに顔を見交かわし合っていた。

　宮内は、薔薇ばらを摘つまんだ右手の人差し指で、目深に被かぶっていたソフト帽の庇ひさしを、ぴんと上に跳はね上げた。

「げっ！」

　あらわになったその顔に、正面にいた年とし嵩かさの組員が、激はげしく仰のけ反ぞった。

「斜しや道どう本家のはぐれ鳥。粋いきでいなせでニクイ奴やつ──宮内志し郎ろう、ただ今推すい参さんつかまつる」

　低く渋い声せい音おんで、そう締しめくくると、周囲の組員たちが、一斉に息を吞のんだ。

　宮内の顔を見た事のない下したっ端ぱ連中も、その名ぐらいは耳にした事があるのだろう。

「……なぁんてな。七五調は、このファッションにゃ、ちと似合わねえか？　ん？」

　にっと笑って、薔薇を振ってみせてやる。

　周囲の組員たちが、一斉に、飛び退のくようにして、宮内との距きよ離りを取った。

「み、宮内……手前ぇ、なにしにきやがった!?」

　年嵩の組員が、血相を変えて怒鳴り付けてくる。

「うちの小僧どもと同じ事、訊きくんじゃねえよ。殴なぐり込み以外になにがある」

「殴なぐり込みだぁ？　手前ぇ一人でか！」

「おうともよ。だがこの一人は、ちぃと手ごわいぜ。手前ぇら総出で掛かってきな」

　薔薇の香かおりを楽しみながら、宮内は言った。

　だが、辰巳の組員たちは動かない。その身の構えを見ると、懐ふところに得え物ものを吞んでいる者も、ちらほらといるようだが、誰だれも自分から掛かってこようとはしなかった。本家屋や敷しきの、しかも、開け放しの正門から丸見えになるこの位置。短刀ドスだの拳銃チヤカだのを気軽に取り出す事ができないでいるのだろう。

　すると、正面にいた年嵩の組員が、先程の門番の若者へと、目配せをした。それを受けて、若者が正門の方へと、すっ飛んでいく。どうやら、門もん扉ぴを閉めた上で、宮内を処理するつもりでいるらしい。

　だが、それは逆に言えば、門が閉まるまでは、手を出してこないという事でもある。

　砂利を蹴け立たてて走っていく足音を背中に聴ききながら、宮内は、にんまりと笑った。

「雁がん首くび並べて睨にらめっこか？　名にし負う辰巳の皆さんにしちゃ、悠ゆう長ちようなこったな」

　からかうように言いながら、宮内は左手を、ロングコートの襟えり元もとへと運んだ。

「？」

　その手の動きに、辰巳の組員たちの視し線せんが集中する。

　宮内は左手で布地をぴんと張るようにしながら、右手の白薔薇を、襟元のボタンホールに、すっと差さし込んだ。

「Shall we dance ?」

　流りゆう暢ちような発音とともに、宮みや内うちが、組員たちに人ひと懐なつっこい笑え顔がおを向ける。

　それと同時に、襟えり元もとを摑つかんでいた左手が、ロングコートの前を一気に開く。

　コートの下は、三つ揃ぞろいのスーツ。そのスラックスの左太ふと腿ももには、革バンドで留とめたマシンガン。腰に巻かれたベルトには、隙すき間まなく挟はさみ込まれた予備弾だん倉そう。

「！」

　物ぶつ騒そうなその装備を目まの当たりにして、辰たつ巳みの組員たちが息を吞のんだ時、宮内の右手は、革バンドの留め金を弾はじかせながら、マシンガンを引き抜いていた。

　そして、掃射。

　凄すさまじい銃声が、周囲の一切を包み込んだ。

　左から右へ、円を描くように、銃口が、その向きを変えていく。

　振動が薔薇ばらの花を揺ゆらし、打ち出された薬やつ莢きようが、白砂利の上を跳はねまわる。

　辰巳組の組員たちは、ある者は目を剝むいたまま、ある者は逃げ出そうとして背中を撃うたれ、片っ端ぱしから撃ち倒されていった。

　ロングコートの裾すそを広げた宮内が、その場でくるりと一回転して、再び正面に向き直った時、その場に立っている者は、宮内以外には一人も残ってはいなかった。

　だが、これは始まりに過ぎない。

　銃声を聞き付けた組員たちが、屋や敷しきのあちらこちらから、わらわらと飛び出してくる。

「さあて、いよいよ本番だな」

　宮内は、空になった弾倉を抜き落とすと、ベルトから予備弾倉を一つ引き抜き、マシンガンに装そう塡てんし直した。
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　辰巳本家の屋敷から、銃声が響ひびいた。

　宮内の殴なぐり込みが始まったのだ。

「甘あま利り！　車を戻せ！」

　辰巳の屋敷を振り返りつつ、一かず也やは怒鳴った。

「できません！」

　ハンドルを握ったまま、甘利が悲痛な叫びを叩たたき返してきた。

「いいから停とめろと言ってるんだ！」

　一也は運転席の方へ右足を伸ばすと、ブレーキペダルを踏み付けた。

　いきなりの急ブレーキに、タイヤがロックし、一也と甘利を乗せた車は、制動を失った。

　昼ひる日ひ中なか、それも街中の路上である。車道には、他ほかにも多くの乗用車が走っていた。

「くう……っ！」

　甘利が必死の形ぎよう相そうで、ハンドルを切った。グリップしないタイヤをうまく滑すべらせながら、併へい走そうする乗用車を、ぎりぎりのところで躱かわしていく。

　ほぼ一八〇度回転した車は、歩道と車道を区切る段差に、タイヤを横向きにぶち当てるようにして停止した。大きく右に傾かしいだ車体が、逆方向に揺ゆり戻される。

「危なかった……」

　甘あま利りが、両手にハンドルを抱きかかえるようにして、大きく息を吐いた。

　そして、助手席の一かず也やを振り返り、

「いきなりなにするんですか、高たか杉すぎさん。いくらなんでも、無む茶ちやですよ！」

　嚙かみ付くような勢いで、そう言った。

「分かってる。すまなかった」

　一也は謝あやまったが、甘利は一也を睨にらみ付けたままだ。

「……俺おれだって、好きで逃げてるわけじゃないんです」

「それも分かってる」

　甘利は、一也の命令を無視して、宮みや内うちに従った。宮内の指示に従い、宮内を置き去りにする道を選えらんだ。だが、それが甘利にとって苦く渋じゆうの選せん択たくであった事は、一也にも充分、分かっている。一也の命令を無視したからと言って腹を立てるつもりもないし、宮内を置き去りにしたからと言って、薄はく情じような奴やつだとも思わない。宮内の邪じや魔まをしないためにも、また速はや水みを守るためにも、そうするのが最善だったに違いないのだから。

「だが……それでも、俺には、宮内さんを見殺しにはできない。宮内さん一人を死なせるわけにはいかないんだ。だから頼む。戻ってくれ」

　一也は、甘利に命令はしなかった。

　斜しや道どう組内での上下関係から言っても、優先するのは宮内の指示だし、速水の窮きゆう地ちを救うという当初の目的から言っても、一也は戻るべきではない。たとえ宮内が命を落とそうとも、辰たつ巳みの本家に殴なぐり込んだという事実は残るのだし、それで斜道の面子メンツは立ったと強弁できる。

　また、一也一人が戻ったところで、宮内を無事に逃げ延のびさせる事ができるとは限らない。一也の身元が割れて、速水組の名が表に現れる可能性の方が、よほど高いのである。

　冷静に考えれば、宮内の言う通りにすべきだ。甘利と同じように、宮内の指示に従うべきだ。

　それが分かっていながら、だが、一也には、そうする事ができない。宮内一人を死地に追いやって、自分たちだけ、のうのうと生き延びるなど、とてもではないができはしない。

　理性ではない。感情の問題だった。自分の生き方を曲げたくないという、言わば、一也の我わが儘ままに過ぎない。

　だから一也は、甘利に戻れとは命令できなかった。だから、頼んだのである。

「しかし……」

「頼む」

　甘利の目を見詰めたまま、一也は、もう一度、繰くり返した。

　甘あま利りは長々と一かず也やを見み据すえてから、ふと、その視し線せんを外した。

　俯うつむき、唇くちびるを嚙かみ、そして再び顔を上げる。

　そして甘利は、エンジンを再始動させると、アクセルを踏み込んだ。




　　　　七




　宮みや内うちは、玄関の脇わきに、身を寄せていた。

　玄関の扉とびらは、既すでに無数の弾丸に貫かれ、ぐずぐずに割れ砕くだけている。

　扉のあった空間に、ひょいとマシンガンの銃身を差さし出すと、すかさず屋内から、銃じゆう弾だんが撃うち出されてきた。

　銃声から判断する限りは、そこにある拳銃は五挺ちようか六挺といったところ。要するに、それと同数の人員が、そこで宮内を待ち構えているという事になる。

　そんなところに飛び込んでいって蜂はちの巣すにされるのは願い下げだが、かと言って、いつまでもこんな開けた場所にいては、これまたいい標的にされてしまう。辰たつ巳みの組長に拝はい謁えつを願うという目的もある事だし、なるべく早くに、建物の中に入り込みたいところだった。

　ふと、庭の方へと目を向けると、左手にある植え込みの向こうで、人ひと影かげが動くのが見えた。大きくまわり込んで、宮内を包囲しようというのだろう。

　宮内は、そちらへとマシンガンの銃口を向けると、弾だん倉そう一つ分の弾丸を、無造作に叩たたき込んだ。辰たつ巳みの組員が三人ほど、悲鳴と鮮せん血けつを迸ほとばしらせながら、植え込みの向こうで跳はね上がった。

「……ったく、油断も隙すきもあったもんじゃねえな」

　宮内は弾倉を交換すると、左手を、ロングコートのポケットに突っ込んだ。中から取り出したものを口元へと運び、歯で咥くわえてピンを引き抜く。玄関先にマシンガンの銃身を差さし出して、銃弾の雨を誘さそい、その雨が一段落した瞬しゆん間かんを狙ねらって、手にしたものを、玄関の奥へと放り込んだ。

　すぐさま玄関脇に身を隠かくし、頭に被かぶったソフト帽を、左手で押さえる。

　一……二……三。

　きっちり三秒後に、爆ばく発はつが起こった。

　耳をつんざくような爆音とともに、地面が大きく縦たてに揺ゆれる。玄関口から噴ふき出した爆風が、そのすぐ脇に立っていた宮内のコートの裾すそを、ばたばたとはためかせた。

　爆風が収まった時には、僅わずかに残っていた扉とびらの残ざん骸がいも綺き麗れいに吹ふき飛んでいた。

　ぽっかりと口を開けたような、元玄関から中を覗のぞき込むと、粉々に砕くだけた木こっ端ぱが、霧きりのように立ちこめている。

「さすが米国製。威力が違うね」

　宮内は、にんまりと笑うと、玄関口から屋や敷しきの中へと押し入った。

　上がり口の廊下の板は、高熱に変色し、その上には、無む惨ざんな姿の組員たちが横たわっている。

「土足で失礼しますよ」

　誰だれにともなく無礼を謝しやしながら、宮みや内うちは靴くつのまま、廊下に上がった。

　廊下に転がっている組員は、全部で五人いた。全員、天に召されたかと思っていたが、どうやらタフな奴やつが残っていたようだ。

「う……あ……」

　玄関の上がり口から、正面と左右、それぞれに廊下が延のびていたが、その右手の方から、男の呻うめき声が聞こえてきた。見ると、小太りの組員が一人、俯うつぶせになって、宮内を見上げている。着ているシャツはそこかしこに鉤かぎ裂ざきが出来ており、煤すすにまみれた顔には、流れる血が赤い彩いろどりとなっていた。

「痛ぇ……痛ぇよ……」

　小太りの組員は、譫うわ言ごとのように呟つぶやきながら、ずるずると、宮内の方へと這はいずってきた。

「助けてくれ……もう手向かいしねえから……だから、救急車、呼んでくれよ……足が動かねえんだ……」

「そいつは申し訳ない事したな」

　宮内は、小太りの組員を見下ろすと、マシンガンの銃口を、その額ひたいにぴたりと押し当てた。そして、間かん髪ぱつ容いれずに、引き金を引く。小太りの男は、驚きよう愕がくに目を見開いたまま、絶命した。

　宮内は腰を屈かがめると、その組員のシャツを捲まくり上げた。ズボンの後ろ、腰の部分に、オートマティックの拳けん銃じゆうが挟はさみ込まれている。

「人の情なさけに縋すがる時ゃ、こういうもんを隠かくし持ってちゃいけねえ」

　手しゆ榴りゆう弾だんの爆ばく音おんを聞き付けたのだろう。その時、左手側の廊下から、駆かけ付けてくる新たな足音が聞こえた。宮内は、男の拳銃を左手で抜き取ると、そのまま真横へと腕を伸ばし、ひと息に全弾を撃うち込んだ。

　出会いがしらに銃弾の雨を浴あびせられ、新手の組員たちは、悲鳴と怒ど号ごうを撒まき散らした。

　空になった拳銃を放り捨て、更に右手のマシンガンで駄だ目め押しする。

「こいつはおまけだ」

　ついでに手榴弾を一発、廊下の向こうへと放り込んでおいてから、宮内は、正面の廊下を奥へと向かった。

「さあて、組長さんは、どちらかな」

　一人呟つぶやく宮内の背後で、二度目の爆発音が轟とどろいた。
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「ここでいいですか？」

　甘あま利りが車を停とめたのは、辰たつ巳み屋や敷しきの裏口付近だった。

　漆しつ喰くいに塗ぬられた塀へいの向こうでは、ひっきりなしに銃声が聞こえている。つまり、宮内はまだ生きているという事だ。

　だが、もう時間はない。正門の方では、異常を聞き付けた付近の住民が人だかりを作っていたし、制服警けい官かんの姿まであった。おそらくは銃じゆう撃げき戦の激はげしさに、本部からの応援を待っているのだろうが、警官隊の突入が行われるのも、それほど先ではない筈はずだ。

「拳銃チヤカはあるか？」

「ダッシュボードの中に、一挺ちようだけ」

　一かず也やは、ダッシュボードを開けると、中の拳銃を取り出した。オートマティックである。手早く弾だん倉そうを引き抜き、弾たまが入っている事を確認する。

「予備の弾は？」

「いえ、それだけです。まさか、こんな事になるとは思わなかったものですから」

「そうか……」

　だが、速はや水みの組では、銃器を使う事自体が希け有うである。一挺とはいえ、甘あま利りがそれを用意していたという事の方が、むしろ幸運だったと言えるだろう。

　一也はジャケットを脱ぎ捨てると、腰の後ろに、拳銃を挟はさみ込んだ。

「お前は、この車を処分してから、社に戻れ。速水さんにこの事を伝えて、あとの指示を仰ぐんだ」

「はい」

　甘あま利りが頷うなずく。

「俺おれの事は破門してくれるように、忘れずに言っておいてくれ。そうすれば、俺が捕まっても、速水さんにまでは迷めい惑わくは掛からない筈はずだ」

「……はい」

　一いつ拍ぱくの間を置いてから、甘利は、それにも頷いた。

「俺になにかあったら、これからは、お前が速水さんを守るんだ。頼むぞ」

　甘利は、一也を見返してから、ゆっくりと首を振った。

「俺はただの運転手です。社長のボディガードは高たか杉すぎさんでなきゃ務まりませんよ。だから、必ず帰ってきて下さい。でないと困ります」

　一也は、唇くちびるの端はしで小さく笑うと、甘利の肩を、ぽんと叩たたいた。

　そして、するりと、車から降りる。

　素早く周囲を振り返り、人目のない事を確認してから、車のボンネットと屋根ルーフを順に蹴けり付け、それを踏み台にして、白塗りの塀へいを跳とび越えた。

　着地した場所は、辰巳屋敷の裏庭である。

　左手には裏門から続く車寄せがあり、小型のバンと赤い乗用車が停とめられていた。組用のものではなく、家人が使う車のようだった。母おも屋やの裏手には勝手口が見える。

　塀を越える姿を見み咎とがめられる事も覚かく悟ごしていた一也だったが、裏庭に人の姿はなかった。おそらく、宮みや内うちを迎え討うつために、表口の方に集まっているのだろう。

　表口からは、マシンガンの銃声と、時には爆ばく発はつ音さえ聞こえてきている。どうやら、宮内は、ダイナマイトの類たぐいまで用意していたようだった。無む茶ちやと言おうか、派は手でと言おうか、お陰で一也が忍び込むには好こう都つ合ごうだったが、逆に言えば、宮内はそれだけ多くの組員を相手にまわしているという事になる。

　……俺おれが行くまで生きてて下さいよ。

　一也は、勝手口から、辰たつ巳み屋や敷しきの中へと突入した。
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　手しゆ榴りゆう弾だんの爆発が、辰巳屋敷を揺ゆり動かす。

　太い柱の陰に隠かくれて爆風をやり過ごし、そして宮内は、廊下へと飛び出した。

　爆発に引き裂さかれた廊下には、埃ほこりと木き屑くずが霧きりのように立ちこめている。視界はほとんど利きかなかったが、宮内は構わなかった。

「この辺かぁ？」

　マシンガンの轟とどろきとともに、霧の向こうで、男たちの悲鳴が跳はね上がった。

　最後の悲鳴が尽きるまで、たっぷりと弾だん丸がんを撃うち込んでいると、その轟ごう音おんに紛まぎれるように、別の足音が聞こえてきた。今度は後ろだ。

「ったく、忙いそがしいったらねえな」

　ロングコートを翻ひるがえしながら振り返り、マシンガンの銃口を、そのまま後ろへと向ける。

　後ろにまわり込んだ組員たちは六人ばかりいたが、その手にした拳けん銃じゆうが宮内に狙そ点てんを定めるよりも、宮内のマシンガンが火を噴ふく方が速かった。

「うおっ!?」

「ぐぁっ！」

　右から順に、一人、二人……三人まで撃ち倒した時、

　かちっ。

　空しい金属音とともに、マシンガンの連射が止まった。弾たまが尽きたのである。

「おっと、やべ」

　逃げ惑まどっていた残りの三人が、宮内の弾切れを知って、途と端たんに居い丈たけ高だかになった。

「ぼけが！」

「終わりだぁ！」

　喜き色しよくとともに振り返り、その手の拳銃が、宮内に向けられる。

　だが、その銃口が火を噴いた時には、宮内は横っ飛びに跳とんでいた。

　体ごと襖ふすまに体当たりするようにして、傍かたわらの和室に転がり込んだのだ。

　その宮内を追って、三人の組員もまた、和室の中に踏み込んでくる。

「死ね、宮みや内うち！」

　ここぞとばかりに撃うち込んでくる銃じゆう弾だんから、畳たたみの上を転がるようにして逃のがれていく。逃れながら、空になった弾だん倉そうを振り落とし、ベルトから新しい弾倉を引き抜いた。

　そして宮内は、畳の上に仰向けに寝そべったまま、再度、マシンガンを轟とどろかせた。

　無数の弾丸に貫かれ、組員たちが、死の踊りを舞まい踊る。

　三人が畳の上に崩くずれ落ち動かなくなったのを確認してから、宮内は、ゆっくりと体を起こした。

「ふぅ……やばかった」

　ちらりと苦にが笑わらいを浮かべながら、ずれたソフト帽を被かぶり直す。

　コートの前を開いてみると、残りの弾倉は、あと二つとなっていた。まだ組長の所在さえ摑つかめていないというのに、この残弾数では、さすがに少々心こころ許もとない。

「ちょいと景気よく、ばらまき過ぎたかな」

　だが、先の事を考えて弾たまの節約などしていては、ここまでやってくる事もできなかっただろう。先の事は先の事。その場その場で最善を尽くせば、それでいい。運が良ければ生き延のびるし、そうでなければ死ぬ。ただそれだけの事だ。

「いっちょ運試しといきますか」

　宮内は不敵な笑えみを浮かべると、更に屋や敷しきの奥へと進んでいった。
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　屋敷の中は嫌いやになるほど広かった。さすがは辰たつ巳み組の総本山だけの事はある。

　一かず也やは、いつどこから敵が襲おそい掛かってきても対処できるよう、全方向に神経を張り巡めぐらせながら、板張りの廊下を進んでいった。

　田た沼ぬまの屋敷に潜せん入にゆうした時とは違って、見取り図を手に入れる暇ひまも無かったから、今、自分が屋敷のどのあたりにいるのかも定かではない。だが、迷う心配はなかった。銃声の轟とどろく方向へと向かえば、そこに宮内がいるのは明らかだったからだ。

「あの野郎……とち狂いやがって」

　ふと、そんな声が聞こえ、一也は身の動きを止めた。

　かなり近い。どこだ……？

「噂うわさにゃ聞いてたが、ここまでぶち切れた奴やつだったとはな」

　最初の男に、別の声が答えていた。

　襖ふすまの向こう……部屋の中か……。

「栄さんも、松さんも、やられちまったみたいっすよ、どうします？」

　三人目。これはかなり若い声だった。場数を踏んでいないのか、動どう揺ようが声にも現れている。

　……どうする？

　そんな男たちの会話を耳に留とめながら、一かず也やもまた迷っていた。

　部屋の中の男たちは、一也の存在には、まだ気付いていない。このまま通り抜けようと思えば通り抜けられるだろう。時間優先で考えれば、このまま先を急ぐべきだろうと思うが、一方で、戦意のある敵を無傷のまま残していく事に対する危き惧ぐもある。

　やるか、見過ごすか……。どっちだ。どっちがいい……？

「どうもこうもねえだろ。やくざもんが、かちこみ掛けられて逃げるわけにいくかよ」

　四人目だ。

「そういうこったな。それに相手はあの宮内だ。あの首取りゃ、幹部の座は間違いねえ。体張る価値はあるぜ」

　二人目の声が同意を示す。

　それで一也は、心を決めた。

　腰の後ろから拳けん銃じゆうを引き抜くと、襖ふすまに背を向けるようにして、静かに歩を進めていく。そっと手を伸ばし、引き手に指を掛ける。

　その時、再び、爆ばく発はつ音とともに、床が振動した。

「後先考えねえ、糞くそ馬ば鹿かが……。ここは日本だぞ。戦争やってんじゃねえってんだ！」

　最初の男が、忌いま々いましげに吐き捨てる。

　それと同時に、一也は、一気に襖ふすまを開け放つと、部屋の中へと飛び込んだ。

　襖の向こうは、八はち畳じよう間まの和室だった。中央には黒こく檀たんの座卓が置かれている。

　部屋の中にいるのは四人。一人は座卓のそばに胡座あぐらをかき、別の二人がそれと向き合うような形で、座卓の上に腰を下ろしている。そしてもう一人、若い組員が、その三人から、やや離はなれたところで立っていた。

　突然の侵入者に、四人が、はっと振り返る。その視界の死角に飛び込むように、一也は畳たたみの上へと身を投げ出しつつ、右手の拳銃をフルオートで撃うち放った。

　だが、当たらない。

　全ぜん弾だん撃ち尽くすまでに、辛かろうじて、座卓に座っていた一人と、立っていた若い組員を吹ふき飛ばしたものの、あとの二人は無傷のままだった。狭せまい部屋の中で、しかも相手の虚きよを衝ついたにもかかわらずこの様ざまだ。銃の精度の問題ではなく、一也が不ふ慣なれなのである。

「野郎！」

　生き残った二人が、揃そろって立ち上がった。胡座を搔いていた男が、手にしていた四五口径を構え、座卓に腰掛けていた男は、卓上に載のせていたショットガンを取り上げる。

　相手との距きよ離りは三メートルもない。この距離で撃たれたら、外れようがない。

　一也は、咄とつ嗟さに、座卓の下に転がり込むと、一方の端はしを思いっきり蹴けり上げた。

　重い黒檀の座卓が立ち上がる。分厚いその卓板が、一也の代わりに、拳銃とショットガン、二種の銃弾を受け止める。

　そして一かず也やは跳ちよう躍やくした。

　立ち上がった座卓の上を跳とび越え、頭上から二人の組員に襲おそい掛かったのである。

　左の蹴けりが、拳けん銃じゆうを手にした男の首にめり込んだ。ごきりという感触ととともに、その男が、膝ひざから崩くずれ落ちる。それと同時に着地しながら、一也の右手はショットガンを摑つかんでいた。摑んだ銃身を手前に引きながら、充分な踏み込みとともに、男の脇わき腹ばらに左の肘ひじ撃うちを叩たたき込む。

「ごほっ！」

　思わず前のめりになるその喉のど元もとに、更に容赦なく、右の貫ぬき手てを突き入れる。

　一也の右手に、嫌いやな感触がこびりついた。人の命を奪う感触。慣なれる事のできない、穢けがれた感触だった。

　だが、それでもやらねばならない。今は非情に徹てつせねばならない。

　四人がともに絶命している事を確認してから、一也は、その場にあった銃器を拾い上げた。

　四五口径のオートマティックが二挺ちようと、三八口径のリボルバーが一挺。ショットガンは嵩かさ張ばるので置いていく事にする。

　一也は、リボルバーを腰の後ろに挟はさみ込むと、二挺の四五口径を両手に構え、四人の死体が横たわる八はち畳じよう間まをあとにした。




　　　　一一




　襖ふすまを蹴けり飛ばして中に踏み込むと、そこは八〇畳じようはあろうかという日本間だった。

　右手は中庭に面していて、明るい光が射さし込んでいる。中庭には、自然の岩を利用した池が設しつらえられていて、色とりどりの錦にしき鯉ごいが泳いでいる。

　部屋の正面には床とこの間まがあり、水すい墨ぼく画がの掛け軸が掛けられていた。その掛け軸の手前には、刀掛けがあり、大小二振りの刀が飾られている。

　そして、その床の間を背に、一人の男が正座していた。

　年ねん齢れいは四〇代の半ばといったところ。額ひたいの秀ひいでた、彫りの深い顔立ちをしている。髪は短い角刈りで、晒さらしを巻いた裸の上に、辰たつ巳みの名の入った、半はつ被ぴを羽は織おっていた。開いた両膝ひざの間の畳たたみに突き立てるようにして、白しら木き鞘ざやの日本刀を両手に握っている。

「あんたが宮みや内うちさんか」

　真まっ直すぐに宮内を見詰めたまま、男が口を開いた。響ひびきの良い低音である。

「ああ、そうだ」

　宮内は頷うなずいてから、しみじみと、男を眺めまわした。

「なかなかいい男っ振りじゃねえか。下したっ端ぱ連中とは格が違う。中ボスってとこか？」

「いや。この組に厄やつ介かいになってる、ただのはぐれもんだよ」

　男は、宮内から目を離さぬまま、静かに答えた。

「はぐれもんか……。いい響ひびきだな」

　宮みや内うちは、にやりと笑った。

「まあ、それはそれとして、今日は中ボスじゃなくて、ラスボスに用があって来たんだ。折角、ここまで来たんだから、辰たつ巳みの組長さんに、挨あい拶さつぐらいさせて貰もらえないかなぁ？」

「生あい憎にく、組長おやつさんは、今日は所用でお出掛けだ。残念だったな」

　男の返答は素そっ気けなかった。

「おいおい、下手へたな噓うそはよしてくれよ。男が下がるぜ」

「あんたにゃ気の毒だが、本当だ」

「言っとくが、これでも一応、俺おれも下調べはしてきてるんだぜ。今日は、お宅の組に義理事はねえ筈はずだし、第一、お宅の組長さんご愛用のベンツが、駐ちゆう車しや場じように残ってた」

　宮内が証拠を突き付けてやっても、男の表情は揺らがない。

「ベンツで行くには都合の悪い場所もある」

「ほぉん……？　いったい、どこだってんだよ？」

「参さん観かん日びだ」

「……へ？」

　思いも寄らぬその単語に、さすがに宮内も虚きよを衝つかれた。

「今日は娘さんの学校の参観日なんだよ。ベンツなんぞで出掛けると、他の親御さんに迷惑になるってんでな、それで姐あねさんの車に乗ってったんだ」

「……まじ？」

「ああ。残念だったな」

　男の薄うすい唇くちびるに、ほんの僅わずかだけ、笑みが浮かんだ。どこか哀れむような笑みである。

　どうも、ほんとに本当らしい。

「参観日ねぇ……。さすがにそこまでは気がまわらなかったぜ。参観日か……参ったな、こりゃ……」

　不意に、笑いが込み上げてきた。

　死ぬも生きるも運ひとつ。今回は、幸運の女神様が、辰巳の組長さんを贔屓ひいきしたというわけだ。

「まったく、娘想いの組長さんにゃ、敵わねえなぁ」

　宮内は、天井を見上げて、ひとしきり大笑いした。

　だが、目当ての『ラスボス』がいないのでは、こんなところに長居しても始まらない。

「組長さんがいらっしゃらねえんじゃぁ、仕様がねえ。今日はこれで引き上げる事にするよ。騒さわがせてすまなかったな。帰ったら、組長さんによろしく言っといてくれ」

　宮内は、男にそう言い置き、くるりと踵きびすを返した。

「待ちな」

　その背中に、男の低い声が掛けられた。

「このまま帰せるとでも思ってるのか？」

　静かな、だが重みのある言葉だった。

「できれば帰して貰もらいたいと思ってる」

　宮みや内うちは、左足を引いて振り返り、右手のマシンガンを軽く掲げて見せた。

「こいつにはまだ弾が残ってるし、俺おれは、あんたみたいな古いタイプの極ごく道どうが好きなんだ。殺したくねえ」

「それは、そっちの都合だ」

　男が、白しら木き鞘ざやを手に、ゆらりと立ち上がった。羽は織おっていた半はつ被ぴが体から滑り落ち、裸の上半身が剝むき出しになる。その両肩には、鮮やかな彫り物が貼り付いていた。

「ま……それもそうか……」

　招かれてもいないのに、勝手に押し掛けてきた宮内である。その宮内をもてなしてくれようと言うのに、それをも無視して帰るのは、さすがに無礼というものだろう。

　男が、宮内を見み据すえたまま、白木の鞘から、すらりと刀身を抜き放った。どうやら、この男は本気で、宮内のマシンガンに、日本刀だけで立ち向かうつもりでいるようだ。

　男は、右脇わき構えに近い形で構えつつ、じわじわと、宮内との間合いを詰めてくる。

　宮内と男の間の空気が、急速にその密度を増していく。

　殺意という名の緊きん張ちよう感が、宮内の肌を、ぴりぴりと刺し激げきする。

「あんたの名前、聞かせてくれよ」

「菅すが田た。菅田征せい四し郎ろう」

　男の構えた日本刀が、徐々に角度を変え始めた。切っ先を右に向け、ほぼ水平に近い形に変化していく。

「いい名だ……。『しろう』って付くとこが、特にな」

　宮内は、にこりと笑った。

　そして。

　宮内は、体ごと菅田に向き直ると、マシンガンの引き金を躊躇ためらいなく引き絞った。

　刀しか持っていない相手に、銃器を使う。それが卑怯だとは、宮内は思わない。持てる力のすべてを使う。それが、命を奪う相手に対する礼儀だからだ。

　マシンガンの銃口が、轟ごう音おんとともに、銃弾を撒まき散らす。

　だが、弾丸の犠ぎ牲せいになったのは、天てん井じようだった。

　宮内が引き金を引くより僅わずかに迅はやく、瞬しゆん時じに間合いを詰めた菅田が、その刀でマシンガンの銃身を、下から斬きり上げたのである。

　天井に張られた板に、無数の弾痕が穿うがたれる。吊されていた照明が粉々に砕くだけ散る。

　そして菅田の返す刀が、宮内の胸むな元もとを、横一文字に斬り裂いた。

　宮内の頭から、ソフト帽が跳はね上がり、畳たたみの上に、ぱさりと落ちた。
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　辰たつ巳みの組員たちが振り返るよりも、一かず也やがその懐ふところに飛び込む方が迅かった。

　一人目の胸元に、右手の拳けん銃じゆうを押し当て、その心しん臓ぞうを撃うち抜く。

　次いで、その銃じゆう把はを真横に振って、二人目の顎あごを砕くだく。

　左手の拳銃が、三人目の喉のど元もとで弾はじけた次の瞬しゆん間かんには、体の捻ひねりを利用した渾こん身しんの左まわし蹴りが、四人目の頸けい骨こつを砕いていた。

　それが、ほんの一瞬の出来事である。おそらく、四人の組員たちには、なにが起きたのかも分からなかっただろう。四方に吹ふき飛ばされた四人の体は、壁かべに跳ね返され、顔面から廊下に倒れ込んでいった。

　一也には、何人を手に掛けたのかも、分からなくなっていた。

　考えるより先に体が動く。そうでなければ生き延のびられない。

　宮内を見付けるまでは、死ぬわけにはいかないのだ。

　だが、その宮内の所在が、今の一也には分からない。

　銃声が、ばったりと途と絶だえてしまったからだ。

　銃弾を使い切ってしまったのか、それとも……。

　いや、そんな筈はずはない。あの宮内が、そう簡かん単たんに死ぬ筈がない。

　脳のう裏りに浮かんだ嫌いやな予感を、無む理り矢や理りに頭から追い払った時、

「な、なんだ？　どうした？」

　驚おどろきの声が聞こえてきた。

　振り返ると、また別の組員が、やってきていた。一也の周囲で絶命している四人の男たちを、愕がく然ぜんとした表情で見下ろしている。

　次いで一也に向けられたその目が、怒りに染そまった。

「手前……！」

　なにを考えるよりも先に、一也の体が反応した。
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　見下ろせば、胸むな元もとに綺き麗れいな線せんが刻み込まれていた。

　ロングコートに、その下の背広とベスト。更にその下のワイシャツまで、まっすぐ真横に切り裂かれている。ちょうど心しん臓ぞうの高さだ。あとほんの僅わずかでも飛び退のくのが遅れていたら、宮内は鮮血を撒まき散らして即死していたに違いない。

「ひでぇ事すんなぁ……。この服、結構、高かったんだぜ？」

「白装しよう束ぞくで良けりゃ、代わりを買ってやるよ」

　菅すが田たが無表情のまま言った。

　いったん脇わき構えに戻した日本刀が、再び、角度を変えていく。

「おっとっと……」

　宮みや内うちは、とんとんと後ろに飛び退のいて、菅すが田たとの距きよ離りを取った。

　右手のマシンガンは、菅田の一いち撃げきで、銃身が歪ゆがんでいた。僅わずかだが、切れ目まで入っている。

　マシンガンの銃身に使われるような硬い鉄に、それも固定されてもいない状態で切れ目まで入れるとは、恐るべき技量だった。

「どうした？　降参か？」

　じりじりと間合いを詰めながら、菅田が言う。

「いやぁ、まだまだ。だが、ちょっと、タンマだ」

　宮内は、使い物にならなくなったマシンガンを放り捨てると、床の間の刀掛けに手を伸ばした。大刀を摑つかみ上げ、鞘さやを払う。

　油断なく菅田との間合いを計算しながら、宮内は、手にした刀の刀身を、ちらりと見やった。

「この刃は紋もんの具合は、初代……いや、二代助すけ広ひろか。さすがは辰たつ巳みの大将。いいもん置いてあるぜ」

「そいつは二〇〇〇万はする代物だ。傷なんか付けるんじゃねえぞ。組長おやつさんが嘆く」

　菅田が、再び間合いを詰めてくる。

「男同士の命のやりとりに、けち臭くせぇ事言うんじゃねえよ」

　宮内は、にやりと笑って、菅田に向き直った。

　両手で柄つかを絞り込むように握り、その切っ先を、右方向へと傾けた。菅田の構えに合わせたのだ。

「それに、道具ってのは、壊こわれるまで使ってやるのが功く徳どくってもんだ。床とこの間まなんかに飾られっ放しじゃ、折角の名刀も、寂さびしくて夜泣きするだろうぜ」

「それは使える奴やつの言う台詞せりふだ」

　菅田の刀が、水平近くまで、右に傾いていく。

「試してみるか？」

　宮内もそれに合わせ、剣先を下げていく。菅田よりも更に低く、畳たたみに触れるほどにまで、切っ先を下ろした。

　そして、菅田が動いた。

　それと同時に宮内も動く。

　振り下ろされる菅田の刀と、噴ふき上がる宮内の刀が、両者の間で激げき突とつした。

　ぎゅいんっ！

　撃うち合わされた二本の鋼はがねが、うねりとともに火花を散らす。

　菅田と宮内は、互いの圧力に弾はじかれ、再び距きよ離りを取った。

「ほう……やるな」

　菅すが田たが、薄うすい唇くちびるに笑えみを浮かべる。

「なあに、ほんの嗜たしなみ程度さ」

　にっと笑ってそれに応こたえ、今度は宮みや内うちから、菅田に斬きり掛かった。

　今度は、右上からの袈け裟さ懸がけである。菅田の剣筋も同じだった。

　ぎゅわんっ！

　二本の刀がぶつかり合い、再び、火花を散らした。
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　どこだ……どこにいるんだ!?

　一かず也やは、宮内を探していた。

　頼りにしていた銃声も爆ばく発はつ音も、もう聞こえない。

　だから一也は、別の方法を取る事にした。いったん表口の方まで赴おもむいてから、宮内が辰たつ巳み屋や敷しきの中に刻み込んだ、破は壊かいの跡を辿たどる事にしたのである。

　廊下にぽっかり空いた、爆発の跡。

　襖ふすまに残された、マシンガンの弾だん痕こん。

　そして、そこかしこに転がっている、辰巳組の組員たち。

　まさに戦場さながらの惨さん状じようだった。

　そして、一也がようやく求めるものを見出した時、宮内は激はげしい剣けん撃げきの渦中にあった。




　　　　一五




　宮内の頰ほおに熱いものが走った。

　菅田の剣先が、かすめたのである。

「どうした？　スタミナ切れか？」

　距きよ離りを取った菅田が、そう声を掛けてくる。だが、その眼光にも、身の構えにも、気の弛ゆるみは微み塵じんも見られない。ほんの僅わずかでも隙すきを見せれば、それが命取りになる。

「なあに、まだまだいけるぜ。なんたって、若いからな」

　左の頰から顎あご先へ、溢あふれた血が伝い流れていくのが分かる。だが、それを拭ぬぐう余裕さえ、宮内にはなかった。

「そのぴらぴらしたのを脱いだらどうだ。そのくらいの間なら、待っててやる」

「お気き遣づかいどうも。だが、遠えん慮りよするよ。コーディネートには気を遣う性質たちなんでね」

　確かに、刀での立ちまわりには、ロングコートは邪じや魔まだった。動くたびに、足下にまとわりつく。それに靴くつを履はいたままなのも、不利といえば不利だった。畳たたみの上では、菅田のように、裸足はだしが一番、踏ん張りが利きくのだ。

　だが、宮内が最も手を焼いていたのは、服装より、むしろ刀に関してである。

　二代助すけ広ひろと言えば、確かな名刀だが、刀身自体はともかく、拵こしらえがまずかった。床とこの間に飾ってあったのだから無理もないが、装飾用の柄つかなのである。握りも悪いし、刀身の締しめも悪い。何度も撃うち合ううちに、柄と刀身の間に隙すき間まが生じ、がたつくようになってきたのだった。

　この分では、そう長くは保もたない。あと二撃げきか三撃。それで限界だ。下手へたをすれば、目め釘くぎが折れて、刀身だけすっぽ抜けてしまうかもしれなかった。

　肚はらぁくくるしかねえか……。

　不利な要素を抱え込んで、守りにまわっては、じり貧になるだけだ。引いてやられるくらいなら、攻めて返り討うちになった方がいい。

　宮みや内うちは、がたつく柄を、しっかりと握り込むと、渾こん身しんの力を込めて、菅田に斬きり掛かった。

　これまで同様、菅田の刀が、宮内の斬撃を阻む。

　そして同時に、

　ぴし……っ。

　宮内の手の中で、助広の柄にひびが走った。

　力を充分に絞り込む事ができず、宮内の刀が大きく弾はじかれる。

　その隙すきを見逃すような菅田ではない。頭上で刀を巻き返すと、逆方向から剣先を撃ち落としてきた。刀を撃ち合いながら、時に言葉を交かわしていても、これは命の取り合い、殺し合いである。隙があれば容赦なく相手の命を奪う。そういうやりとりなのだ。

　受けも躱かわしもできないタイミングであり、速度だった。せめて相打ちをと、宮内も左ひだり袈け裟さに刀を振り下ろしたが、それはただの意地に過ぎない。宮内は、右肩から左の脇わき腹ばらに掛けて、熱い光が走り抜けるのを、はっきりと感じた。

　……だが。

　体の中を光が走り抜けても、なお宮内は立ったままでいた。

「……？」

　宮内は、自分の体を見下ろした。

　菅すが田たの刀は、宮内の体を斜めに斬きり裂さいた筈はずである。だが、血も出ていなければ、服も裂けてはいなかった。

　どういう……事だ？

　宮内は、目の前の菅田に、視し線せんを戻した。

　菅田もまた、宮内を見ている。その薄うすい唇くちびるに、かすかな笑えみが浮かんだと思うと、菅田の体は、ゆっくりと傾かしいでいった。

「おい……おっさん!?」

　驚おどろく宮内の前で、菅田は畳たたみの上に倒れ込んだ。

　その菅田の体を中心にして、青い畳に、赤い染しみが広がっていく。その体に斜めに走る裂れつ傷しようは、明らかに、宮内の斬ざん撃げきによるものだった。

　だが、菅すが田たの一いち撃げきの方が速かった筈はずだ。なのに、なぜ菅田だけが？

　宮みや内うちの視し線せんが、菅田の手元へと動いた。その手は、白しら木きの柄つかを、まだしっかりと握り締しめている。だが、その柄の先には、刀身がなかった。根本からぽっきりと折れていたのである。

　宮内が眉まゆを寄せた時、聞き覚えのある声が耳に届いた。

「当たっ……た……？」

　驚おどろいたような、どこか呆ぼう然ぜんとした声。

　宮内が振り返ると、部屋の入り口に、高たか杉すぎが立っていた。

　四五口径のオートマティックを両手構えにした高杉は、両目を大きく見開いている。

　自分のしでかした事が信じられないように、その瞳ひとみが、細かく揺ゆれていた。




　　　　一六




　一かず也やが宮内を見出した時、宮内は死し闘とうの最中にあった。

　それも、時代錯さく誤ごとも言えそうな、刀と刀による斬きり合いである。

　一也には、それを一見しただけで、宮内が劣勢に立たされているのが分かったが、両者があまりに密接に絡み合っていたため、手出しする事はおろか、声を掛ける事もできなかった。一也が声を掛ける事で、一いつ瞬しゆんであっても宮内の注意が脇わきにそれる。それが命取りになるだろう事が、ありありと分かったのである。

　だが、最後の激げき突とつで、宮内が大きく体勢を崩くずした時、勝敗が決した。座して見ていれば、宮内が死ぬ。だから一也は、自らの射しや撃げきの腕も顧かえりみず、相手の男を撃うったのだ。当たる確信はなかった。宮内を誤射する可能性も少なくはなかったが、それでも敢あえて、可能性に賭かけたのである。

「なにしに来た」

　畳たたみの上に倒れ伏した男を見下ろしたまま、宮内が口を開いた。

「宮内さんを連れて帰るためです。……お言い付けに背そむいて申し訳ありません」

　一也が頭を下げると、宮内は鼻を鳴らすようにして笑った。

「今いま更さら謝あやまったって始まらねえだろう……。それより、誰だれにも見られなかっただろうな？」

　宮内がそれを気にしたのは、速はや水みの事があるからだろう。

「何人かには見られましたが、生き残ってる者はいない筈です」

「姿を見た奴やつは皆殺しか……ひでえ事するな、お前も」

　宮内にだけは言われたくないような気もするが、言い返すわけにもいかないので、一也は素直に謝った。

「申し訳ありません」

　そして一也は、宮内の前に倒れている男のそばへと近付いた。

　見れば、男の手にした刀は、その付け根から折れていた。一也が放った銃じゆう弾だんによるものだが、なにも一かず也やは、こんなところをピンポイントで狙ねらったわけではない。一也が狙ねらったのは、男の体だった。上体のどこかに当たればそれでいいと、そのつもりで撃うったのである。

　それが命中した。凄すさまじい速度で振り下ろされる刀のその根本を捉とらえ、宮みや内うちの体が斬きり裂さかれる寸前に、その刀身を折り飛ばしたのだ。

　一也の射撃技術の稚ち拙せつさを思えば、それは偶然というより、奇き跡せきに近かった。

　男は俯うつぶせたまま、ぴくりとも動かない。

　おそらくは死んでいる筈はずだが、一応は確認をしておく必要があった。一也は四五口径を握り直すと、爪つま先さきで引っ掛けるようにして、男の体を仰向けにさせた。

「なにしやがる！」

　宮内の怒ど声せいが響ひびいたのは、その時だった。

　その語気の荒さに、一也は思わず背筋を伸ばして、宮内に向き直った。

「どうしたんですか？　いったい……」

　宮内は、射いるような視し線せんで一也を睨にらみ付けている。だが、一也には、なにがそんなに宮内の気に障さわったのかが分からなかった。

　宮内は、大きくひとつ息を吐いてから、やや語調を緩ゆるめた。

「このおっさんはな、敵方だが、見事な男だったんだ。それなりに敬意を持って当たれ。間違っても、足あし蹴げになんかするんじゃねえ」

　命の奪とり合いをしていた相手とは言え、恨うらみつらみがあるわけではない。斜しや道どうと辰たつ巳み、それぞれに連なる者同士、引くわけには行かずにぶつかり合ったのだ。その相手をぞんざいに扱う事は、この闘い自体を汚す事と同じ。宮内が言っているのは、おそらくは、そう言う事なのだろう。

「……申し訳ありません」

　一也は、三度、宮内に謝あやまると、改めて男のそばに屈かがみ込み、指先で首筋に触れてみた。

　脈はない。間違いなく、死んでいる。

　一也はそれを確認してから、再び立ち上がった。

「宮内さん。ここに長居するのは危険です。まだ生き残っている組員もいるでしょうし、じきに警けい官かん隊も乗り込んでくるはずです。俺おれと一いつ緒しよに引き上げて貰もらえますか？」

「ああ、そうだな。そうしよう」

　意外にあっさりと宮内が頷うなずいたので、一也は却かえって拍ひよう子し抜けした。辰巳の組長を殺とるまでは引き上げない。そう言い張るのではないかと思っていたのである。

「逃げ道は確保してあるのか？」

「裏口に車が停とめてあるのを確認してあります。それを使って突破しましょう。ただ、既すでに相当数の警官が出動してきている筈ですから、無事に逃げ切れるかどうかまでは……」

　保証はできない。と言うより、この状況を考えれば、無事に逃げ出すためには、もう一つ二つ、奇跡が必要になるに違いない。

　だが、宮みや内うちは、あっさりしたものだった。

「そんな事を今から心配したって仕様がねえ。やるだけやったら、あとは運任せだ」

「……そうですね」

　宮内は、畳たたみの上に転がっていたソフト帽を拾い上げると、頭に被かぶり直した。

　そして、もう一度、仰向けに横たえられた男の遺い体たいに目を向ける。

「菅すが田た征せい四し郎ろうって言ったっけ。あんたの名前は忘れねえよ」

　宮内はロングコートの襟えり元もとから薔薇ばらの花を抜き取ると、それを男の胸に載のせた。

「じゃ、行こうか」

　宮内は立ち上がると、一かず也やを促うながした。










　　　あとがき




　……というわけで、ノリが完全に任にん俠きようものになってしまっていますが、このお話は『Hyper Hybrid Organization』の外伝です。




『ＨＨＯ』本編に登場する、ユニコーンなる悪の秘密結社。

　それが、どのような過程で成立したか。逆に言いますと、現代日本という舞台で、どのような経緯であれば、あのような秘密結社が成立しうるか。それを、プロット段階で考えている時に、この外伝の骨格は産まれました。




　藤ふじ岡おか武たけ士し、佐さ々さ木き隼はや人と、天あま本もと秀ひで夫お、三人の医学博士を中心に、やくざと医者、それに彼らを取り巻く一般の人々までをも巻き込んで、半ば不ふ可か避ひ的に、ユニコーンは誕たん生じようする事になります。

　本編の前日談という位置付けではありますが、立場を異にする様々な人間が一つの組そ織しきを創つくり上げていくという意味では、むしろ『Hyper Hybrid Organization』というタイトルは、こちらの外伝の方に、よりふさわしいのかもしれません。




　……とは言うものの……自分で読み返していて思うのですが、この話、本当に『ライトノベル』でいいんでしょうか？

　やくざが主人公側として出てくるわ、ぼこぼこ人を殺すわ、メインの登場人物の大半は三〇過ぎだわ、と、およそライトノベルの定石を、ひっくり返しまくってるような気がしてなりません。




（そう言えば、以前、メディアワークスの社長さんにも、「僕はこの話、大好きよ。でも、僕の年代の男を面白がらせて、どうすんのよ？」なんて、言われた事があったっけなぁ……。）




　とは言え、作者本人としては、この話、かなり楽しんで書いています。




　もともと僕は、根がマキャベリストのせいか、『非情に徹し切れる人間』というのが、好きなんです。逆に言うと、それくらいの決断ができない人間には、人の上に立つ資格はないとさえ思いますし。

　ＲＰＧなんかでありがちな、『世界の運命よりも、一人の女の子を守る事を優ゆう先せんしてしまう主人公』なんてのを見ると、

「このボケ～！　手前ぇ、そんな覚悟で、世界を救うなんぞとほざいてやがったのかぁ～！」　と、後ろから飛び蹴げり食らわしたくなるくらいです。




　その点、この外伝に出てくる男どもは、それが避さけられないと分かれば、自分の手を汚すことも厭いとわないし、親友でさえも敵にまわす。反面、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵であっても、手を組む事が必要ならば、表面的にはにこやかに談笑さえしてのける。そんな、ひと癖くせもふた癖もある連中ばかりです。

　やっぱ、大人の男は、こうでないと。




　……と言うわけで、本編以上に、作者の趣しゆ味みを暴走させているこの外伝ですが、電でん撃げき文庫は、数あるライトノベルの中でも、ジャンルの幅の広いレーベルですし、一つぐらい、こんな『どやくざもの』があっても、いいですよ……ね？　（誰だれに向かって言ってるのやら）




　そんなこんなで、任にん俠きよう路線まっしぐらのこの外伝。

　義理と人情を秤はかりに掛けつつ、二巻へと続きます。




　乞こう、ご期待！
















この作品は、「電撃ｈｐ⑭」（第一章、第二章）、「電撃ｈｐ⑮」（第三章）、「電撃ｈｐ⑰」（第四章）、「電撃ｈｐ⑱」（第五章）に掲載されたものに、加筆修正したものです。
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高たか畑はた京きょう一いち郎ろう

第１回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞作『クリス・クロス 混沌の魔王』で作家デビュー。緻密に構成されたストーリーを明瞭な文章で紡ぐ作家として多くの読者から支持を得ている。
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イラスト／相あい川かわ 有ゆう

漫画家。現在、電撃コミックガオ！誌（メディアワークス）にて「ＤＡＲＫ ＥＤＧＥ」を、コミックバーズ誌（幻冬舎コミックス）にて「バタフライ」を連載中。
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